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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一、気がつけば　知らない町に立っていた









　気がつけば、知らない町に立っていた。

「──え。」

　思わず間の抜ぬけた声が漏もれる。

　立ち並ぶ家。ところどころに露ろ店てんや商店。通りを行き交うさまざまな人々。がらごとと車輪を鳴らして荷車が土つち埃ぼこりをまき上げる。

　だが。

　それらの全部が違ちがっていた。

　家の建て方やかざりつけも。露店の雰ふん囲い気きや彩いろどりも。あたりの人が着ている服のデザインや柄がらも。

　すべてが見慣れないものだった。

　いや。

　むしろここでは、あたしたち二人の方が異物なのだろうか。道ゆく人たちがじろじろと、ぶしつけな視線をこちらに向けて来る。

　正直こっちは、それほど珍めずらしいかっこうをしているわけではない。

　あたしは長い栗くり色いろの髪かみに黒バンダナに黒マント。腰こしにショート・ソードを提さげて、あちらこちらに宝石のジユエルズ・護符アミユレツト。

　明るい景色の中だとやや浮うく──じゃない、沈しずむが、魔ま道どう士しとしてはわりと普ふ通つうと言っていい。

　一方あたしの旅の連れ──ガウリイは、長い金きん髪ぱつと細身のハンサム。容姿が荒あら事ごとのイメージとはやや離はなれてはいるものの、軽装鎧ライトメイルに長剣ロングソード、これまたありがちな剣けん士しのスタイルである。

　とはいえやはり、今まわりにいる人たちとは、どこか雰囲気が違っている。

「──なあリナ……ひょっとして、だけど……」

　ガウリイは、ぽつりとそうつぶやいた。

「ここ、ラトカの町じゃないよな？」

「──あたしもそう思う」

　半ばぼーぜんと答えるあたし。

　が。

「ラトカ、で合っとるよ」

　なまりのある、しわがれた声にふり向けば、あたしたちのすぐ後ろ、民家の前の古いベンチに腰を下ろしたおじーちゃんが一人、こちらを見ていた。

「聞こえたんじゃが──この町の名前はラトカで合っとるよ。

　それよりあんたら、旅人か何かかね？　ずいぶん変わった格好をしておるし、急に出てきたように見えたんじゃが……どこから来なすった？」

「どこ、って──」

　もちろんラトカの町から。

　答えかけたことばをひっこめる。

　決してそれも間違いではないのだが。

　より正確に言うのなら。

　ラトカの町発、どこともわからない場所経由で、あたしたちは今、ここにいる──




　ことの起こりは今日の昼──




　んぷぐっんけふっけふっけふっ！

　噴ふき出しかけたジュースを無理矢理飲み込めば、その反動でめちゃめちゃむせた。

「……おいおい。だいじょうぶかリナ」

　ガウリイのことばに反応もできず、ひとしきりせき込んでから、

「あー。だ……だいじょーぶ……

　それよりっ！　おっちゃんっ！」

　あたしはメシ屋のおっちゃんに問いかけた。

　──ゼフィーリアの首都、ゼフィール・シティにほど近いラトカの町。

　昼前にここに着いたあたしとガウリイは、やや早めの昼食をとり、二つ先の町まで足をのばして今夜の宿を探さがすつもりでいた。

　が──

　昼のやや早めに入った食堂には、他に客の姿はない。手持ち無ぶ沙さ汰ただったのか、店のおっちゃんはあれやこれやと話しかけてきた。

　もっぱらこちらはごはんを食べつつ聞き流していたのだが──

　あることばを聞いたとたん、噴き出しかけたのをこらえて逆にむせたのだ。

「えーっとつまり、今の話をまとめると……

　町長さんのところに流れ者がやって来て居着いた、と」

「ああ」

　と、うなずく店のおっちゃん。

「でもってそれから、町長さん一家の様子がなんかおかしい、と」

「そうなんだよ」

「で、その流れ者の名前が──」

　言いよどむのに、かわりに店のおっちゃんが、

「ノースト」

「……うぅぅぅぅぅぅみゅ……」

　聞き間違いじゃあなかったかー……

「知ってるのか？　リナ」

「知ってる……っていうか……心当たりがなくもないっていうか……あたしのカン違いだったらいーなっていうか……」

　問うガウリイに、あたしはあいまいに返す。

　根こん拠きよは薄うすい。それはもぉぺらっぺらに薄っぺらい。

　もしそうだったらヤだなー、という、被ひ害がい妄もう想そうに近い想像である。

　しかし。

　その想像が万が一にも当たっていた場合、シャレにならないできごとが、そのうち必ず起きるだろう。

　──なんだかわからない奴やつが、偉えらい人のところにもぐり込み、偉い人の様子がおかしくなっていく──

　陰いん謀ぼう、乗っ取りなどなどでは、ごくありふれたパターンの話。

　ほめられたことではないし、ほうっておけば大なり小なりごたごたが起きるが、だからといってそれら全部にこっちから首を突つっ込む義理はない。

　だが。

　しかし、である。

　ことを起こそうとしているのが、復ふく讐しゆうや金や権力目当ての人間ならばともかくとして、それがもし魔族だったなら──？

　魔族。

　世界の滅ほろびを望む存在もの。生きとし生けるものたちの天敵。

　赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥを頂点として、配下には五人の腹心たち、冥王ヘルマスター、覇王ダイナスト、獣グレーター王・ビースト、海王デイープシー、魔竜王カオスドラゴン。

　そしてそれぞれが、神官プリースト、将軍ジエネラルと呼ばれる一人から四人の高位魔族を抱かかえている。

　……このあたりの伝承は、世間様一いつ般ぱんではただの言い伝え、実在はしないと思われている場合こともあるのだが──

　実のところ。

　あたしはそんな連中と、わりとガンガン遭そう遇ぐうしていたりするのである。

　でもって。

　かつて、覇王ダイナスト麾き下かの覇王将軍ジエネラルシェーラと戦った際、どうやら覇王ダイナストグラウシェラーの配下には、他にも三名、『ダイナストグラウシェラー』から一部を抜き取ってもじったかのような名を持つ神官プリーストや将軍ジエネラルがいるらしいと判明した。

　これはグラウシェラーが、部下を手て駒ごまとしてしかみなさず、名付けに何らこだわらなかった結果らしい。

　──さてそれを踏ふまえた上で。

　お気づきになられただろうか。

『ダイ』『ナスト』『グラウ』『シェラー』に似た名前の高位魔族が存在しているという事実。

　そして、今回、この町でおかしな動きをしているという『ノースト』という人物。

　──『ノースト』と『ナスト』、どこか似てはいないだろうか。

　下位の魔族は化け物然たる姿を取ることが多いが、高位魔族は人間と全く見分けのつかない姿を取ることもできる。

　つまるところ。

　高位魔族が人の姿を模し人の社会に入り込み、何かを企くわだてている可能性があるのだ。

　もちろん──全部あたしの考えすぎ。ぐーぜん名前の印象が似ているだけの人間が何かやってるだけ、という可能性のほうが高いだろう。

　しかし、考えすぎだとスルーして、万一懸け念ねんが当たっていたら？

　あとあとおーごとになってから、もしもあの時手を打っていたら──と後こう悔かいするのはイヤである。

　ましてやここは実家の近く。ひとごとではいられない。

　だからこそ──

「──おっちゃん。そのノーストって奴のいる所、教えてくれる？」

　あたしはそう尋たずねたのだった──




　普通の町。

　ラトカを一言で表すなら、そうとしか言いようがなかった。

　住んでいる人たちが聞けば怒おこるかもしれないが、旅人十人に聞いたなら、七、八人は同じ答えを返しただろう。

　立ち並ぶ家。ところどころに露ろ店てんや商店。通りを行き交うさまざまな人々。がたごろと車輪を鳴らして荷車が土つち埃ぼこりをまき上げる。

　街道が町を横切る中心街。そこから少し奥まった一いち隅ぐうに、町長の家はあった。

　豪ごう邸てい、というほどではないが大きな家で、低い生け垣がきがぐるりと敷しき地ちを囲っており、庭木の手入れも行き届いている。

　──さて、どこからどうアプローチしたものか。

　町長さん家ちの玄げん関かん先で、あたしが迷っていると、

「──なあリナ」

　ここまで黙だまってぼーっとついて来たガウリイが口を開いた。

「何？」

「おれたちって、なんでこの家に来たんだ？」

「あ。」

　……そーいえば、ガウリイには何も説明してなかったっけ……

　ちゃんと話すべきか──いや。知っていながらとぼけるなんぞとゆー腹芸、ガウリイには無理だろう。

　ならばここはふんわりと。

「なんてゆーか……ちょっと気になることがあって、ね。

　いろいろと確かめに」

「ふーん」

　おしっ！　聞いておいて興味なさげっ！

　本来ならツッコミの一つも入れるところだが、今この状じよう況きようではそっちのほうが都合がいい。

　などとやっているうちに──

「何かご用で？」

　声とともに、町長さん家の庭木の陰かげからひょっこり現れたのは、汚よごれた作業着に麦むぎわら帽ぼう、厚手の手て袋ぶくろ姿の、いかにも庭師然とした初老の男。

　どーやら木の陰で作業中だったのが、こっちに気がついて声をかけてきたようである。

「──あ。実はあたし、リナっていう旅の魔ま道どう士しなんですけど。

　こちらにノーストさんっていう方がいらっしゃる、って話をきいて。

　ひょっとしたら、あたしの知ってる相手かもしれないなー、って思って」

　とっさにてきとーなことを言う。

「なるほど」

　庭師のじーちゃんはうなずくと、

「なら直接会った方が話は早いですかの。ついて来てくだされ」

　言うとすたすた玄関の方に歩き出す。

　……あれ？

　庭師のひとだと思っていたが、この言い方はひょっとして──

　ここで引き返すのは怪あやしすぎる。しかたなくあとについて行きながら、

「あの。あなたは──」

「この家の主あるじですじゃ」

「てことは──町長さんっ!?」

「まあ、そんなもんですかの」

「それは……お手数かけます」

　言いつつ内心あたしはあわてていた。

　このままなりゆきでノーストと出会ったとして。

　相手が普ふ通つうの人間ならば別に良し。

　だが──もしもあたしの懸念通り、覇王ダイナスト麾下の高位魔族だったなら？

　かつてシェーラと戦った時に比べれば、ともに戦った仲間も今はおらず、あたしも魔力を増ぞう幅ふくする魔術の道具を失い、使える術の種類も威い力りよくも減っている。

　もしもぶつかることになれば、勝てるかどうかはかなり怪しい。

　今はほどほどにさぐりを入れつつ、てきとーにとぼけて退散、というセンか。

　あたしたちは町長さんの招待で、家の中へと招き入れられ、玄関ホール横の客間に案内された。

「かけて待っていてくだされ」

　言い残し、町長さんは部屋を出る。

　内装に派手さはないが、けっこう大きな客間である。大きなテーブルと並べられたソファ。たぶん十人以上がくつろげるだろう。

　二人でソファに腰こし掛かけて、待つことしばし──

　ガチャリとドアが開いた。

「失礼します」

　ひと声かけて入ってきたのは、見た目三十歳ほどの男だった。

　ひょろりとした細身の長身で、無造作にまとめた黒に近いブラウンの髪かみが肩かたまで届いている。金色の糸でさまざまな模様パターンが縫ぬい取られた灰緑色モスグリーンの法衣ローブは、やや大きめなのか、着ているというより引っかけているといった感があった。

　対するあたしとガウリイも、いちおー礼れい儀ぎとしてソファから立ち上がる。

　男はあたしたちを見ると、ほんの少し困こん惑わくの色を浮うかべ、

「──オレはここで世話になっている、ノースト、といいます」

　後ろ手にドアを閉めながら、

「町長の話だと、知り合いかも、ということでしたが──

　リタさん、とおっしゃいましたか？　残念ながらオレには見覚えが──」

　リタって。町長さん、あたしの名前を聞き間ま違ちがえて伝えたな。……いやまあそれはいいのだが──

　正直、こんなとんとん拍びよう子しで直接対面、なんてことになるとは思っていなかった。さてさてどう話を持っていくか──

「ええっと。いや、なんてゆーか、直接の知り合いじゃなくて知り合いの知り合い、ってゆーか」

　てきとーなことを言いつつあれこれ考える。

「それもあくまで『かもしれない』って話なんだけどね」

「ほう。それで、その知り合いの名前は？」

　問われてあたしは、なにげなさを装いながら、

「シェーラ、っていうんだけど」

　言った瞬しゆん間かん。

　ノーストの背後でドアが、ぐにゃりっ、とゆがんだ。

「──!?」

　何枚もの飾かざり板を組み合わせてできていたドアはねじくれ、渦うず巻まくようにゆがむと分解され分ぶん裂れつし、ドアという独立したものから意味不明の模様となって、壁かべじゅうに、床ゆかや天てん井じようにまで増えてひろがり──同時に壁もひろがり遠ざかり、気がつけばいつの間にか、そばにあったはずのテーブルもソファも消え果てて、ノーストとの間合いも開いている。

　やがて。

　壁さえ彼方かなたに消え果てて、床と天井しかない広い広い空間の中、あたしとガウリイの二人はノーストと対たい峙じした。

「──なるほど」

　ノーストの口の片かた端はしに浮かぶ笑み。

　──問答無用でしかけてきたっ!?

　もうちょっと、のらくらした会話での探り合いが続くだろうと踏ふんでいたのだが──これは完全に予想外……！

　なおかつ、当たり前の話だが、人間の魔道士ならば、呪じゆ文もんの詠えい唱しようも何もなしでこんなマネができるはずもない。

　正体が決定的になった──のはいいが、これで果たして逃にげられるのか……!?

　しかしここであわてたら、こっちが無策だと白状するようなもんである。

　あたしはわざと悠ゆう然ぜんとあたりを見み渡わたし、

「へぇ。何の結界？」

　問いかけを、ノーストは小さく鼻で笑って、

「ずいぶん余よ裕ゆうだな。

　まずは逃げられないように、と思ってな。

　どこでもない場所を作らせてもらった」

「どこでもない場所？」

「そう。どこでもあり、どこでもない場所。ゆえに外からの干かん渉しようは受けず中からも外には干渉できない。

　いくら駆かけても出ることはできず、そもそも出入り口などどこにもない。

　オレを倒たおせば術は解けるが、もとの場所に戻もどるとは限らんぞ？　なにしろ今ここはどこでもあってどこでもないのだからな。術が解けたとて出るのは彼方の山の中か、見知らぬ町か。──海の上かもしれんぞ？

　倒せれば、の話だが」

　……またやっかいなマネをしてくれる……

　実質、逃げるのは不可能か──

「それで？　シェーラの知り合いということだったが、どういった用件だ？」

「答える前にいちおー念のため確認しとくけど──

　そっちは覇王将軍ジエネラルだか覇王神官プリーストだかのノースト、で、いーのよね？」

「そう問うということは──知った上でオレの前に立ったのだろう？」

　ノーストは薄うすい笑みを浮かべると、

「たいした度胸だ。

　その通り、オレは覇王ダイナスト麾き下か、覇王将軍ジエネラルノースト。

　──で？　そちらの用件は何だ？」

　彼からにじみ出る殺気が澱おりのようにあたりにひろがってゆく。
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　この状況は──さすがにまずい。なんとか切り抜ぬける方法は──

「──どうするリナ!?　あいつ、やる気だぞ!?」

　ガウリイも緊きん張ちようの色を浮かべるが──

「──リナ？」

　ノーストは眉まゆをひそめて、

「リタ、と聞いたが？」

「町長の聞き間違いだろ！」

　とガウリイ。

　ノーストは一瞬考えて──

「──まさか貴様！」

　驚きよう愕がくの視線をあたしに向ける。

「リナ＝インバース？」

　……まずいっ……！

　リナという名前とシェーラのことからこちらのフルネームを言い当てたなら、こいつはあたしのことを知っている。

　──魔族にとって恨うらみ骨こつ髄ずいの相手として。

　シェーラの名を出した時点で、ごまかすことも放ほう棄きして、こっちをおかしな結界に閉じ込めるような奴やつである。あたしの素す性じようを知った以上、逃がしてくれるはずもない。

　かといって今さら、いえ別人です、は通用しない。

　切り抜ける手段は──

　しかし、あたしが何かを思いつくより先に。

　ゆらり、と。

　ノーストが動いた。

　身構えるあたしとガウリイの目の前で、ノーストはその場にひざをつくと、両手のひらも床につけ、

「まじかー！」

　絶ぜつ叫きよう。

「ないわっ！　なーいーわー！

　そりゃあね！　オレもね！　悪さだってするさ！　まぞくだもの！

　でもって覇王将軍ジエネラル！　ノルマとかはないけど肩書きとか体面とかあるから、ただボーっとしてるわけにもいかないし仕方ないじゃん！

　仕方ないから地道に地道に準備だけして、まだ何もしてないけど、さてそろそろ悪いことしちゃうぞー、ってところに『こんにちは。リナ＝インバースです。しばき倒しに来ました』って!?

　何なの!?　ないわ！　まーじーなーいーわー！」

　なんか涙なみだ声ごえで絶叫する。

　……ええっと……

　予想していた反応とだいぶ違ってとまどうが、なにしろ相手は高位魔ま族ぞく。こちらを油断させるための何かの策、という可能性は否定できない……と思う。

　いつでも呪文詠唱ができるよう警けい戒かいするあたしにかわって、ガウリイが、

「有名なのか？　リナって。おまえたちの間じゃあ」

「あァ!?」

　聞かれたノーストは半ギレ気味に顔を上げて立ち上がり、

「『ゆーめーなにょか、りにゃって』」

　バカにしきった口マネをしてみせてから、

「魔王様倒して『あの方』をその身に降ろしてなおかつ無事で冥王ヘルマスター様倒して覇王ダイナスト様退しりぞけて魔王様倒してっ！

　こんッな奴が有名になってないなら、魔族オレらどんッだけのんびり屋さんだよ!?　危機感皆かい無むか!?　報告連れん絡らく相談なしかっ!?」

　あたしがこれまで魔族と戦った結果を挙げる。

　……って、こぉつらつら一度に並べられると、運が味方している部分も大きいけど、そーとー魔族に痛手与あたえまくってるなー……あたし……

「ああ有名だよ超ちよう有名ッ！

　つーかね！　魔族うちらの中じゃあ疫やく病びよう神がみっ！　魔族殺しデモン・スレイヤーとゆーよりも、ぶッちゃけ魔族もまたいで通るわっ！」

「またいで通られたっ!?」

　思わず声を上げるあたし。

　竜ドラゴンもまたいで通る、などとゆー失礼な二つ名で呼ばれたこともあったけど、とーとー魔族にまで……

「またがいでか！」

　と、なぜか胸を張るノースト。

「……そりゃあな、オレら魔族もいろいろだから、何が何でも報復するべきだ、って息巻いてる奴もいるぞ？

　けどオレを含ふくむ上層部全体の意見は、へたにこだわって、返り討ちでこちらの戦力が削そがれるのは本ほん末まつ転てん倒とうだからかかわるな──だ！」

「つまり──戦う気はないってことか？」

　と、これはガウリイ。

「ねえぇよ！」

　キレ気味の即そく答とう。

「これはオレ個人の考えだけどな、単純に強い弱いというよりも、オレたち魔族が、リナ＝インバースって存在そのものに対して相あい性しようが悪すぎるんだよ！」

「存在そのものに対して、って……？」

　なかなかえらい言われように、あたしが憮ぶ然ぜんとしていると、

「おまえがかつてその身に『あの方』を降ろした時以降、何かの干渉力がおまえの中に残留しているんじゃあないか、と考える者もいたが──しかしそれじゃあ、『あの方』を降ろす以前はどうなるんだ？　という話になる。

　つまりは、人知どころか魔族の知識ですら及およばない何か──理り屈くつだの何だのでは説明のつかない、もはや宿命だとか相性だとかいった、説明にもなってねえ曖あい昧まいなものがあると解かい釈しやくするしかねーんだよ！

　そんなふわっふわしたモン対策のしようも何もねえ！　なら『かかわらない』以外ねーじゃねーか！

　な・の・に！

　来たよ！　来ちゃったよ！

　前まえ触ぶれも脈みやく絡らくもなくそんなのに『来ちゃった♪』とか言われたオレ一体どーすりゃいーのッ!?」

　ひとしきり叫さけんだあとで、突とつ如じよノーストは居住まいを正し、こちらに深々一礼すると、

「とゆーわけでマジで勘かん弁べんしてください。　どうかここはっ！　おひとつっ！」

　……………………

「えーっと……」

　一国の軍と魔道士たちを動員しても勝てるかどうか怪あやしい高位魔族から、悪質クレーマーみたいな腫はれ物扱あつかいを受けてあたしがとまどっていると、それを不服の態度と解釈したのか、

「あ！　じゃあこういうのはどうだ！

　二人はちゃんと無事ラトカの町に送り届けて、オレの方は町から立ち去る！　えぇいおまけだっ！　オレ自身は向こう五年──いや思い切って十年！　人間には手を出さないと誓ちかう！

　そのかわりそっちは、この場は戦い無しでおとなしく帰ってもらって、万一今後どこかの町とかでオレとすれ違ったりしても知らないフリをしてもらう、できれば目も合わさない、って方向で！」

　なんだか勝手に譲じよう歩ほしてくる。

　……こいつ……どんだけあたしのことがイヤなのか……

　それはそれでなんだか腹が立ってきたが、だからといって短たん絡らく的にケンカを売っていい相手ではない。

　もともとこっちも、この状じよう況きようでの戦いは望んでいなかったのだから。

「……じゃあ、それで。」

「ぃやったッ！」

　ノーストは、はじめて見せる、満面の安あん堵どの笑みでガッツポーズ。腹立つ。

「じゃあ善は急げということで──」

「善て。」

　あたしのツッコミを無視し、ノーストが──何かをしたようには見えなかったが、きっと何かをしたのだろう。床ゆかや天てん井じようの無数の模様がうねりたゆたい浮うかび上がって視界を埋うめて──

　気がつけば。

　あたしとガウリイの二人は知らない町に立っていた。




　風が吹ふく。

　がらごとと車輪を鳴らして荷車が行き──

「──ええっと──」

　あたしはしばし考えてから、ベンチに座るじーちゃんに問いかけた。

「ゼフィール・シティま近のラトカの町──じゃあないわよね？」

「ぜひーる……？　どこじゃ？　それは」

　──これは──

「あ。じゃあこの町って、どこの国の領地だっけ？」

「どこって……」

　と、今度はじーちゃんの方が眉まゆをひそめ、

「そりゃあずっと昔から、ルジルテの領地に決まっとるよ」

　じーちゃんの口から出たのは知らない国の名。──ということは、沿岸諸国連合あたりにある小国か？

「これは──やられたわね……」

　ぽりぽり頭を搔かくあたし。

「やられた、って、何がだ？」

　問うガウリイに、あたしは指を一本立てて、

「いやがらせ、よ。

　あのノースト、どこでもないあの空間から、あたしたちを全然別の町に届けてくれやがったのよ！」

「……けどあいつ、元の町に戻もどす、って言ってなかったか？」

「言ってなかったのよね。それが。

　あいつが言ったのは『ラトカの町に送り届ける』よ。

　もといたラトカの町のことだとカン違いさせて、名前がいっしょで全然別の場所にある、このラトカの町に届けたのよ」

　別の場所にありながら、偶ぐう然ぜん名前が同じ町、というのは時々ある。もといたラトカとここもそんなかんじだろう。

「戦いはしないけど、せめていやがらせだけでも──ってわけね……ったく……」

　子供の頃ころに遊んだすごろくでは、ゴール直前でスタートに戻される、などということもあったが……まさか現実で、実家目前でどこか遠くへ飛ばされるとは……

　とはいえまあ、とりたてて急ぐ旅ではない。それならそれで、旅を楽しみつつ実家に向かえばいいだけの話である。

　あたしはあらためてじーちゃんに、

「実を言うとあたしたち、かなーり道に迷っちゃったみたいで……それで教えてほしいんだけど、この町に魔道士協会ってある？」

　じーちゃんはしばし、小首をかしげて眉み間けんにシワを寄せてから、

「…………いや、聞いたことがないの」

「じゃあどこかこの近くで、魔道士協会がある大きな町って、心あたりある？」

　重ねて問えば、

「あ。いや──」

　じーちゃんは、眉間のシワをますます深め、申し訳なさそーに、

「すまんが、その魔道士協会のことは全く知らんでの……」

「あ。そっか」

　あたしはそこでようやっと、自分の思い込みに気がついた。

　魔道士協会──

　名前そのまんま、魔ま道どう士したちで構成された団体で、いわば魔道士の互ご助じよ組織。

　ある程度大きな町など、あちらこちらに支部があり、魔法の道具マジツク・アイテムを扱あつかっていたり、支部同士で遠えん距きよ離り通話ができる所があったりもする。

　しかし、である。

　あたしみたいな魔道士ならばそれなりに利用するものの、魔道に関係のない一いつ般ぱんの人には用も興味もないだろう。どこの町に支部があるか、など、気にとめていなくても無理はない。

　ならば情報の集まる場所を探すだけの話。

「──じゃあ、この町の宿屋ってどこにあるの？」

「ああ。それなら──」

　じーちゃんはようやく笑顔になると、得意げに道順を教えてくれたのだった──




　……えー……

　のどもとまで出かかった落らく胆たんの呻うめきを、あたしは直前でおしとどめる。

　一階は遅おそくまでやっている食堂兼けん吞のみ屋、二階から上が客の部屋。

　宿屋とゆーものにあたしが抱いだくイメージは、だいたいこんな感じだったのだが──

　たどり着いたそこは、めちゃめちゃふつーの民家だった。

　まわりの家と比べても、雰ふん囲い気きが違ちがうわけでも大きいわけでもなく。

　場所を間違えているのかとも思ったが、玄げん関かんドアのすぐそばに、子供がうろおぼえで書いたよーな字で『宿』と記された小さなカンバンがうちつけてある。ならここで正しいのだろうが……

　なんとゆーか。普ふ通つうの民家が、空いている部屋があるので時々旅人に貸していますよ、といった感じ。

「どうしたリナ」

　ぼーぜんと佇たたずむあたしに、後ろからガウリイが声をかけてくる。

「こんなところで立ってないで、早く宿に行こうぜ」

「……あのねガウリイ……」

「何だよ」

　あたしは肩かた越ごしにふり向きながら、目の前の家をおずおず指さして、

「……ここがその宿らしいんだけど──」

　言えばガウリイは満面の笑みを浮かべて、

「──またまたぁ」

「や。ほんとに」

　ガウリイの笑みが今度は凍こおりつく。

「……え……？　じゃあ今夜はここに泊とまるってことか？」

「いやいや。宿を探してたのは、人の集まる場所でいろいろ話を聞くためだから」

　時刻はまだ昼を少し回った程度。もしも近くに大きな町があるなら、そこまで足をのばしてもいい。わざわざここに泊まる必要はないのだ。

　で、情報集めの観点からは──

「……今ここに入っても──」

「他の客っていそうにもないよなー」

　失礼な感想をずばりと口にするガウリイ。いやまああたしも同感だけど。

　しかたなく宿の前から立ち去って、商店や露ろ店てんが並ぶ方に行く。

　手近で見つけた果物屋さん。大きなところとは言えないが、意外や店先には珍めずらしいものがいろいろずらりと並んでいた。

　そんな中から、あたしはりんごを二つ手に取って、

「おばちゃーん！　二コちょーだい！」

　店のおばちゃんに声をかければ、

「あいよ。四コルセナだよ」

　と、知らないお金の単位を出される。

　こっちもさっきのじーちゃんと同じく、ことばにちょっぴりなまりがある。

　お金の単位を聞けば、どこの国なのか見当がつくことも多いのだが──コルセナとゆーのは知らないなぁ……

「ほかの国の銅貨は使えない？」

「旅人さんかい？　他の国のはちょっと……」

「じゃあ銀貨で払はらって、おつりをもらうってのは？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶさ」

　と、商談成立。

　国が違えばお金の単位や呼び名が違うこともしばしば。ある国の銅貨が別の国では使えない、というのはザラにある。

　しかし、材料そのものに価値がある金貨や銀貨なら、こんなふーに融ゆう通ずうがきくことも多いのだ。

　銀貨を渡わたし、おつりの銅貨を受け取って眺ながめる。片面に何かの貝がらが刻印された見知らぬ銅貨。

「ところでおばちゃん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど。

　この国って沿岸諸国連合のうち一つだと思うんだけど、連合のどのへんにあるの？」

「──は？」

　ぽかんとした顔で聞き返されて、あたしがもう一度同じ問いをくり返すと、おばちゃんは眉間にシワ寄せて、しばし沈ちん黙もくしてから、

「すまないけど、何だい？　その、エンガンショコクレンゴウってのは」

「──は？」

　今度はこっちがぽかんとする。

　……ええっと……

　政治やらなんやらに興味がないふつーの人が、遠く離はなれた場所にある国の名前を知らない、というのはあるかもしれない。

　しかし、である。

　自分の国が所属する連合の名前を知らない──これは普通ないだろう。

「いやあの。海の近くにあるいくつもの国が連合してるんだけど……ここの国ってその中の一つじゃないの？」

「……うーん……おばちゃん、国のことはあんまりくわしくないんだけど、連合してる、なんて話は聞いたことないねぇ」

　……あれ……？

　ぞわりっ、と。

　背筋を悪お寒かんが駆かけ抜ぬける。

　ある想像が脳のう裏りに浮うかぶ。それをなんとか否定しようと、

「あ。じゃあ、こんな国の名前って聞いたことある？

　ラルティーグ、ゼフィーリア、セイルーン、ライゼール……」

　次々あたしが挙げる名に、おばちゃんは申し訳なさそうに左右に首を振ふり続け──

「じ……じゃあ……じゃあさ、おばちゃんが知ってる国の名前って、片かたっ端ぱしから言ってみてくれる？」

　問えばおばちゃんは、いぶかしみながらも、

「いいけど、そんなには知らないよ。そうだねぇ──」

　挙がったのは──

　──知らない国の名、知らない国の名、知らない国の名……

　聞けば聞くほど、自分の顔から血の気けが引いていくのがはっきりとわかる。

「──でもってこの国がルジルテ──ってあんた、大丈夫かい!?　真っ青だよ!?」

「……あ……だいじょーぶ……」

　自分でもはっきりわかるほど、答えた声はかすれていて。

「本当に大丈夫かリナ!?　どうしちまったんだ!?」

「──あー。わかったの」

　あたしを案じるガウリイに、かすれた声で返事する。

「何がだ？」

　見慣れない町並み。珍しい果物。特とく徴ちようあるなまり。

　しかしそれらはここでは普通なのだ。

　おばちゃんはあたしが挙げた国の名を知らず、あたしはおばちゃんが挙げた国の名前を知らない。

　となれば──考えたくはないけれど──

　笑うしかない事態に、あたしは半笑いでガウリイに告げた。

「……ここ、滅ほろびの砂さ漠ばくを跳とび越した先、魔族の結界の外の世界よ……」




　遠い昔の伝説がある。

　かつて、この世界では神と魔とが争っていた。

　かたや赤の竜神フレアドラゴンスィーフィード。

　かたや赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥ。

　世界を守ろうとするスィーフィードと、滅ぼそうとするシャブラニグドゥは相争い、やがて相打ち力ちから尽つきる。

　力尽きたスィーフィードは自らの力を四つに分け、地水火風、四柱の竜りゆう王おうを生み出し。

　力尽きたシャブラニグドゥは七つに割わかたれ人間の中に自我を封ふうじて転生させられ、それでもなお復活の機をうかがっていた。

　そして今から千年前──

　北のカタート山脈を守護する水竜王アクアロードに対し、魔族が戦いを挑いどんだ。

　対するは復活した魔王の一ひと欠片かけら。

　なおかつ腹心たちのうち四名、冥王ヘルマスター、覇王ダイナスト、獣グレーター王・ビースト、海王デイープシーはカタート山脈を取り囲む大陸広こう範はん囲いに結界を展開し、水竜王アクアロードの力を削そぐとともに、他の竜王たちからの干かん渉しようを隔かく絶ぜつした。

　結果、水竜王アクアロードは滅ぼされ、しかし復活した魔王もまた氷の中に再び封じられたという。

　かくてカタート山脈は、神のおわします聖地から、魔族の一大拠きよ点てんへと変へん貌ぼうした。

　これがすなわち、世に言う降魔戦争。

　この時、あたしたちの住んでいる区域──うちの実家があるゼフィーリアだの沿岸諸国連合だのセイルーンだのは、冥王ヘルマスターの結界──エルメキア帝てい国こくの端にひろがる『滅びの砂漠』によって陸続きながら阻はばまれ、海路もまた結界のせいもあってか、それとももともと適した航路がなかったのか──いずれにしても、結界の『外』とは行き来ができなくなっている。

　いや。

　なっていた、と言う方が正しいか。

　なにしろあたしたちは現に今、『外』としか考えられない場所にいるのだから。

「まーじーでー」

　果物屋さんの店の横。

　路地に置いてあった空き木箱に腰こしを落とし、とりあえずりんごを一つ食べてから、

「ないわー」

　あたしは力なくつぶやいた。

「まあそう落ち込むなってリナ。あのノーストとかいう奴やつみたいになってるぞ」

　あたしのそばに佇たたずんで、やっぱしりんごを食べてから、ガウリイがそう言ってくる。

「……そっちは動どう揺ようしてないわねー……」

「まあ、あわててもしかたないだろ？」

　……はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　あたしは深々ため息ついて、

「……わかってないわねガウリイ……」

「何がだ？」

「──あたしたちが今いるのはどうやら、魔族の結界の外──滅びの砂漠を越えた先、みたいなのよ」

「そう言ってたな」

　と、ガウリイは、まるでひとごとのような口ぶりで。

「ここがどれくらい離れた、どこにある町なのかもわかんないのよ!?」

「だろうな」

「もとの所に戻もどれるかどうかわかんないのよっ！」

「──かもな──」

　──やっぱしわかってない。

　ほんっとーにわかってない。

「と、ゆーことは、よ！」

　あたしは宣言する。

「やったらおいしいミルサー魚や風味満点秋のニギタケ！　ソテーに神が宿るオタール鯛たいやら旨うまみとコクあふれまくりのミネバ小こ鴨がもの料理なんかも、もう食べらんないかもしれない、ってことなのよっ！」

　どさりっ、と。

「……まじかー……」

　ガウリイがその場にしりもちをつく。

「……ないわー……」

　その目から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちる。

　泣いたッ!?

「……リナ……おれ……ほんと……これからどうしたら……」

　あたしも落ち込んではいたのだが、食べ物のことであたし以上に落ち込まれると、逆にこっちはむしろ前向きになってくる。

「……まあ……気持ちはよくわかるわ。けどねガウリイ、絶望するのは──早いわよ」

　ゆっくりと。

　あたしはその場に立ち上がる。
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「たしかにあたしも動揺したけど──完全に希望がなくなったわけじゃない」

「…………？」

　ぼんやりとこちらを見上げるガウリイに、あたしは、彼と、そして何より自分を鼓こ舞ぶすべく、力強くうなずいて、

「そう！　逆に考えたら、こっちにはこっちでしか味わえない、おいしいものがあるに違ちがいないっ！」

「おおっ！」

　ガウリイの瞳ひとみに光が点ともる。

「あちこちのおいしいものを食べ歩きながらっ！　帰る方法を探せばいいのよっ！　地面があれば歩いて行けるし、海があったら船を探せばいいだけのことっ！」

「たしかにっ！」

　ガウリイはふたたび力強く立ち上がる。

　あたしの瞳を、ひた、と見すえて、

「それに──考えてみたら、おれ一人になったわけじゃあない！　リナ！　おまえがいっしょにいてくれるんだ！」

「──」

　ちょっ……!?　いきなり何を言い出すのかこの男はっ!?

　顔が熱くなるのを感じ、一いつ瞬しゆん絶句するあたしに、ガウリイは続けて、

「おまえがいるっていうことは、つまり路銀のやりくりの心配はしなくていいってことだよな！

　そこの所は頼たよりにしてるぜっ！

　──どうした？　変な顔して？」

「……あ。いや。ハイ。」

　……そっちかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　あたしはそっと息をつき、

「とにかくっ！

　そうと決まれば即そく行動っ！　あたりでいろいろ聞き込んで、話次第で即出発よっ！」

「おうっ！　聞き込みと行き先は任せたぞっ！」

　頼りまくりのセリフを威い勢せい良よく吐はくガウリイ。

　だが今ここはいきおいあるのみっ！　あえてツッコミは入れない方向でっ！

　かくて。

　いやがらせで『外』に飛ばされたあたしとガウリイの、故郷を目ざす旅がはじまったのだった──




　魔族の結界の『中』だ『外』だと言ってみても、人が住んでいることに変わりはない。

　そこにはやはり、同じ営みがある。

　つまるところ。

「──てめェら！　そこに身ぐるみ脱ぬいで置いてくなら、命だけは助けてやってもいいんだぜ？　あァン？」

　街道で旅人の行く手を防ぎ、ありきたりなセリフを吐きつつ刃は物ものをちらつかせて物を盗とる──そんな連中がやはりいる、ということだった。

　──ラトカを出て街道をゆけば、夕暮れまでには、ちょっと大きなマリシダという町に着く──

　そんな話を聞き込んで、早さつ速そくガウリイとともに出発したのだが……

　人通りもあまりない街道を行くことしばし。十人ほどの男たちは、堂々とあたしたちの行く手に現れた。

　頰ほおに入れ墨ずみのある上半身裸はだかのモヒカンが、ショート・ソードをちらつかせつつ、

「さあ!?　どうする!?」

　……いや。どーするもこーするも、もちろん──

「火炎球フアイアー・ボール。」

　づどがぁぁぁぁんっ！

　あたしが放った光球は、立ちはだかった野や盗とうたちのど真ん中に着ちやく弾だん・炸さく裂れつし、まともに全員を吹ふっ飛ばす。

　男が月並みなセリフを吐いている間に呪じゆ文もんを唱えておいたのだ。

　──さてと。

　目の前の相手全員が倒たおれたのを確かめて回れ右。

　少し離はなれて、そこには別の、五、六人の一団が。

　あ。やっぱし。

　獲え物ものの前に立ち塞ふさがった一団が口上を並べて注意を引き、別の一団が後ろから襲おそいかかる。セオリーではあるが効果的な襲しゆう撃げき方法。

　が。

　別働隊は、正面の一団を壊かい滅めつしたあたしの攻こう撃げき呪文を目まの当たりにして、ぼーぜんと硬こう直ちよくしていた。

　あたしが続けて呪文を──唱えようとしたその矢先。

「ままま待ってくれ！」

　別働隊の一人、クマの毛皮をかぶった一人があわてて声を上げる。

「あんたらの実力はわかった！　こっちは手を引く！　だから──」

「だから何もせず見み逃のがせ──って？」

　あたしのことばに何を感じ取ったか、相手は顔色を失って、

「ち！　違うんだ！　俺たちだって好きで野盗なんてやってるわけじゃねえんだ！　ガキの頃ころからロクでもねぇ親にひでぇ目にあわされて……！」

「なるほどー。考えてみたらたしかに、好きで野盗になる人なんていないわよね」

「だ……だろ!?」

「あんたたちの過去には同情するわ」

「なら──！」

「もちろんその結果、『自分をヒドい目にあわせた連中と同じにはならない』と思わず、同じように他人をヒドい目にあわせていろいろ奪うばうことを選んだ今のあんたたちに同情する義理はないけど」

「……え……？」

　あたしはにっこりほほえんで──




　森に二度目の火炎球フアイアー・ボールの音が響ひびいた。




「──で、次はどうするんだ？　リナ」

　ガウリイがそう聞いてきたのは、翌日の朝食の席でのことだった。

　朝食──といっても宿ではない。

　昨日の午後にたどり着いたここ、マリシダの町は、たしかに規模こそ大きいものの、あまりにぎわっているようには見えなかった。

　ちゃんと整備された街というより、村を二つ三つまとめてくっつけただけのような発展途と上じよう感がある。

　昨日は宿を探しがてら、ざっくりと町を見て回ったのだが、あたしたちがもといた結界の『中』と違い、二階建て以上の家がほとんどなく、そこそこ大きな建物といえば数えるくらい。

　商店も大きな店ではなく、ラトカで見たような規模のものがあちらこちらにあるといった感じ。

　でもって何よりとまどったのが、もといた『中あちら』と違って、旅人向けの施し設せつがとぼしいことだった。

　マリシダで見つけた宿屋は、さすがにラトカの宿ほど小さくはなかったが、あくまで素す泊どまりできる部屋がいくつかあるだけ。

　つまりは夕食も朝食も別の場所でどうぞ、ということである。

　宿の一階にメシ屋があれば、夕食をとったら即部屋に戻もどって休めて、朝起きたら一階に降りてすぐ食事ができるのに。『中あちら』でその方式に慣れたあたしには、これはいささか不便に感じる。

　とはいえ宿の外に出れば、夜はそこそこ遅おそくまで、朝はわりと早くから食事のできる屋台があちこちにあるので、何も食べられないわけでもないのだが。

　二人が朝ごはんに立ち寄ったのは、そんな屋台のうち一つ。

　小麦か何かのひらべったい麵ヌードルに、やや薄うす味あじでとろみのついた野菜あんと、濃こい目に味をつけた肉そぼろをトッピングした、『中あちら』ではあまり見ない料理で、このあたりではサゥリィと呼ばれているらしい。

　親しみのもてるおいしさなのだが、屋台だけあってメニューのバリエーションは少なく、量もひかえ目。

　イスがわりに置かれていた木箱に腰こしかけ、あたしとガウリイはとりあえず二杯はいずつ食べて、ひと落ち着き。

　これからの相談となったわけである。

「そーねー」

　問われてあたしはちょっと考えて、

「三杯目を行ってもいいけど、あたしとしては他の屋台をハシゴしたいわね。

　ヤキトリなんかは安定しておいしいだろうけど、味の想像はつくから……あんまし見かけない料理を狙ねらいましょ。もちろん、好みに合わないのに当たるってリスクもあるけど、そこは食べてみなくちゃわかんないし──」

　食い物の話かよ!?　と、笑うなかれ。生きてゆく上で、眠ねむると食べるは基本中の基本。見知らぬ場所で食材の味を覚えておくのは、実は重要なのである。

　あたしたちがいた『中あちら』とこことでは食材からしていろいろ違う。そもそも知らない食材が多いのだ。

　野宿などで食べ物を自力調達しなければならなくなった時、店や料理屋で目にして口にしたものと見た目や味が同じなら、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。

　逆にそれがわからないと、毒のあるものをうっかり口にしてしまう危険がある。

　そこの判断ができるようになるためには、こちらの食材をなるべく多く知る必要があるのだ。

「ンでもってそのあとは──」

　言いかけてあたしはことばを途と中ちゆうで飲み込んだ。

　あたりに漂ただようぴりぴりとした空気。

　それに気づいて視線を向ければ、少し離れた道ばたを、武装した一団が歩いていた。

　自警団か何かだろうか。ざっと二十人ほどなのだが、なんというか、隠かくしきれない寄せ集め感がにじみ出ていた。

　鎧よろいや兜かぶと、槍やりなどで身を固めた、そこそこ兵士っぽい者も五人ばかりいるのだが……他は間に合わせの武器と申し訳程度の防具を身につけてます、といったいでたち。

　それらの装備の身につけ方、歩き方からも、ちゃんとした戦いの訓練を積んでいないのは丸わかり。

　でもって全員の表情には、闘とう志しや緊きん張ちようよりもおびえの色が濃い。

　──これは──

「行くわよガウリイ。屋台のハシゴはあとまわし」

　払はらいは注文した時に済ませてある。あたしは言って、

「おうっ！」

　とガウリイも席を立つ。

　二人は早足で、武装した一団の方に向かいつつ、

「──けど珍めずらしいなリナ。おまえが自分から、こーいうのに首を突つっ込むなんて」

「あたしもめんどくさいことはヤだけど、町の人たちから信用してもらっておいた方がいいでしょ？」

　もちろん荒あら事ごとの内容次第ではあるが──信用は得ておくに越こしたことはない。

「──あのー！」

　近づいて声をかければ、一同は足を止めてこちらをふり向き、

「──なんだ？」

　聞いてきたのは先頭の一人。赤いひげをたくわえた、三十がらみの兵士ふうの男。

「あたしたち、旅の魔ま道どう士しと傭よう兵へいなんだけど──」

　と、やや声をひそめて、

「ひょっとして……何かあったの？」

　問えば兵士は、あたしとガウリイを値ね踏ぶみするようにじろじろ眺ながめて、

「まどうし……魔術使いか？」

　沈しずんでいた兵士の表情に光が差す。

　こっちでは魔道士という呼び方はあまり使われないのだろうか。いずれにしても──

「ま、そんなところよ」

「丁度いい！　力を貸してくれ！　礼ははずむぞ！」

「そこは話次第ね」

「──行きながら話そう。ことは急を要する」

　言い終えた頃には兵士は歩き出していて。

「オッケー」

　答えてあたしも歩みを進める。

「ブロンコだ。この町の兵士長をやっている。後ろのは部下たちだ」

　シロウトが大半っぽいけど──とのツッコミは飲み込んで、

「あたしはリナよ。リナ＝インバース。

　でもってこっちは連れのガウリイ。

　ぶらぶら旅してる途中なんだけど──どーにもただならない感じだったんで、つい声をかけちゃったのよ。

　で？　何があったの？」

「………………」

　問いにブロンコは、苦にがい顔でしばし沈ちん黙もくしてから、

「……どう言えばいいのか……うまく説明できる自信が無い。とにかくついて来てくれ。ひょっとしたら、くわしいことは、あんたの方がわかるかもしれん」

「──深刻なの？」

「……これは俺の想像だが……ひょっとしたら……」

　あくまで表情を隠し、それでも蒼そう白はくなまま、ブロンコは言う。

「最悪、マリシダの町は終わるかもしれん──」




　それを目にした瞬しゆん間かん、期せずして全員が足を止めていた。

「……なんだ……あれはっ……」

　愕がく然ぜんとつぶやいた誰だれかの声は、恐きよう怖ふにかすれ震ふるえていた。

　行く手に見える光景は、彼らにとってそれほど衝しよう撃げき的だったのだろう。

「……わからんっ……」

　ブロンコの返事もまた揺ゆれていた。

「だが……化け物じみた何かがこのあたりにいる……そのことだけは確かだ」

「そういえば……じいさんから聞いたことがあります──」

　と、別の兵士姿。

「ずっと前──じいさんがまだ子供で、マリシダも今ほど大きくなかった頃ころ──

　この町に凶きよう悪あくな大グレー悪ター・魔デーモンが現れて、町が壊かい滅めつしかかったことがあった、って……

　その時には王都から百人もの兵士が派は遣けんされて、退治はできたものの、兵士の半分は死に、マリシダも壊滅しかかった、と──

　まさか……そいつが復活──」

「めったなことを言うな！」

　それをブロンコが一いつ喝かつする。

「昔話は俺も知っている！　が、そんなことが……そうそう起きてたまるものかっ！」

「じゃあ教えてくださいよブロンコさん！

　一体何なら!?　こんなマネができるっていうんですかっ!?」

　そんなやりとりをする一同のかたわらで。

　あたしは、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　兵士は続ける。

「オレたちがさんざん手を焼いてきた盗とう賊ぞく団をあっさり壊滅させて！　こんな……こんなふうに地面を焼き尽つくして！　こんなことができるのが化け物じゃあなかったら、一体何だっていうんですかっ!?」

　──先生ごめんなさい。あたしがやりました。

　深刻きわまるブロンコたち──もとい。ブロンコさんたちがあたしとガウリイを連れて来たのは、マリシダとラトカをつなぐ街道──あたしが昨日、インネンをつけてきた盗賊団を火炎球フアイアー・ボール二発で吹ふっ飛ばした、まさにその場所だった。

　とーぜん地面には大きな焼けコゲ二つ。

　これを見て全員で、おびえたりすくんだり伝説の悪魔の復活をおそれたり、と、おーさわぎしているわけである。

　……しかし……この反応からすると、こっちでは火炎球フアイアー・ボールの術って、あんまし存在が知られてなかったりするんだろーか……

　もといた『中あちら』でも、魔道士ならば誰でも使える、というほど一いつ般ぱん的ではなかったものの、名前の知られた術ではあった。

　戦いの中で相手が使ってくる場合もあるのだ。魔道士でなくとも、ふつーの戦士や傭兵ならば、光球が飛んできて触さわると爆ばく発はつする術、という程度のざっくりとした知識はあったはずなのだが……

「もう……終わりだ……」

　兵士がひざをつき、涙なみだを流し──

「──リナ──」

　そんな中、ガウリイは、あたしの肩かたに、ぽんっ、と手を置き、

「……早めに言った方がいいと思うぞ。」

「……ですよねー……」

　仕方なく。

　あたしはおずおず片手を挙げて、

「……あのー……」

　それに気づいたブロンコさんはハッとなって、

「待ってくれ！　こんなものを見せられて、逃にげたくなる気持ちはわかるっ！　一いつ緒しよに戦えとまでは言わん！　だがせめて、頼たのむっ！　何か気がついたことがあったら何でもいい！　教えてくれ！」

「……えっと……すっごく言いにくいんだけど……」

「──かまわない！　どんな事実をつきつけられても、覚かく悟ごはできているつもりだっ！」

「……それ……あたしがやりました。」

　…………………………

　ブロンコさんはしばし硬こう直ちよくしてから、

「……は？」

　目がコワい。超ちよう絶ぜつコワい。

　あたしは思わず視線をそらしつつ、

「あ。いや。だから。その。

　……きのうちょっと……あたしとガウリイ……ここで野盗にからまれたんで……攻こう撃げき呪じゆ文もんで……なんとゆーか……吹っ飛ばしたの……」

「──ああ──」

　何かを悟さとったかのように、ブロンコさんは一変、やさしいまなざしで、

「不安を取り除こうとしてくれてるんだな……

　皆みなも、君のその優しい噓うそを信じることができればどんなに楽か……

　けれど俺たちはマリシダを守らなくちゃあならないんだ。

　たとえ──たとえどんな化け物が相手で、どんなに勝ち目の無い戦いだろうと……」

　悲ひ壮そうなまなざしで彼方かなたの空に目をやったりする。

　……あー……これ、いくら言っても信じてくんない奴やつね……

　しかたない……

　あたしは呪文を唱えると、みんなから離はなれた所に向けて、

「火炎球フアイアー・ボール。」




　全員土下座しました。

　なんかごめん。マジごめん。




　酒場の中はにぎやかを通り越して、ご近所から苦情が来るレベルでやかましかった。

　げははははは、などとゆー、酔よっ払ぱらった誰かのバカ笑いが聞こえていない瞬間が無いくらいにやかましい。

　結局あのあと。

　あたしがやった、と納得すると、全員が一転、盗賊壊滅をおーよろこび。

　一同マリシダの町に戻もどると、そのまま、野盗壊滅祝いの食事会兼けん酒盛りになだれ込んだ、というわけである。

　夜どころか昼メシ時にすらまだ早いが、よっぽどこれまであの野盗たちに恨うらみ骨こつ髄ずいだったのか、そうでなければよっぽど酒が飲みたかったかだろう。

　ブロンコさんの声がけで、町で待機させていた兵士だか自警団員だかも呼びつけて、全員でおよそ四、五十人。全員は店に入りきれず、半分以上が店の表で吞のんでいる。わりと本気でご近所めーわくが心配である。

「いや！　それにしてもリナ殿どの！　あなたの魔ま術じゆつは全くもって凄すさまじいものですな！」

　鎧よろい兜かぶとを脱ぬいだブロンコさんは、赤い蓬ほう髪はつに赤いひげ。なおかつ職業柄がらか眼光も鋭するどく、がっしりした体格で──早い話、ならず者感がハンパない。

　知らずに夜道でバッタリ出くわしていたら、うむを言わせず攻撃呪文で吹っ飛ばし、『ふう。あぶないところだった』などとつぶやくところである。

「火炎球フアイアー・ボール、でしたかな？　呪文一つであんなことができるとは！　王都の大魔術使いでも、あのようなことができる者はそうそうおらんでしょう！」

　ほめちぎるブロンコさんのかたわらで、ガウリイは骨つきのトリ肉をかじりつつ、

「リナのあの術ってそんなにすごいのか？」

「もちッろんですよっ！」

　問われてブロンコさんはいきおいこんで、

「あれほどの魔術──！　……あ、いや。ガウリイ殿はリナ殿のそばにおられるから見慣れてらっしゃるのかもしれませんが、普ふ通つうはあれほどの魔術、お目にかかれるものではありませんぞ！

　というより、王室付きの宮きゆう廷てい魔術士か何かが身近にでもいない限り、魔術を目にする機会そのものがほぼ無いわけですし。

　実際俺など、今回を除けば、若造の頃に一度見ただけ。それもあれほど凄まじい術ではなく、一瞬で縦たて縞じまのハンカチを横縞にする、といったものでしたからな」

　魔術か!?　それっ!?

　いろいろとツッコミたいところはあるのだが、確実なのは、どーやら『外こちら』では魔術そのものがあまりポピュラーではなさそうだ、ということだった。

　戦いをしごとにしているブロンコさんでさえ、魔術に対する知識がほとんどない。これはつまり、術を使う相手と当たることがまずない、ということなのだろう。

「宮廷魔道……じゃない。魔術士、って言ったけど──」

　呼び方のビミョーな違ちがいにとまどいながらも、あたしはブロンコさんに問いかける。

「ということは、王都に行けば魔道士協会……っていうか、魔術の組合とか学校みたいなものってあるの？」

「魔術の組合か学校、ですか……」

　ブロンコさんは眉み間けんにシワを寄せ、

「聞いたことはありませんな……いや、俺が知らぬだけで実際にはあるのかもしれませんが……

　赤の竜神スイーフィード教会の高位司祭は神の奇き跡せきが使える、との噂うわさも耳にはしますが、お尋たずねの組合や学校というのとは違いますし……」

　たしかに──

　ここマリシダの町にも赤の竜神スイーフィード教会があり、昨日のうちに足を運んでみたのだが、神官さんや巫み女こさんは別に何かの術が使えるわけでもなかった。

　もといた『中あちら』だと、教会のわかりやすい恩おん恵けいを示すため、簡単な治癒リカバリイくらいは使える神官がザラにいたのだが。

　昨日は単に、『外こちら』では教会のあり方が違うのかも、くらいにしか考えていなかったのだが……

「んー……

　じゃあブロンコさん、よければ王都への行き方って教えてもらえる？」

「それならお安いご用です！　簡単な地図もお渡わたししますよ。そうそう、王都──パルバッソスの警備隊に知り合いもいるんで、紹しよう介かい状も書かせてもらいますよ！」

　まさにいたれりつくせり。

　ひじょーにありがたくはあるのだが、いまだ、帰き還かんのメドはぜんぜん立っていない。

　王都とやらで、果たして何かを得られるか──

　内心の不安を押し殺し、今はとりあえず、ブロンコさんたちと談笑をしつつ、知らない料理の数々を味わうのだった──








二、呪じゆ文もん無む双そう　いいことばかりと限らない









　緑の彩いろ、風のにおい。

　どこにいても変わらない──と思っていたそんなものさえ、注意深く観察すると違ちがっている。

　全体をおーざっぱに見れば同じ『緑の草木』でも、近くに寄って一つ一つを見てみれば、それらの多くが見慣れない木々、知らない草花。

　逆に、『中あちら』ではわりとあちこちに見られる、魔法の道具マジツク・アイテムの原材料としてポピュラーな草が、こちらには今のところ全く見当たらなかったり。

　いろいろあれこれ研究してみたいところなのだが、今はそれより優先するべきことがいくらでもある。

　明けて翌日。

　マリシダの町を発たち、王都パルバッソスに向かう途と中ちゆう。

　街道の分かれ道で足を止め、あたしはブロンコさんが用意してくれた手書きのメモをふところから取り出し、ひろげて確かめる。

　地図、というより、羊皮紙の端は切ぎれに道順だけを記したようなシロモノで、これとは別に紹介状も用意してくれて、果ては野や盗とう退たい治じの礼金までもらっていた。

「──こう言っちゃあなんだけど──」

　そのメモを横からひょっこりのぞき込み、ガウリイが言う。

「あのなんとかさん、親切だったけど、字はうまくないな」

　メモには線で記された道と、ポイントごとに文字が書き込まれているが、正直、読めない。

　読めないが──

「悪筆なんじゃなくて、あたしたちの使ってた字とは違うのよ」

「字が違う!?」

　ガウリイの声が裏返る。

「そゆこと。

　なにしろ『中あつち』と『外こつち』とは千年も前に断絶して、文化やなんかの交流もなかったわけだから。

　いろんなものがちょっとずつ違うふうに変化していってるんでしょーね。

　最初は、こっちの人たちのしゃべり方にクセがあるのを、方言か何かだと思ってたけど。

　話しことば自体がそれほど大きく変化してなかったのはラッキーね。

　そうでなかったら、そもそも話が通じない、なんてことになってたかもよ。

　どーやら書き文字の方もいろいろ変わっちゃってるみたいだし、ブロンコさんが悪筆かどーか、って話じゃないみたいね」

　最初、『外こつち』のラトカの町に跳とばされた時、宿のカンバンがずいぶん雑な字で書かれていると思ったのだが、あれは雑だったわけではない。文字そのものが、原形はあるがバランスは変わっている、というレベルで変化していたのだ。

　──ま、千年の間に変化したのは『外こつち』ではなく、あたしたちがいた所の文字の方、という可能性もあるが。

「それじゃあ何が書いてあるか読めないのか？」

「何が書いてあるかはわかるけど」

「字が違うけどわかる？　どういうことだ？」

「一部の字の形やつづりはあたしたちの所と違っちゃってるけど、そこまで大きく変わってはいないはずよ。しゃべりことばはそこまで変化してないわけだし。

　つまり、『同じではないけれど似た印象の文字の組み合わせ』のはず。

　で、道順を示したメモなんだから、東西南北や右左、山や川ってかんじの、方向とか地形の特とく徴ちようを示す単語が使ってあるはず。

　その前提で考えたら、おーむね何が書いてあるかは想像できるでしょ？」

「おー！　すげーな！」

「……ま、さすがに全部の字がはっきり読めるわけじゃないけど。

　たとえばコレとか──」

　あたしはメモの一部を指し、

「今のこの道を左に行け、って指示があるんだけど、その先に、『バス乗り場』って読める字が書いてあるのよ。

　この『バス』っていうのが何かわかんないわね。たぶん乗り合い馬車とか船とかなんだろーけど」

「ま、そいつは行ってみりゃあわかるさ」

「それもそーね」

　うなずくと、あたしはメモをふところにしまい、指示に従って道を左へ。

「けどリナ、そのなんとかっていう王都に行けば、なんとかなりそうなのか？」

「なんとかなりそう──っていうか、行かないとなんともならないのよ」

　歩みつつ、あたしとガウリイはことばを交わす。

　左は木々、右は草原。他に行き来する者はない。

　あんまし大きな街道ではないのか、それともこちらは旅人や行商人が少ないのか。道のまん中にも生え伸のびかけた雑草が目立つ。

「今自分たちがどこにいて、どーいうルートを取れば帰れるか、とか、そーいう情報が手に入ればそれが一番だけど、路銀の問題もあるから」

「足りないのか？」

「最終的にどれくらい路銀がかかるか見当がつかないし。

　もちろん今も金貨は持ってるし、それはこっちでも両りよう替がえして使えそうだけど、じゅーぶんかどーか、というと怪あやしいでしょ。

　まとまった額って魔法の道具マジツク・アイテムに替えて持ってるんだけど……それをお金にしようとしても、『外こつち』だと魔道士協会もないっぽいし、そのあたりの店で売ると値打ちが理解してもらえなくてガラクタ扱あつかいされるでしょーね。

　そーいう意味でも王都に行って、ちゃんとした──とまではいかなくても、そこそこの額で取り扱ってくれる所は見つけておきたいの。

　あともちろん、おーざっぱな道のりに関しても、なるべく早いうちに、できるだけ正確な情報をしっかりつかんでおきたいし」

　ごく単純に考えれば、『中あちら』と『外こちら』とを隔へだてる滅ほろびの砂さ漠ばくがあったのはエルメキアの南。ならば『外こちら』からは北に向かえば近づくはず──ではあるのだが、まっすぐではなく回り込まなければ行けない地形はいくらでもある。

　全世界の概がい略りやく図を記した地図、などとゆー便利道具でもあれば話は早いが、そんなものがあるわけもなし。もしあったとしても、ンな国家機密レベルのもの、一いつ般ぱん人の手に入るわけはない。

　──ふつーに平和に暮らしている人の中には、なんで地図が国家機密に？　と思う方もいるだろーが、これの有無が大きく影えい響きようすることはいろいろあるのだ。

　たとえば戦争が起きた場合。

　どこかの国が隣となりの国に攻せめ込もうとしていたとする。

　さてその時。隣りん国ごくの街道や町村、山や川などを詳くわしく記した地図がある場合と、地理情報がまるっきり何もない場合。どっちが攻め込みやすくて、どっちがうかつに進めないか、言うまでもないだろう。

　地形も知らずに大軍で進しん撃げきとか。地形によっては罠わなにかかり放題。へたをすると一戦もしないうちに被ひ害がい甚じん大だいなんてことにもなりかねない。

　つまるところ各国は基本的に、自分の国のくわしい地図はほしがる一方、それが他の国に流出するのを警けい戒かいするのだ。

　とーぜん旅の人間や一般の人が手に入れられるはずはない。

　そのあたりの事情はさすがに『中あちら』も『外こちら』も同じだろう。

　──もちろん、大きな街道などがどこにつながっているか、とか、そういったことは行商人やら旅人やらの間ではある程度知られているが。

　ならばこっちでも、王都に行けば、そういった行商人やら旅人やらに話を聞けるのではないだろうか。

　などともろもろ考えながら歩いていると。

「──リナ」

　突とつ然ぜんガウリイが呼びかけて来る。

　一いつ瞬しゆん、また野盗か何かが来たのか、とも思ったが、別にそれらしい気配はない。

　ガウリイの歩調も変わらぬまま。

　なら──

「何？」

「平気か？」

「──」

　唐とう突とつにそう聞いて来る。

「何が？」

　問えばガウリイはあたしを見つめ、

「だから、平気か？」

　と、もう一度。

「……あのねガウリイ、意味わかんないから。平気って、何が──」

　言いかけて途中で口をつぐみ──

　……はぁぁぁぁぁぁぁ……

　深いため息一つつき、あたしは髪かみの毛をかき上げながら、

「……ま、ガウリイ相手にごまかしてもしかたないか……」

　つぶやいて見上げる空には白い雲と、どこかで見たことのあるような鳥。

「たしかに『外こつち』に跳ばされてから、ゆーうつ、とか、気分が沈しずむ、とまでは言わないけど、なーんか気分が上がらないこともあって。

　そーゆーのがちょっとずつちょっとずつ、積もり積もってる感じはするわね～」

「ホームシック、って奴やつか？」

　単純なガウリイの意見に、あたしはにがわらいでぱたぱた手を振ふりながら、

「や。さすがにそれはないと思うけどね。

　なにしろあたし、ガウリイと出会う前にも一人で旅してたわけだし。そっからさらにうろうろしてたわけでしょ？

　今さら、帰れないからって──」

　言いかけて。

　のどのあたりがつっかえる。

「……あー……」

　これは──

　あたしはぽりぽり頭を搔かいて。

「や。やっぱしこれ、ガウリイの言うとおり、ホームシックって奴かもね──らしくない話だけど」

　帰れない、と口にした瞬間、なんとゆーか、気持ちが動いたのが自分でもはっきりとわかったのだ。

「たぶん、『帰らない』と『帰れない』の違ちがいね」

「どういうことだ？」

「前は──

　その気になればいつでも歩いて郷里くにに帰ることができるけど、帰らず旅を続ける、って選せん択たくを自分でやってた。

　でも今は、帰れるかどうかわかんなくて、今すぐ帰る方法が無い。

　その差が気持ちに影響してるんでしょーね。

　そーいえばガウリイはそのへん、どうなの？」

　たしか前に何かの時、実家はエルメキア帝てい国こくのどこかだと言ってたよーな気がするが。

　問えば彼は気楽に笑い、

「おれはそのあたり、割と平気だな」

「そうなんだ」

「なにしろいろいろ忘れてるからなぁ」

「忘れるなぁぁぁぁっ！」

「いや冗じよう談だんだって。冗談」

「あんたがそーゆーこと言うと、全然冗談に聞こえないのよっ！」

　思いっきしガウリイにツッコミを入れたからなのか、気分が時々沈む原因がはっきりしたからなのか。
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　ふと気がつけば。

　心はいくぶん軽くなっていた。

　空を見上げて伸びをして。

「──ま、考えてみたら──

　今まであたしたちって、こんなんじゃないくらい無理な戦い、くぐり抜ぬけて来てるし。

　だからなんとかなる──とまでは言わないけど、それに比べたら、道を探して帰るくらい、どーってことないわよね」

「同感だ」

　ガウリイはやわらかな笑みを浮うかべた。

　──完全に、気持ちにカタがついたわけじゃあない。これからもひょっとしたら、落ち込むこともあるだろう。

　けれど一人じゃないならば、きっとなんとかなるだろう。

　そんな不思議な確信が、いつの間にか胸の裡うちに芽め吹ぶいていた。

　知らない鳥の声を聞き、メモの指示に従い行くうち、道の左手に連なる木々は密度が薄うすまってゆく。ほどなく木こ立だちのすき間から覗のぞき見えたのは、きらきらと跳はね散らされる陽の光。

　緑のにおいに水のにおいが溶とけ混じる。

　木々のとぎれたそのあたりで、あたしとガウリイ、二人は同時に足を止めていた。

　行く手──道のそばにひろがるのは、碧みどり。

「──湖？」

　と、ガウリイ。

「川かも」

　とあたし。

　波はほぼなく、水の透とう明めい度はあまり高くないが、それゆえに、あたりの景色を水面みなもに映し出していた。

　見み渡わたせば、向こうの岸は水面の彼方かなたにかすんで見えた。川にしても湖にしても、けっこーな大きさである。

「……とゆーことは……」

　視線を水辺にそって先に送れば、道の先、小さな建物が目についた。

　ガウリイも同じ方を眺ながめつつ、

「あれが、なんとか乗り場って奴か」

「みたいね」

　どちらからともなく再び歩き出し、

「やっぱし船着き場のことだったみたいだけど」

　一見凪ないで見えた水面は、水辺の道を行きつつよくよく見てみると、ごくゆるやかに流れている。どーやらかなり大きな川のようである。

　近づくにつれて、船着き場の様子もはっきりと見えてきた。

　建物は、ちょっと立派な小屋、というところか。桟さん橋ばしには、十人以上は楽に乗れそうな船がもやいである。

　屋根などはなく、長い板を横に渡しただけの席が何列もあり、すでに数人の客が乗っている。船上には船頭さんらしき姿も──って、ひょっとしてもーすぐ出発するっ!?

「ガウリイ！　いそぐわよっ！」

「おうっ！　──おーい！　待ってくれー！」

　ガウリイが大きな声を上げ、あわてて駆かけ出すあたしたち。

　声は幸い向こうにとどいたらしく、船頭さんはこちらに向かって大きく手を振り、到とう着ちやくを待っていてくれる。

　息を切らしてたどり着き──

「……これって……パルバッソスの方に向かう船……？」

　問えば初老の船頭さんは、にかっ、と笑って、

「おうよ！　お代は前まえ払ばらいな！」

「りょーかい」

　息を整えつつ、言われた通りに船賃を払はらう。

　桟橋から船に乗り込むが、思ったよりも揺ゆれなかった。ある程度船の大きさがあるおかげだろう。

　大きな荷物を背負った行商人らしい客、ふつーの旅人、などなどの他に、編みカゴに入れられたニワトリなんかもいたりする。

　客だけではなくいろんな荷物も運んでいるのだろーか。

　船頭さんは、あたしとガウリイが席に着いたのを確かめてから、

「──バス船が出るぞー」

　出発の合図だろう。よく通る声で呼ばわると、先に羽根をつけた長い竿さおで、船のずっと前──静かな水面をぺしぺし叩たたく。

　と。

　ゆらりっ、と。

　波は紋もんたゆたう水面に影かげが現れた。

　影は見る間にはっきりとした黒と化し、だんだんと浮かび現れる。

　間違いなく人より大きいだろう。へたをすれば全長はオーガくらいあるかもしれない。

　それは二匹ひきの──

「魚っ!?」

「こらこら。立つと危ないよ」

　思わず声を上げ、腰こしを浮かしたあたしを、船頭さんがたしなめる。

「ずいぶん驚おどろいてるけど──ひょっとして、バスを見るのははじめてかい？」

「──え──バスって──この船のことじゃなくて──」

「魚だよ。──さて。出すぞ。話はそれからそれから」

　船頭さんが羽根つき竿で再びぺしぺし水面を叩くと、船の前に並んだ二つの影が、ゆらりっ、と動き出す。

　同時に、黒い影から船につながったロープが水上に現れ、まっすぐ張って──

　二匹の魚に牽ひかれてゆっくりと船が動き出す。

「こいつらはジャイアントバスっていってよ、魚なのに結構頭いいんだよ」

　と、なぜかじまんげに船頭さん。

　ニワトリの入った編みカゴを目で指し、

「船を運んでくれたら礼としてちゃんと食い物をやる。こっちがそこさえ守ってれば、おとなしいもんだ。人間の言葉もわかってるんじゃねえかな？」

「ひょっとして、そのニワトリが魚のごはん!?」

「おうよ。これくらいなら一吞のみさ」

　と、またまたじまんげに。

　──言うまでもない話だが──

　あたしとガウリイがもといた『中あちら』にはこんな魚はいなかった。なおかつ馬車馬よろしく言うことを聞いて船を牽くとか。

　とはいえよくよく考えてみれば、『中あちら』にはでっかい魚に手足が生えたような、知能が高くてことばを話す魚人はいたのだ。『外こちら』に魚人がいるかどうかは知らないが、でっかくてかしこい魚がいても不思議ではない──かもしれない。

　最初はゆっくりと進んでいた船は、やがて少しずつ速度を増して──

「……待てまてまてぇぇぇぇぇっ！」

　声がしたのはそんな時だった。

　目をやれば、あたしとガウリイが来たのと同じ方向から、船を目ざして駆け来る人影が一つ！

「まてまてまてまてまてまてまてまっ！」

　声はどんどん近づいて来る。

　どーやら相手は女の子。ものっそいいきおいで走ってくるが、船はすでに桟橋を離はなれている。

　それでも女の子はあきらめず──いや！　むしろ加速して──

「てまぁっ！」

　変なかけ声とともに川辺から船に向かって大ジャンプ！

　もちろんそれで届くはずもなく。

　川辺と船との間に、ぼぢょんっ、と落ち──

　なかった。

　空中で不自然にジャンプの軌き道どうが延び、そのまままっすぐこちらの船に──

　だんッ！

　かろうじて端はじっこに着地──いや、乗船した。

　衝しよう撃げきで大きく船が揺れ、客たちが驚きの悲鳴を漏もらす。
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「──ちょっと嬢じようちゃん！」

　さすがに色めく船頭さん。

「飛び乗るのはダメだよ！　危ないし、魚たちが驚いちゃうだろ！」

「えへへー。ごめん」

　と、反省の気配皆かい無むのカルい謝罪。

　としはあたしよりちょっと下、くらいだろうか。背中まで伸のばした金色のくせっ毛に、小麦色の肌はだ。

　身長と胸の豊かさは……くそう。まあそこは置いといて。

　服装は、まるで家の近所に出かけるような、よく言えば身軽、悪く言えば旅をナメてるよーなシロモノ。荷物も背負った小さなザックに、何の意味があるのか知らないが木の棒一本。

　印象だけで言うならば、なんかそこいらへんの町娘むすめが親とケンカして、いきおいで家出してきたよーないでたちである。

「──そもそも嬢ちゃん、船賃はあるのかい？」

「あ。ほいほい。」

　それでもちゃんと旅の支し度たくはしていたらしく、船賃を払う。

「──もうあんなことやっちゃあダメだよ」

「てへへー、ごめんなさいです。──あ。みなさんにもごめんなさいです～」

　たしなめられて、船頭さんや、あたしたち客一同にへこへこしながら、席に腰を落ち着けた。

　船は魚たちに牽かれ、速度を増しつつ水面を上流へと滑すべり──

　頃ころ合あいを見てあたしは腰を浮うかし、彼女の隣となりに席を移した。それに何かを察したか、あるいは何も察していないか、ガウリイもいっしょについて来る。

「ハイ♪」

　あたしが気さくに声をかけると、彼女はブラウンの瞳ひとみをこちらに向けて、

「やっほーです。さっきはおさわがせ」

　と、こちらも気さくな笑みで。

「リナよ。横のは旅の連れでガウリイ」

「ラン、って呼んで♪」

　さし出したあたしの手に、彼女──ランが手を伸ばして握あく手しゆ。握にぎった手がふわふわやわらかくてちょっとびっくりする。

「実はちょっと聞きたいんだけど──」

　と、あたしはフレンドリーな笑みのまま、

「風の術使ったでしょ。船に乗る時」

　ジャンプの軌道が途と中ちゆうで変わる──普ふ通つうならばそんなことはありえない。ならばそうとしか考えられない。

　だが、魔ま道どう士し協会が存在せず、魔術そのものがあまり一いつ般ぱん的ではなさそうな『外こちら』で、風の術そんなものを使う彼女は何者なのか──

　へたなカマかけや駆け引き抜ぬきで、まずは直球勝負で相手の反応を見る。

　対する彼女は──

「すっごいでしょー。むかし、エルフのひとに教えてもらったの」

　むしろじまんしたっ!?

　……秘密とかじゃあないんだ……って──!?

「──え!?　てことは、こっちにもエルフっているの!?」

「いるよー。あんまりいないけどー」

　──これは──ひょっとすると、けっこー大きな手がかりだったりする!?

　エルフ族は『中あちら』にもいたが、人間よりも寿じゆ命みようが長く、魔術にも長たけている。

　そんな彼らにもし話を聞くことができたなら、帰き還かんへの大きな手がかりになるかもしれない。

　とはいえ──である。

　ここでいきなり根ね掘ほり葉掘りグイグイ聞けば、一見ふわっふわの彼女とて、さすがに警けい戒かいするだろう。

　聞きたい気持ちをあたしはぐっとこらえて、

「あたしも知り合いにエルフいたよ」

　と、ランに調子を合わせてみる。

「ほんとー？　すごーい！　ぐーぜん！　どんなエルフのひとだった？」

「何人か知ってるんだけど、一人は食堂でキャベツしか注文しなくて、もう一人はすっごい人見知りの内うち弁べん慶けいで──」

　あたしの説明に、ランは小首をかしげると、ぽつり、と、

「……悪口？」

「いや！　ほんとーにそんなエルフと出会ったのよっ！　もちろん全部のエルフがそんなのばっかし、ってわけじゃあないだろーけど──」

　と──

「おい！　船頭さん！　後ろっ！」

　あたしたちの会話を遮さえぎり、響ひびいたのは、客のうち一人の声だった。

　つられてふり向く一同の、視線の先には波立つ大河。

　だが問題は──その波が、下流から上流へ──いや！　この船を追って迫せまっていることだった。

「何!?　あれ!?」

　思わず上げたあたしの声に──

「噓うそだろ!?　ロッカエイだぞ！」

　船頭さんが叫さけんで返す。

「なんだそりゃ？」

　問うガウリイに船頭さんは一いち瞥べつもくれず、

「バスを食うでっかい魚だ！　畜ちく生しよう！　こんなところに!?」

　バスを食う!?　人よりでっかいあの魚を!?

　だとすれば大きさは推おして知るべし。そんなものに襲おそわれたらこの船だって──とゆーかそいつ、人間を食べたりしないのか!?

　船頭さんはあわてて竿さおを操あやつり、魚たちをせき立てる。それに応こたえてか、あるいは身に迫る危機を感じてか、魚たちと船の速度が上がる。

　しかし後ろをふり向けば、河を遡さかのぼる波は少しずつこちらとの距きよ離りを詰つめている！

　よく見れば、波の下にはひらべったい何かの影かげ！　はっきりとした姿は見えないが、サイズからして、たしかにジャイアントバスの二、三匹びき、まとめてひと吞みにできそうではある。

　つまりひょっとして、水竜サーペントのようなもんだろうか。

　何にしろ、このままでは船ごとやられる。

　けど──どうする!?

　これが地上なら『ガウリイまかせた』で片がつくところだが、なにせ相手は水の中。剣けんでどーにかしろ、というのが無理である。

　雷らい撃げき系の術を撃うてばこっちのジャイアントバスにまで影えい響きようが及およぶし、無差別広こう範はん囲い型の攻撃呪じゆ文もんをぶっ放せば、たとえ直撃を逃のがしても、おどろいて逃にげてはくれるだろうが、衝撃で波が起きてこっちの船がひっくり返る。

　なら──これはどうだっ!?

　あたしは船の後ろに回り、迫る波の下、潜ひそむ黒こく影えいに向かって呪文を詠えい唱しようする。

　──大地の底に眠ねむり在ある　凍こごえる魂たましい持ちたる覇は王おう──

　その時。

　あたしは水面下にいるそれと、確かに目が合った──気がした。

　たいていの攻撃魔術なら、水がジャマになることがほとんど。

　だが、高位魔族の力を借りた術なら？

　在るのは命と精神と魔力のみ。地上か水中かは関係ない。

　そんな思いが刹せつ那な脳のう裏りをよぎり──

　やがて呪文が完成する！

「覇王氷河烈ダイナスト・ブレス！」

　高位魔族、五人の腹心が一人、覇王ダイナストグラウシェラーの力を借りた術！

《力あることば》を解き放つと同時に、水中にいるそれの頭部が氷結・破は砕さいした！

　水中で散った砕さい片へんは、爆ばく発はつとすら呼べない規模でわずかに川かわ面もをふくらませ、魔力の氷で覆おおいきれなかったそれの体が、いまだわずかにもがきつつ、ぶかりと水面に浮かんでくる。

　もはや命を失くした体は、ほどなく動くことをやめ、ゆるやかな河の流れとともに後ろへ後ろへ遠ざかり──

　──おおおおおおおおおおおおっ!?

　船のみんなが声を上げたのは、この時になってからのことだった。

「スゲエ！」「マジか!?」「どうやったんだ今の!?」「あんなでっけぇのを一発かよ!?」

　……こーまであからさまに絶賛されると、さすがにちょっと気き恥はずかしい。

「すごいなあんた！　ひょっとして今の、魔術って奴やつか!?」

　と、船頭さんまで。

「ん。まあねー」

　と、ひらきなおって答えを返す。

「ひょっとしてアレかい!?　宮きゆう廷てい魔術士さんか何かかい!?」

「や、そーゆーわけでもないんだけど……」

「何にしろ助かったよ！　ロッカエイ自体、そうそう出くわすもんじゃねえけど、今の野や郎ろう、この川のヌシみてぇなもんでな。出会ったら魚も船もあきらめろ、命があればマシだと思え、なんて奴でな。

　知り合いにも、船も魚も失くしちまった奴が何人もいてよ……それを……

　本当……ありがとうよ……」

　言ってくるりとこちらに背を向ける。

　そーゆー相手だったのか……頭の吹ふっ飛んだ姿しか見てないせいで、結局最後まで、どんな魚だったのか、よくわからずじまいだったけど。

　ふと気がつけば、いつの間にやら、ランが近くにやって来て、きらっきらした目をこちらに向けて、

「──リナにょん、すごい！」

「にょん!?」

「あ。ごめんね～『にょん』っていうのはうちの地元の方言で」

「方言なんだ!?」

　てっきり、失敗したキャラ付けかと思ってたら！

「うん。こっちだと……『リナ様』っていうかんじかも」

「わりかしていねいな呼び方だったッ!?」

「……様、って呼んだ方がいい？」

　小首をかしげてランが問う。

　……『にょん』と『様』……どっちもヤだなぁ……

「リナ、でいいわよ」

「や。そーゆーわけには。んじゃリナにょん、で」

「あ。はい。それで。」

　さすがに『様』付けで呼ばれるのには抵てい抗こうがある。ならこっちの方がマシだろう。いろいろあきらめ、うなずくあたし。

　……まあ……考えてみたら、ことばなんて変化していくものだから、今のあたしたちの感覚からすると、いろいろどーかと感じることばが定着していっちゃった地方があってもおかしくはない。おかしくはないのだろうが……

　ランは片手で自分の背中をぽりぽり搔かきながら、

「やー。地元とこっちじゃあ、話が通じない、ってことはないけど、センス？　っていうかが違ちがくて。笑い方まで違うのは最初びっくりしたよー」

「笑い方まで違うの？」

「うん。地元じゃあ『あはは』とか無い無い。ふつーは『えへへー』とか。あと童話に出てくる魔王なんかが『てひひー』って笑う」

「魔王の威い厳げんはっ!?」

　むしろかわいいわっ！　それっ！

　ことばは変わるものとはいえ、もーちょっとがんばれそこはっ！　せめて『くくく』とか『ふはは』にしろっ！

「あ。でもでも。『てひひー』って笑い、うちらはソレ『悪そうだー』ってなる」

「……なるんだー……」

　──もしも──

　あたしとガウリイがノーストに跳とばされた場所がランの地元近くだったなら──考えただけで精神的にどっと疲つかれる。

　あらためて……ことばって大事なんだなぁ……

「それで──」

　と、ランは、

「リナにょんとガウりょすは──」

『りょす!?』

　期せずしてハモるあたしとガウリイ。

「あ。『りょす』っていうのは──」

「いいです。そのままで。」

「……りょす……」

　受け流すあたし。眉み間けんにシワ寄せつぶやくガウリイ。

「それで、リナにょんとガウりょすは、どこに行くつもりだったり？」

「あー。うん。とりあえず、王都、パルバッソスまで行こうと思ってるの。いろいろ調べたいことなんかもあるし」

「んー……ね、ね、それじゃあうちも一いつ緒しよについて行っていい？」

　カルい口ぶりでランが言う。

「こっちはまあいいけど──そっちはだいじょーぶなの？　旅の目的とか──」

「皆かい無む！」

「そっかー。皆無かー。」

　なんだろう。ことばの使い方のクセは方言みたいなもんだとわかった今でさえ、大だい丈じよう夫ぶかこのひとは感がハンパない。

　土と地ちカンのないあたしとガウリイに土地カンのなさそうなランが加わったところで、何のプラスにもならないよーな気はするが……さっき彼女が口にしたエルフの話なんかは、もっと突つっ込んで聞きたいところだし、無理に別行動をする理由もない。

「じゃ、とりあえずパルバッソスまではいっしょに行きましょ。そこから先は流れで」

「おっけーれすー！」

　ランはいきおいよく左手を上げて──

　やや顔を赤らめながら、ゆるゆると左手を下ろしつつ、

「……ごめん……嚙かんだ……おっけーです、って言いたかった……」

「わかりにくいわ。」

　そんな彼女に、あたしはものっそい冷静沈ちん着ちやくにツッコミを入れたのだった。




　ランの同行も悪くない──どころかむしろありがたい。

　あたしがそう実感したのは、早さつ速そくその日の夜のことだった。

　バス船に揺ゆられることおよそ半日。

　陽が西にだいぶ傾かたむいた頃ころ、着いたところは船着き場もある宿場町になっていた。

　土地カンがないので実感が薄うすいが、船頭さんに聞いた話だと、乗ったところからこの町まで、陸路で行けば、ぐるりぐるりと大回りになって、二、三日はかかるのだとか。

　だとすると、かなりの短縮になっている。

　あたしとガウリイとランとは、三人いっしょの宿を取り、晩ごはんもともに食べることになったのだが──

　そこであたしは、はた、と気づいたのだ。

　壁かべに貼はり出してあるメニューが全く読めないことに。

　考えてみればそりゃそーだ。そもそも文字が違うのだ。

　印象の似ている文字などはもちろんあって、無理矢理発音することはできなくもないのだが、その読み方が正解かどうかとなると別問題。

　現にメニューの一番上、今日のおすすめらしきものを試しに無理矢理読んで音になおすと『ごーぎどりのるはんて』となるのだが、意味が全くわからない。

　そこでランの出番！　というわけであるっ！

「ねーラン」

　壁のメニューを眺ながめる彼女に、あたしは声をかけた。

「何？　リナにょん？」

「メニューのあの一番上って、読める？」

　問えば彼女はメニューを見て、

「うん。読める～」

　……

　………………

「あ。声に出して読んでみて、って意味で」

「んみ。『ごーぎどりのるはんて』」

　合ってたッ!?

　けどやっぱし意味はわかんないっ！

「えと。何ソレ」

「んーと、『ゴーギ』っ鳥がいて、けっこうおいしいよ。ルハンテっていうのは料理の種類で、練った小麦粉を薄くして、ささっとお湯にくぐらせて、それに具やソースをのせてからくるくる巻いて揚あげたやつ～

　外がカリカリ中もっちり～

　で、具がゴーギ鳥だから『ゴーギ鳥のルハンテ』」

「なるほどー……」

　そんな調子でひと通り、ランにメニューの朗読と解説とを頼たのむ。

　助かった。ほんとーにランがいてくれて助かった。

　でなければ、上から何番目の奴やつと何番目の奴と……といった感じでてきとーに注文するしかなくなるところだった。

　それをやると、運が悪ければ似たよーな料理がずらずら並ぶ、なんてことにもなりかねない。

　なおかつランが読み上げてくれたことで、字の読み方も多少はあたしの頭に入ってくる。

　……まあ場所が場所だけに、学べるのは料理用語ばっかりだけど。

　ともあれ飲み物含ふくめていくつか注文し──

「──けどリナにょん──」

　料理を待つ間、ランが小首をかしげて尋たずねてくる。

「字、読めないの？」

　……ゔっ……

　一いつ瞬しゆんあたしは返事に詰つまる。

　いやまあ読めないんですけどね。ただこれは不ふ可か抗こう力りよくであって。けど読めないって口にするのはなんかイヤとゆーか。

　ここはまあ、あたしたちがこの地に不慣れだとゆー事情ことを話しておくべきだろう。遅おそかれ早かれわかることだし。

　とはいえ──

　千年前に張られた魔ま族ぞくの結界の中に住んでて、高位魔族を片かたっ端ぱしからしばき倒たおしたもんだから煙けむたがられて、高位魔族の一人に、いやがらせでこっちに跳ばされました、と一点の曇くもりも無い事実を語れば、なぜかウソにしか聞こえない。

「実はあたしとガウリイって、ここからはけっこー遠いところから来たのよ」

　ことばを選びつつあたしは言う。

「ちょっとした事故で、ね……」

「事故!?　船が沈しずんだとか!?」

「んー……まあそんなとこかな……」

　肯こう定ていも否定もせずにことばをにごし、

「とにかくそこはかなり離はなれてて、字の形まで違っちゃってたりするのよ。だから実のところ、字とかいろいろ教えてもらえると助かるんだけど」

「おやすいごようー！」

　えへん！　と彼女は胸を張る。

「ありがと。助かるわ。

　そんなこんなであたしたち、なんとか帰る道をさがしてるんだけど──

　ランってこのへんにはくわしいの？」

「んー……」

　問えば彼女は小さく呻うめいて、

「うちも地元から出てきて、行き場所も決めずに旅してるから、このへんのことはちょっと～……」

「へー。ランの故郷ってどんなところだったの？」

「緑豊かー」

「そう。いいところなんだ」

「自然以外皆無ー」

「そう。たいへんなところなんだ」

　そういえばジャンプを増ぞう幅ふくした風の術もエルフに教えてもらった、と言っていたが、たしかにエルフは緑の多い場所を好む。

「あなたに術を教えてくれたっていうエルフも近くに住んでるの？」

「むかし住んでたよ～けど十年くらい前に、ふらっとどこかへ行った～」

「……そーなんだ」

　となると、ランのツナギでエルフとなんとか連れん絡らくを──というあたしのもくろみは、どーやらついえたようである。

　そんなこんなの話をするうち。

「お待たせしました～♪」

　注文した料理の数々をウェイトレスさんが運んできて、にぎやか……というより、ちょっと騒さわがしめの夕食がはじまったのだった──




　そこから陸路を三日の後。

　あたしとガウリイ、ランの三人は、大きな塀へいと門との前にやって来ていた。

　──ルジルテ王国、王都、パルバッソス。

　かつてここは──と、うんちくの一つもかたむけたいところだが、あいにくながら由来も歴史もぜんぜん知らない。

　なにしろ千年も『外こちら』と隔かく絶ぜつされていたのだ。知る手段などあるはずもない。

　来る途と中ちゆう、いろんな人に、パルバッソスってどんな所？　と聞いてみたのだが、返ってくるのは『大きな街』だの『立派な王城がある』だの、王都だったらそりゃそーだろう、といったものばかり。

　街のざっとした歴史とか名前の由来だとかを語る人はいなかったのだ。

　……まあ……ふつーのひとはあんましそーゆーのに興味はないのかもしれないが……

「おっきいね～」

　見上げてランは感かん嘆たんの声。

　あたしは『中あちら』でも、城じよう塞さい都市とゆーやつを訪れたことは何度かあったが、それらと比べても見み劣おとりしない規模である。

　門のところで街に入る手続きを。といっても実質、通行税の徴ちよう収しゆうなのだが。

　そんなこんなで、門をくぐれば、ひろがる街並み。

　他国から攻せめられた時の用心だろう。通りや建物は直線上には並んでおらず、見通しという点ではあまりよくない。

　離れた中心部には、街を囲むものより一層高い塀と、並んだ王城の尖せん塔とうが目立つ。

「──さてと──」

　繁はん華か街がいらしき通りを行きながら、あたしはランに問いかける。

「とりあえず着いたわけだけど。ランはこれからどーするの？　あたしたちは前に言ったよーに、いろいろ調べ物なんかをするつもりだけど」

　あたしとしてはもーちょっと、こっちの字とかを教えてほしいところなのだが、あまり無理は言えない。

「んー」

　ランはおーげさに首をかしげて考えて、

「うちもとりたてて用がある旅じゃないし、リナにょんたち、おいしいお店とかを探すのがうまいし、もーちょっと一いつ緒しよに旅しても楽しいかなー、なんて思うけど。

　リナにょんたちの調べ物のおてつだいとかはできるかどーかわかんないし……

　あ。じゃあじゃあ。とりあえず宿は一緒にして、うちはあたりを見物したりするけど、あとはなりゆきで、とか？」

「それはこっちも助かるわ」

　とあたし。

「じゃそれで♪

　んでリナにょん、調べるって、どんなふーに調べるの？」

「んー……そーねー……」

　──ここまで来る道すがら、あたしはとーぜん、行き会ったいろんな人たちに、いろんな国や街道の話をいろいろ聞いてはみた。

　もしその中に、『行き来できない大きな砂さ漠ばくが北部にある国』の話があれば、そこで間ま違ちがいないのだろうが──

　噂うわさはあった。

　だが人によって話はまちまちで、誤情報混じりが明白だったのだ。

　ただ、ゆえにわかったこともある。

　もしも隣となりの国あたりがその条件に当てはまっていたら、隣がそうだよ、という答えが高確率で返ってくるはず。

　それが無いということは、少なくとも近場に当てはまる国がないということである。

　できれば比ひ較かく的情報が集まりやすそうなこの街で、ある程度確実な話を聞き込んでおきたいところなのだが……

　教会、宮きゆう廷てい魔術師たち、図書館──

　当たってみたいところは多々あれど、急に押しかけたところで、たいていは門もん前ぜん払ばらいだろう。

　ならば──

「前、ある町の兵士長さんに、ここの警備隊のひと宛あてに紹しよう介かい状を書いてもらったことがあるのよ。

　とりあえずそのあたりから当たってみようと思うの」

　言いつつあたしはふところから紹介状を取り出し、眺ながめる。

　粗あらい羊皮紙の巻物スクロールで、封ふう蠟ろうがされており、ブロンコさんの名前とともに、目につくところに、『パルバッソス第四警備隊、モーガン隊長様』との宛あて名ながあった──




「──用件はわかった」

　最初のひとことで手ごたえはわかる。

　イマイチだ──と。

　街のひとたちに話を聞けば、第四警備隊の居場所はわりとすぐにわかった。

　紹介状を渡わたして、お話ししたいことが、と申し出ると、警備隊詰め所の殺風景な小部屋でしばらく待たされた。来客用というより尋じん問もん室にしか思えないが、この際ぜいたくの言える立場ではない。

　席について待つことしばし。

　やがて現れた金きん髪ぱつのナイスミドルはモーガンと名乗り、こちらもひとまず自己紹介を終えて──

　相手が席について最初のひとことがそれである。

　要望はわかったが、それを吞のむかどうかは別問題──そんなにおいがあふれていた。

「ブロンコとは昔、縁えんがあってな。まんざら知らない仲でもないが──」

　手にした紹介状にちらりと目をやり、

「リナ殿どのはとにかくすごい魔術師なんで便べん宜ぎを図はかってやってくれ。あとこんなすごい人材を見つけ出した俺の昇しよう進しんも一考よろしく──とのことだが──」

　ブロンコさぁぁぁぁんっ!?

　どさくさまぎれに自分の出世もプッシュしてたよあのひとっ!?

　……まあ……自己アピールを一切するな、と言うつもりはないけど……

　モーガンさんはこちらの目をまっ正面から見すえ、

「便宜というが、具体的には何をお望みかな？」

「情報を」

　あたしは即そく答とうした。

「あたしと──こっちのガウリイは、はるか離れたゼフィーリアという国で船に乗り、難破してこの地にやって来たんです」

「え!?　そうだったのか!?」

　あたしのことばにおどろきの声を上げるガウリイ──って待てぃ。

　そーゆーことで話を合わせよう、って前にこっそり打ち合わせしといたでしょーがっ!?

　思いっきしツッコミたいところだが、モーガンさんの前でンなことを口にするわけにもいかず。

「そうだったのか……とは、どういうことかね？」

　さすがにいぶかしんで問う彼に、あたしは沈ちん痛つうな面おも持もちで、

「実は彼……事故のショックで記き憶おくが……うとくなってて……」

「うとくなるものなのか!?　記憶を失うとかではなく!?」

　彼の問いに、あたしはへーぜんと、

「お医者様はそーおっしゃってました」

「そうか……医者が……うむ……それは……

　そうすると、こちらで住居と職を探している、ということかね」

「いえ──帰り道を」

　あたしは言う。

「戻もどるための街道や航路は現在、無いはずです。それでも帰るための方法を探し続けようと思っています。

　そのため、おそらく北の方にあり、国の北部が大きな砂漠に面している国がないか──その情報がほしいんです」

「ふぅむ──国の北部が砂漠、か……」

　モーガンさんはしばし考えて、

「私に心当たりはないが、学者や文官の中には知っている者もおるかもしれん。

　が──

　きみたちに対し、そこまでの便宜を図る必要があるかどうかは考えどころだ。

　紹介状には、『凄すさまじい火か炎えんの術で盗とう賊ぞく団を一いつ掃そう』と派手なことが書いてあるが……

　我が国に巣くう盗賊団退治に一役かってくれたのなら、それは感謝すべきことだが、学者や文官を動かしてその知恵を借りるに見合うか、となると、いささか不足だ。

　そこで──だ。
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　きみたちの力試しをかねて、我々に力を貸す、というのはどうだろう？

　実は我々は数日後に、ある討とう伐ばつ任務を控ひかえていてね。

　銀ぎん槍そう騎き士し団との合同作戦なのだが、人手の問題で我々警備隊にまでお鉢はちが回ってきた、というわけだ。

　きみがこの紹介状に書かれているような腕うで前まえの持ち主なら、十分に活かつ躍やくの場はあると思うのだが」

「……よその国相手の戦争だったらえんりょさせてもらいますよ。しがらみが生まれて、この国から出られなくなっちゃいますから」

「その点は安心してくれていい。相手は人間ではない」

　モーガンさんは小さく笑みを浮うかべると、

「北の魔王──我々はそう呼んでいる」

　…………………………

「えぇぇぇぇぇぇええええええっ!?」

　あたしの上げた大声が、小さな部屋にこだました──




　──まあ、そんなこんなで。

　北の魔王を倒たおしたわけだが。

「なっ……!?」「ちょっ!?」「何っ……!?」

　後ろで驚きよう愕がくの声を上げるのは、モーガンさんと、銀槍騎士団とやらのえらい人、および他のみなみなさん。

　そのへんのリアクションはとりあえず受け流し、あたしがあたりを調べてる間、ガウリイはまわりを油断なく警けい戒かいしてくれている。

　王都、パルバッソスから約二日。森の中にある朽くちた砦とりで。

　北の魔王の根城があったのはそんな場所だった。

　当たり前ではあるのだが──

　モーガンさんたちが『北の魔王』と呼んでいたものと、あたしたちが知っていた『北の魔王』とは別物だった。

　……最初にモーガンさんの口からその名を聞いた時には、さすがにあたしもびっくりしたが、すぐに誤解に気がついたのだ。

　あたしたち『中あちら』の人間の言う北の魔王は、千年前の降魔戦争の際、水すい竜りゆう王おうを倒したものの、自らもカタート山脈の氷の中へと封ふうじられた、魔王シャブラニグドゥの一ひと欠片かけらのことを指す。

　だが。

　その降魔戦争の前か途と中ちゆうに『中あちら』と結界で隔かく絶ぜつされた『外こちら』の人たちが、降魔戦争の結末として生まれた『北の魔王』の存在を知っているわけはない。

　ならば。

　モーガンさんたちが『北の魔王』と呼んでいるのは、単に王都の北の方にいる、魔道を操あやつる何かだろう、と推測したのだ。

　結果から言うと──

「──たぶんどっかの魔道士が、召しよう喚かんの儀ぎ式しきに失敗して、定期的にいろいろ召喚しちゃってたみたいね」

　砦の奥、大きな一室の床ゆか一面に描えがかれた魔法陣じんを調べて、あたしは言った。

　描かれた陣の術式があきらかに間違っていて、周囲から少しずつ魔力を集め、それが一定量になると召喚陣が作動するようになっていたのだ。

　でもって部屋の片かた隅すみには、術者とおぼしきローブ姿の骨も転がっていたりする。

　何かの事故で命を落としたか──へたをすると、召喚した相手を制せい御ぎよできずに殺されたか。

　よい子のみんなは面おも白しろ半分で魔族召喚とか、やらないよーに。

　召喚された一いつ匹ぴきのブラス・デーモン。それこそが、モーガンさんたちが北の魔王と呼んでいたものだった。

　純魔族に比べると楽な相手だが──ザコ、とまでは言い過ぎだろう。普ふ通つうの武器でも倒せるが、肉体は頑がん丈じようで力も強く、攻こう撃げき魔ま術じゆつもくり出してくる。

　そのとりまき──というか誤作動で召喚されたおまけ、十匹ほどのレッサー・デーモンも砦にいた。こちらは、ブラス・デーモンをひと回りかふた回り、全体的に弱くした感じ、といえばいいだろうか。

　どういう攻撃をしてくるかさえ把は握あくしていれば、普通の戦士たちでも対処可能な相手ではあるのだが──

　残念ながら『外こちら』のひとたちは攻撃魔術になじみがない。

　デーモンたちの見慣れぬ魔術に手を焼いて、それなりに被ひ害がいを出したのだろう。結果彼らはブラス・デーモンに、北の魔王、という呼び名をつけたのだ。

　ここまで来る道々、騎士団や警備隊の人たちの会話から察するに、討伐を命じられた銀槍騎士団が、盾たてがわりに第四警備隊を引きずり出した、ということのようだった。

　でもってそこのモーガンさんが、ダメモトの捨て駒として、あたしとガウリイに白羽の矢を立てた、らしいのだが──

　あたしたちからすれば、油断はできないものの慣れた相手。いちいちどう相手したかを説明する必要もないくらい順調に倒しまくって、一番奥でブラス・デーモンを倒しがてら、まだ作動していた召喚陣も破は壊かいした、とゆーわけである。

　だがそれは──騎士団のみなさんやモーガンさんの目からは、伝説になるほどの戦いに見えたのかもしれない。

　騎士団で砦を遠巻きにして、慎しん重ちように間合いや攻せめるタイミングを計っているうちに、捨て駒ごまとして用意した流れ者二人が、ほんとーにサクサクもりもり相手を倒しまくってしまったのだ。

「な……何なんだあんたら……!?」

　よーやく落ち着いて来たのか、モーガンさんがかすれた声を上げる。

「あの悪魔デーモンどもや……北の魔王を……ことごとく一撃で……！」

「何って言われても──」

　あたしは小さく肩かたをすくめ、

「たぶん紹しよう介かい状にあった通りの魔道士ですよ」

　大技一発で砦ごとまるまる吹ふっ飛ばしたりしなかったぶん、これでもじゅーぶん自じ重ちようしたつもりだったのだが──

　術そのものになじみが薄うすい『外こちら』のひとたちから見れば、何種類もの攻撃呪じゆ文もんを操るあたしは、かなり特異なものに映っただろう。

　──実を言うとガウリイも、あたし以上に活躍して敵を倒していたのだが──みんなの目が、見慣れないあたしの術の方に集中したせいか、そちらはまるっきし注目されてなかったりする。

　モーガンさんはぼーぜんと、

「……いや……正直なところ、あの紹介状は話半分に思っていたのだが……紹介状通り、どころか、はるかに凄すさまじい腕前ではないか……！」

「ありがとーございます♪　じゃ、情報の方、よろしくお願いしますね～」

　冗じよう談だんめかしてウインク一つ投げるあたしに──しかし一同は驚愕の表情でただただ突つっ立っているばかりだった──




　彩いろどり豊かなタペストリ。精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされた重厚な木のテーブル。丁てい寧ねいになめされた革を使ったふかふかのソファ。

「さて──まずはリナ殿どの、ガウリイ殿、先日は、北の魔王討伐への尽じん力りよく、あらためて感謝する」

　あたしたちの向かいの席につき、モーガンさんはそう口を開いた。

　──パルバッソスへと戻った二日後。

　あたしとガウリイの二人がモーガンさんに呼び出されたのは、街の中にある警備隊の詰つめ所──ではなく、王城に組み込まれた建物だった。

　街は塀へいでぐるりと囲われているのだが、中央近くにある王城は、さらに高い城じよう壁へきを巡めぐらせている。

　宿まで迎むかえに来た兵士に同行すれば、案内されたのはそちらの方。

　城壁にある通用門の一つをくぐり、練兵所だろうか、ちょっとした広場を横切って何かの建物に入り、それほど長くはない廊ろう下かを進んだ先の部屋。

　前に通された詰め所の尋じん問もん室モドキとは違ちがい、ちゃんとした立派な応接室だった。

　今、部屋にいるのはあたしたちとモーガンさんだけではない。

　あたしたちから見て右奥の隅すみ──モーガンさんの左後ろに、金糸の縫ぬい取りがある紺こんのローブに身を包んだ中年の男が一人。その左右に一人ずつ完全武装の兵士。

　部屋のドアは、あたしたちが入ってきた背後のと、奥にもう一つ。それぞれの前には兵士が二人ずつ。

　彼らが何者なのか、紹介されることもなく、モーガンさんは言う。

「我々がいささか手を焼いていた悪魔どもを退治する際の活躍、刮かつ目もくに値する。

　銀槍騎士団の面々もきみの手しゆ腕わんは高く評価していたぞ」

「ありがとーございます」

　あたしはいちおーフレンドリーな笑みを浮かべ、

「約束の国に関する情報が得られるならお安いご用です」

　と、先手を打てば、モーガンさんの表情が、わずかに硬かたくなるのがわかった。

「──そのことだが──」

　彼は視線をテーブルに落とし、

「いろいろ当たってはみたのだが、今のところ芳かんばしい結果は得られていなくてな──

　無論調査はさらに進めている。しかし古い書物を調べたりせねばならず、結論が出るにはしばらくかかりそうなのだ。

　だがその間、ずっと宿というのも不自由だろう。そこできみたちが暮らすための家を準備した。当面はそちらで暮らしてほしい」

「お気づかいありがとうございます」

　あたしがおじぎがてらに席を立つと、ガウリイもあわせて立ち上がる。

「けど──ごめーわくをおかけするわけにもいきませんし、あたしたちはこれで発たとうと思います」

「待っ──!?」

　さらりと言ったあたしのことばに、モーガンさんは顔色を変えて腰こしを浮かす。

「待ってくれ!?　何か不満でもあるのか!?」

「いえいえとんでもない。けれどこれ以上ご負担をおかけするのは心苦しいなー、と思いまして。

　こちらも、ゆっくりしていていいものかどーかわかりませんし、あちこち旅をしながら帰る道を探そうと思います。じゃ。」

　一方的にそう言うと、あたしはくるりときびすを返し、入ってきたドアの方へ──

　だがその時。

　立っていた兵士二人がドアの前に立ち塞ふさがる。

　──あ。やっぱし。

　あたしは足を止めるとふり向いて、

「モーガンさん、命令もなしに兵士が動いた、ということは──」

　にっこりほほえみ、言った。

「そーいうことですよね？」

　同時に。

　呻うめき声と、何かの倒たおれる音が二つずつ。

「リナ！」

「ほい」

　呼ばれてふり向けば、そこにはガウリイと、倒れた兵士二人と開いたドア。

　むろんのこと。

　ガウリイがやったのだ。事前の打ち合わせ通り。

　みんなの注意があたしに集まっているうちに、ノーマークだったガウリイが、行く手を遮さえぎる兵士を排はい除じよ──彼の腕うで前まえからすれば、そうむずかしいことではなかっただろう。

『な……!?』

　部屋の面々が驚おどろきの声を上げるが──

「じゃあ──」

　ひとことを残して、あたしはガウリイとともに部屋から飛び出した！

「──に──逃にがすな！」

　知らない男の声は、ひと息遅おくれて部屋から聞こえた。隅にいたローブの男だろうか。

「ほんとにこれでよかったのか!?」

　廊下を駆かけつつ問うガウリイに、

「いーのよ！」

　と、あたし。

　こうなることは予測していた。……もちろん、こうなってほしくはなかったが。

　つまり──である。

　モーガンさん──というよりこの国、ルジルテは、あたしを国から出さないことを決定したのだ。

　ブラス・デーモンを討とう伐ばつした時、あたしが使った攻撃魔ま術じゆつの数々を、モーガンさんや騎士たちが目にしている。

　その報告は上に行き──国を動かすお偉えらいさんがこう考えたのだ。

　なんとか自国に引きとどめ、魔術の発展に協力させたい。

　もしもあたしが兵士百人、千人に、レッサー・デーモンを一撃で倒せる攻撃魔術を教えたら、この国の戦力は大おお幅はばアップ。

　逆に、もしもそれができなければ──

　──ぴゅいぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　甲かん高だかい笛の音が響ひびき渡わたった。

　音に応こたえて行く手から兵士が二人、姿を現し、あたしたちの姿を認めると迷わず抜ばつ剣けんする！

　同時に、速度を上げて突っ込むガウリイ！

　そちらの方はガウリイに任せて──あたしが肩かた越ごしにちらりと後ろに目をやれば、部屋からはこちらを追って兵士が飛び出して来る。

　しかしこれは予想済み。

　廊下に出たあとすぐ、あたしは呪文を唱えはじめており、すでに発動の準備は完かん了りよう！

　右手を伸のばして壁かべに手をつき、《力あることば》を解き放つ！

「氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」

　その手を起点に氷のツタが壁を、天てん井じようを床ゆかを這はう！　後ろから迫せまる兵士たちがそれに触ふれた瞬しゆん間かん──

　ぎんっ！

　音すら立てて一気に氷結！　兵士たちの動きを封ふうじるとともに廊下を塞ぐ。

　鎧よろいをつけている以上、たぶん命に別状はないだろう。ひどいしもやけにはなるかもしれないが。

　それを確かめてから──

　視線を前に戻もどした時には、すでにガウリイは兵士二人を倒していた。

　目を離はなしていたせいで、何をどうやったのかは知らないが、血が出ていないところを見ると命は奪うばっていないだろう。

　そのまま駆け抜ぬけて建物の外へ。

「──残念だよ──」

　建物と城壁との間、練兵場には、甲かつ冑ちゆう姿の一団が待っていた。

　声を上げたのは、中央にいた一人──その顔には見おぼえがある。たしか銀ぎん槍そう騎き士し団の団長だった。

「我が国ルジルテの力になってくれたなら、心強い仲間同士となれただろうに。しかしリナ殿、あなたの力は大きすぎる。

　もしその力が他国に渡ることになれば、我が国にとっての脅きよう威いとなる。

　よって、それだけは防がねばならん」

　──そう。

　この国は決めたのだ。

　もしもあたしをこの国に引きとどめることができないならば──あたしの魔道技術が他国に渡る可能性がほんの少しでもあるならば、殺せ、と。

　実のところ。

　あたしはこうなることも予想して、事前にガウリイとおーざっぱな打ち合わせをしておいたのだ。

　もちろん、相手が約束を守り、旅路の情報を教えてくれて円満に旅立つ、というのが一番理想的な展開ではあったのだが……

　王城近くの応接室に通された瞬間、あたしはその可能性がついえたことを悟さとったのだった。

　どう考えても、こちらを捕とらえるか、逃がさず始末するための場所選せん択たくである。

　そして、あの部屋にいた面々がまとっていた、殺気とまではいかないまでも、ピリピリとした緊きん張ちよう感。

　それでもあたしの思い過ごし、用心しすぎ、という可能性もあったので、いちおー話も聞いてみたが……『時間がかかる』『家も用意する』と、この地に引きとどめる気まんまんの発言。

　決定的だったのは、立ち去ろうとしたあたしたちの前に、誰だれかが命令を下す前に兵士が立ちふさがったことだった。

　──絶対逃がすな──

　兵士は事前にそう命令を受けていたのだろう。

　帰れるかどうかもわからない郷里くにを目ざすのはあきらめて、おとなしく協力してこの国で暮らす──という選択は、無い。

　もしもそれを選んだなら、おそらく早いうちに、帰郷をあきらめさせるためにガウリイと引き離され、互たがいに連れん絡らくが取れないようにされる。

　でもって魔術の知識をひろめた場合、それがある程度終わった時点で、いつ裏切って国を出しゆつ奔ぽんするかもわからぬ、用済みのよそ者、として謀ぼう殺さつ。

　あたしの取り込みを計画した相手が海うみ千せん山やま千せんだったなら、ほぼ間ま違ちがいなくあたしの人生このコースで確定である。

　ならば。

　今、突とつ破ぱと逃とう亡ぼうあるのみ、である。

　立ちふさがった騎士団長は、涼すずやかな金属音を立てて抜剣する。

「本当に残念だよ──許せ」

　陽の光を受けた刃やいばは、うっすらと緑がかった銀の色にかがやいて。

「リナ殿どのの技は前で見切った。距きよ離りさえ詰つめてしまえばどうとでもなることも理解した。

　そしてこの剣──我が家の家宝、魔力剣ヒュルグイレム！」

　……え……えぇぇぇぇぇぇぇぇ……

　思わず漏もれそうになる呻き声を、あたしはなんとか嚙かみ殺し、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始。

「いざ──」

　身構える団長に──

　無造作にガウリイが歩み寄る。

「嘗なめるな若造！」

　吠ほえると同時に地を駆けて、団長が手にした剣を閃ひらめかせる！

　同時に踏ふみ込んだガウリイが抜剣し──

　音もなく。

　団長が手にした剣は柄つかの近くから二つに断たれ、宙を舞まい飛んだ刃が地面に落ちて、澄すんだ音ね色いろを響かせる。

　折ったのではない。斬きったのだ。

「──な──!?」

　動どう揺ようを見せた団長の首すじを──

　ごっ！

　ガウリイは剣の柄で一いち撃げきした！

　鎧兜のすき間を狙ねらい打たれ、金属音を立てて団長は昏こん倒とうした。

　……ま……そーなりますよねー。

　団長がヘボいわけではない。むしろ剣の腕前は確かなのだろう。

　だが──

　ガウリイが超ちよう絶ぜつ級の剣士だということにくわえて、得え物ものの相あい性しようが最悪だった。

　ガウリイが手にする武器は斬妖剣ブラスト・ソード。周囲の魔力を取り込み、切れ味に変へん換かんするというシロモノで、魔族相手にすら十分通用する。

　対する団長のは、彼のことばが真実ならば、魔力をたくわえた剣。

　つまり。

　接せつ触しよくした瞬間、魔力で斬妖剣ブラスト・ソードの切れ味を補給しまくる剣、ということである。

　もはや最初から斬られる気まんまん。

　団長が勝つ方法は唯ゆい一いつ、刃と刃を一度も合わせることなく相手を倒たおすことだったのだが……ガウリイのウデを考えれば、さすがにそれは無理だろう。

　ここに案内する時に、こちらの武器を預かると言い出さなかったのが運の尽つき。呪文を使うあたしに対して、その要求は無意味な上に警けい戒かいさせるだけ、と判断したのだろうけれど。

　──もっとも、渡せと言われていたら即そく座ざに帰るつもりではあったが。

　騎士団長が瞬しゆん時じに倒されるのを目まの当たりにして、い並ぶ兵士たちに動揺が走る。とはいえさすがに逃げたりはせず、城門の通用口に続くあたりを重点的にかためる。

　対するあたしはまっすぐに、兵士たちのいない壁の方に。

　ガウリイもいっしょについて来る。

　もちろんそこにドアなどないが──

　あたしは城じよう壁へきに手をつくと、

「黒魔波動ブラスト・ウエイブ」

　ごがぁっ！

　手をついたあたりの城壁が、派手な音を立て破は砕さいした！

　両手で触れたものを破砕する術である。材質モノにもよるがこの通り、たとえ相手が城壁だろうと、人一人が通れるほどの穴が開く。

　そこから外──街の中へと飛び出すあたしとガウリイ。

「このまま街の外に逃にげるわよガウリイ！」

「外って……どっちへ行くんだ!?」

「とりあえず北へ！」

　言って駆かけ出すあたしとガウリイ。

　このぶんだと、すでに宿にも兵が置かれていると考えた方がいいだろう。そちらには寄らず街を出る。

　ザックは宿に置いたままだが、こんなこともあろうかと、路銀やなんかの貴重品は持ち出している。

　──ぴゅいぃぃぃぃぃぃぃぃっ！　ぴぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　あたりに響く笛の音。

　足止めするなら後ろに何か派手な術でもぶっ放し、道を塞ふさげばいいのだが、さすがに無関係な街の人たちまで巻きこみたくない。

　ならば──

　通りを駆けつつあたしは呪文を唱え──

「幻霧召散スアイトフラングっ！」

　ぶわっ！

　音すら立てるいきおいで、あたりに濃のう霧むがひろがった。

「え!?」「何これ!?」「うわっ!?」

　あたりにいた通行人がおどろきの声を上げるが、単なる目くらましである。これくらいはかんべんしてほしい。

　これで追つい撃げきの兵士は罠わなを警戒し、足を鈍にぶらせるはず。その間に、こっちはひたすら突つき進む！

「リナ！」

「何!?」

「道、わかるのか!?」

「てきとーに走ってればいけるでしょ！」

　──無理でした。

　気がつけば、あたしとガウリイは、どこだかよくわからない通りをうろうろした結果、袋ふくろ小路こうじに突き当たっていた。

　そーだった。ここは城下町。外敵の侵しん入にゆうを考えて、道がまっすぐすなおに通っていなかったのだ。

「リナ！」

「なにもゆーな！」

「いや、文句じゃなくて、おまえの術で空から行くのはダメなのか？」

「……んーみゅ……」

　それはあたしも考えたのだが、まっ昼間に建物の屋根を飛び越こえたらイヤでも目立つ。兵士たちをふりきるどころか注目の的まとになりかねない。

「とりあえず今は走るっ！」

「よくわからんがわかった！」

　くるりとまわれ右して道なりに。

　途と中ちゆうの分かれ道で、まだ行っていない方に向かって進む。

　外敵の侵入を考えて作られた街──とはいえ、住人が混乱するほどムチャな作りにはなっていないはず。

　とりあえずカンに従って、それらしい方に駆け抜ぬけて──

　路地から大きな通りへと、飛び出したところに、七、八人の兵士の一団！

　おにょれっ！　こんな所にもっ！

「いたぞ！」

　同時に相手は叫さけんで抜ばつ剣けん！

　こっちを殺す気で来る相手に手かげんする義理はないが、向こうは国に仕つかえる兵士。命令に対して選せん択たく肢しが無いこともある。できれば命まで取りたくはないが、数が多すぎると、そうも言ってはいられない。

　一団の後ろの方にいた兵士の一人が、ふところから笛を取り出し、口にくわえると──

　だが彼が、それを吹ふき鳴ならすより早く。

　影かげが降る！

　ごっ！

　笛をくわえていた兵士の頭が不自然に揺ゆれて、その場にくたりと倒れ伏ふす。

　そばの屋根から猫ねこのように飛び降りざま、兵士の兜かぶとに一撃与あたえて倒したのは──

「──ラン!?」

「やっほほリナにょ～ん♪」

　計算外の乱入に、兵士たちに動揺が走る。反射的にランの方に全員の視線が集まり──

　その瞬間、ガウリイが駆ける！

　兵士たちのうち何人かはランに、残りはガウリイに警戒し──

「ブラストアッシュ！」

　あたしが叫んだその瞬間、兵士たち全員が、小さくふるえてあたしに目をやる。

　──あたしは呪文を唱えたわけではない。

　ただ単に、『ブラストアッシュ』と言っただけ。

　だが兵士たちが、あたしが攻こう撃げき魔ま術じゆつを操あやつる魔道士だと知っていれば──あるいは北の魔王討とう伐ばつの時、あたしが『ブラストアッシュ』と聞こえる術でレッサー・デーモンやブラス・デーモンを倒したところを見ていれば。警戒せざるを得ないはず。

　あたしに集まった刹せつ那なの注目。それはガウリイにとって──そしてどうやらランにとっても十分すぎるスキだった。

　あたりの兵士が全員倒れ伏すまで、時間はさほど必要としなかった。

　ガウリイは剣の柄と体術で、ランは手にした棒──いや、棍こんで。

　ランが戦う人かどーかというのは聞いたことはなかったが、今見ればかなりの腕うで前まえのようである。

　──とはいえ今は、ゆっくり感心している場合ではない。目前の兵士たちは昏倒させたとはいえ、昼日中の街の中。あたりに人目はいくらでもあった。

　でもって善良な市民からは、どー見たところでこっちが悪役。通報されるのは時間の問題。長居は無用！

　駆け出すあたしに、いっしょに走るガウリイと──なぜかラン。

　隣となりを行くランにあたしはやや非難混じりの口調で、

「何やってんの!?」

「こっちのせりふだよ！」

「それもそーだけどっ！　あたしの術を軍隊で使う気まんまんだったから逃げたらこーなったのっ！　ンでなんでランまでいっしょになってんの!?」

　昼間は別行動だが宿は同じで、朝夕はいっしょにごはんを食べたりはしていた。最近の昼間は街の観光をしていたはずだが……

「たまたま通りかかったら、リナにょんとガウりょすが悪い人に襲おそわれてる！　って思ってカッとなってやったら相手は兵士でした！」

「おおざっぱすぎる！」

「それがうちの生きる道っ！」

「あらためろっ！　その生き方はっ！」

「えへへー。よく言われる」

「なおあらためろっ！」

　巻き込みたくはないのだが、もはやこーなっては、あんたは無関係なんだから宿に帰れ、とは言えない。

　彼女はあたしたちと同じ宿を取り、いっしょにごはんを食べ、兵士をへち倒したのだ。関係ありません、で通るわけはない。無理にこの街に残せば、ひどい目に遭あうのはわかりきっていた。

「……こーなったらしばらくは、いっしょに逃げてもらうわよっ！」

「うんっ♪」

「なんでちょっとうれしそーなのよっ!?　日ごろ街を散歩してたのよね!?　街の外そと塀べいのあたりまでの道案内、たのめる!?　出入り用の門がないところがいいんだけど！」

「門がないところ？」

「塀ぶち破るから！」

「わかった！」

　……あたしがこー言うのもなんだけど、塀を破るって宣言に、わかった、って即そく答とうしちゃうのってさすがにどーなのかと……

　ともあれ──

　かくて、あたしとガウリイにランを加えた三人の逃とう避ひ行こうがはじまったのだった。








三、逃とう避ひ行こう　迫せまる追っ手の影かげ見えて









　彼方かなたの山に陽が沈しずむ。

　世界がオレンジ色に染まる頃ころ、あたしたちは、早めの夕食を済ませていた。

「やー。リナにょんが魚釣つりあんなにうまいとは思わなかったよー♪」

　河原にある手頃な石に腰こしかけて。釣った川魚三匹びきをたいらげたランは、満足そうな笑顔で言った。

「いやぁ。アレって実はあたしの釣りのウデじゃあなくて、術を使ってるだけなんだけどね」

　と、あたし。

　自分の髪かみの毛とそこいらの小枝、こんな時用に持ち歩いている釣り針ばりで即そく席せき釣り竿ざおをつくり上げ、入れ食いの呪じゆ文もん（仮名）をかけて釣り上げたものなのだ。

　この入れ食いの呪文、昔、幻げん術じゆつの原理をちょっとかじった時に組み立ててみた、あたしのオリジナルの術で、りくつとしては、術をかけた釣り針を、魚からは『とてつもなくおいしそうなもの』と錯さつ覚かくさせる術なのだ。

　最終的には、人に使えば野宿なんかの時のビミョーな料理もおいしく食べられるようになる、というところを目指したのだが、結局そっちは実現しなかった。

　とてつもなく『おいしそうに感じる』までは行けたとしても、実際に口に入れた時の味をごまかすのはむずかしい、とわかったのだ。

　結果、魚釣りの呪文として爆誕したわけだが、実は失敗作なのと、この術がうっかりひろまると川から魚がいなくなること、釣れすぎてむしろ釣りが面おも白しろくもなんともなくなることから、普ふ通つうは使わない。

　しかし今は場合が場合。なにしろこっちは追われる身。時間をかけずに三人分の食料を確保するためにこの術を使ったわけである。

　──パルバッソスを脱だつ出しゆつしたあのあと。

　街からつながる北の街道を少し行ってから、あたしたち三人は道を外れて森へと入り、道なき大地を東に向かったのだった。

　国は、たぶんあたしたちに追っ手をかける。

　あたしたちがモーガンさんに、北の方にある国の情報を求めた以上、こっちが北を目指すことは向こうもわかっているはず。街道ぞいに兵を送り、早馬を飛ばして村や町に手配を回す。

　だが──

　王都の東は渓けい谷こくが縦断しており、直接そちらに向かう街道は無い、との話は耳にしていた。ゆえにそっちに向かったのだ。

　実際、森の中を東に向かう途と中ちゆう、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとまでは言わないが、川が流れるけっこぉ大きな渓谷があった。そこであたしは二人を連れて、ぷかぷか宙を浮うく浮遊レビテーシヨンの術で反対側に渡わたったのだ。

　これで、もし犬を使ってにおいを追われてもだいじょーぶ。

　そうやって東へ東へと進み、やがて夕暮れも近くなった頃。行き当たったもう一本の川ぞいで、今日は野宿することにしたのだ。

　釣った魚で夕食も済ませ。あたりの枝葉や草でいちおーの寝ね床どこも作って。

「──でもって──」

　夕暮れ迫る木々の中。河原の石に腰かけて。

　あたしはランに向きなおり──

「まずは──ごめん。変なことに巻き込んで」

「いいよー♪」

「軽ッ!?　いや、ちょっと、ラン!?　事態わかってる!?」

「だいたいー」

　軽い。

　なんとゆーかいろいろ軽い。

　方言のせいでそう感じるだけなのか、あるいは当人の性格か。

「……えーっと……とばっちりで、たぶんランまで、ルジルテの国そのものに、今後目をつけられることになりそう──って話よ」

「知ってるー」

「……んーっと……」

　あたしはこめかみに指を当て──

　結局、なんかいろいろあきらめて、

「まあいいわ……

　で、これからどーするか、って話なんだけど。

　ラン、あなたの意思をたしかめたいんだけど、当面、あたしたちといっしょに行動するか、それともどこかで別れるか」

「一緒ー」

　笑顔で元気に左手を上げる彼女に、あたしはてのひらを向け、

「いや待ってちょっと話をよく聞いて脊せき髄ずい反射で答えるのやめて。

　まずいっしょに行った場合。

　あたしたちはあなたを、この国の外まで無事に送り届けるようにがんばるけど──もし逃にげてる途中、追っ手に捕つかまったら、完全にあたしたちの仲間とみなされる。

　逆にどこか適当な場所で別れた場合。

　あなた一人なら、捜そう索さくの目はずっとかいくぐりやすくなるはず。

　連中の目的は、あくまであたしなんだから。

　でももし、あいつといっしょにいた奴やつだ、って気づかれて、ごまかしきれなかった場合、あなた一人でなんとか切り抜ぬけるしかない。

　その上で──あなたはどうしたい？」

「一緒ー」

　……ほんっっっっとーに考えたのか……？

　いぶかるあたしに、ランは変わらぬ笑みのまま、

「一緒に行って、あとでやっぱり別行動ー、ってできるけど、最初に別れたら、あとになって、やっぱり一緒にー、ってできないしー」

「案外考えてた!?」

「それもよく言われるー」

「……じゃあ、しばらくはいっしょに行動する、ってことで。

　この国を抜けて別の国に入ったら、そうそう追っ手も自由には動けなくなるはずだから、それまではあたしもガウリイも全力でフォローするわ。

　けどもし途中で別行動したくなったら、えんりょなく言ってね」

「ありがとー♪

　──けどリナにょん──」

　と、ランはいたずらっぽいまなざしで冗じよう談だんめかして、

「リナにょん、故郷へ帰るって言ってるけど、国が狙ねらうほどスゴい術が使えるなら、もういっそ、こっちにリナにょん国でも作っちゃえばいいのに」

「あはは。無い無い」

　あたしはぱたぱた手を振ふると、

「そもそも無理だし、できたとしてもなんかいろいろめんどくさそーだし。

　根本的にあたしの性格って、ふりかかる火の粉こは払はらって、火の粉をふりかけてきた奴は動かなくなるまでしばき倒たおすタイプなんだけど、自分から好んで騒さわぎを起こしたいとは思わないから」

「え。」

　あたしのことばに、なぜかランとは反対側に座ったガウリイから疑念の声。

　あたしはそちらを、ゆぅぅぅぅぅぅっくりとふり向いて、

「え？」

　しかし、あたしがかけたプレッシャーにも、ガウリイは動じることなく──

　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　むしろため息すらついて、

「そっかぁ……リナ的にはこれで、好んでないつもりなんだな……そんなだからいろいろまたがれるんだぞ」

「『またがれる』言うなぁぁぁぁっ！」

「またがれる？」

　意味がわからず小首をかしげるラン。

「……ま……まあとにかく……」

　あたしは、こほんっ、と小さくせき払ばらいをして、

「とりあえず今日はここで一いつ泊ぱくして、明日また東に向かう。村か町があって、そこから北に向かうルートがあればそちらに向かう、とゆーことにするけど……

　その村か町に着くまでに、やっておかなくちゃならないことがあるわ」

「何を？」

　問うランに、あたしは重々しくうなずいて、言った。

「──変装よ」




　山を背に、南北に延びた道に沿い、いくつも民家が並んでいる。

　民家の並びの背後には、ゆるやかな山の斜しや面めんを削けずった横長の畑、さらにその後ろには整然と植えられた木々。実がついていないのではっきりとはわからないが、葉っぱからするとオレンジ系の何かだろうか。

　あたしたちがその村を訪れたのは、パルバッソスを出た翌日の、朝と昼との間くらいのことだった。

　村を通る街道を、一いつ旦たん北側にまわり込み、そこから南下して村へと入る。

「こんにちはー」

　畑で農作業をする村の人に、あたしは元気に声をかけた。

　村人たちはこちらに目をやり──

　刹せつ那な、いぶかしげな表情を浮かべた。

　ま、それはそうだろう。

　なにしろあたしたちは今、おかしな変装をしているのだから。

　──いつかそう遠くないうち、このあたりまで、あたしたちの手配書が回ってくることもあるだろう。

　ただこの手配書という奴、似顔絵付きのものもあるが、特とく徴ちようを箇か条じよう書がきにしただけのものの場合も多い。

　つまり。

　後者の場合、書かれているだろう特徴を予測して、そこを外した簡単な変装をするだけでごまかせる場合もある、ということなのだ。

　結果。

　あたしはマントとショルダー・ガードを外し、ショルダー・ガードや荷物をマントで包み込む。マントの裏地が表になるようにして背負い、着ている服はランと丸々交こう換かん。

　ガウリイも目立つ鎧よろいを外させ、しまい込み、ランが持っている棒の片かた端はしに荷物としてぶら下げる。

　でもって──

　全員、髪かみを後ろで三つ編みにして首にまきつけていた。

　そろって同じクセのある髪型、という特徴を印象づけることで、他の印象を薄うすめてやるのだ。

「──ああ。こんにちは」

　一いつ拍ぱくおいて、村の人のうち一人、近くにいたおっちゃんが返事をしてくれる。

　それにあたしは大きな声で、

「ここってミダルカの村、で、いいんですよね？」

　聞けば相手は、また一拍おいてから、

「──は？」

「ですから、ミダルカ、で、いいんですよね？」

　おっちゃんは、今度はやや長めに沈ちん黙もくしてから、

「……いやぁ……ここはモスの村だが……」

「──え──？」

　あたしは間の抜けた声を上げ、ふところから羊皮紙を取り出し、ガウリイやランと顔をつき合わせてひそひそ話を開始。
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　──むろんのこと──

　ここまで、道に迷った演技。

　ミダルカ、という名前もただのでまかせである。

　もちろんガウリイとランの二人とも、事前に打ち合わせ済み。

　なんやかんやと話し合うふりをしてから、あたしはぽりぽり頭を搔かきつつ、

「モスの村、ですか？　本当に？」

「そりゃあ噓うそなんて言わないよ」

　答えにあたしは、手にした羊皮紙（白紙）に視線を向けて、

「……え？　おっかしいなぁ……どこで……？　え……？」

　あたしはしばし混乱したふりをしてから、

「じゃあその……ミダルカ、って、どっちに行けばいいか、ご存じですか？」

「いやぁ……すまんがそんな名前は聞いたことないねぇ」

「あれぇ……？」

　小首をかしげて──やがてあたしは南に続く道を指し、

「ええっと……すみません、じゃあ、こっちの先にある町とか村の名前って……」

「少し行けばダナロフ村。次がラナセの村。その先がラダマウントで、そこから南西の方に行けば三さん叉さ路ろ、そこを右に行って橋を渡わたれば王都のパルバッソスに向かう街道と合流する感じだねぇ」

　パルバッソスから東に向かう道は無かったから、この道がずっと南でぐるりと回り込み、王都への街道に合流している、ということなのだろう。

「んー……」

　呻うめいてあたしは、今度は北の道を指し、

「じゃあ、こっちには？」

「アナロフ、アリバーロとあって、その先にあるのがちょっと大きいラノマの町だね」

　さしたる疑問も抱いだかず素直に答えてくれる。

　あたしはガウリイやランと顔をつき合わせてあれこれ相談──するふりをしてから、

「──わかりました──」

　と、おっちゃんに向かって声を上げる。

「一度、その、パルバッソス？　の方に行ってみることにします！

　──あ。でもその前に──

　この村で、食べ物や着る物を分けてもらうことってできますか？　王都まで行って買ったら、お値段も張るんでしょ？」

　もちろんパルバッソスに向かう気なんぞないが、こう言っておけば、追っ手がここで聞き込みをした時、『見慣れない三人組が来て、王都に向かうと言っていた』という話になるはず。うまくすれば無関係だと思ってくれるかもしれない。

　とーぜんこの村を出る時は、一旦街道を南に行ってから、適当なところで道を外れてまわり込み、北に向かう予定である。

　あたしのことばにおっちゃんは、声を上げて笑うと、

「ま、わしも王都に行ったことはあるけど、どれもこれも高かったなぁ。

　いいよ。雑貨屋まで案内してやるからついて来な。値段の手て頃ごろさにかけちゃあ保証付きだ。

　ただし──品しな揃ぞろえには期待しなさんなよ」

「──ありがとうございます！　助かります！」

　あたしはぺこりとおじぎをして──

　かくて一行は、当面の食料と、さらなる変装用の服を無事手に入れたのだった──




　すすで汚よごれた黒い梁はり。

　使い込まれて黒光りするテーブルは、しかし手入れは行き届いているらしく、手て触ざわりはなめらかだった。

　天てん井じようからぶら下げられたランプが照らす店内は、席の八割方が埋うまっていた。

「お待たせしました～　温野菜サラダと赤あか鴨がものパテ、冬とう瓜がんのクリームソース煮に込こみにトラッティア黒くろ鶏どりの蒸し焼きです～」

『おおおおおおおう』

　ウェイトレスさんが次々とテーブルに並べた料理に、あたしとガウリイ、そしてラン、三人の声が重なった。

　昨日みたいな、釣つった魚をその場で塩焼き、というのもそれはそれで悪くないのだが、きちんと手をかけられた料理もやはりいい。

　パルバッソスでも手の込んだ料理は食べたのだが──この店で出されたものは盛り付けも華はなやかだった。

　食器と料理との色のとり合わせ。彩いろどり野菜のバランス。アクセントとして食べられる花の花弁が散らされ、十分に明るいとは言えないランプの光の下でさえ、色あせない鮮あざやかさを見せていた。

「それじゃあ──」

『いただきまーす』

　ナイフが、フォークが閃ひらめいて、料理たちは次々とあたしたちの口に運ばれていく。

　うーみゅ。でりしゃす♪

　普ふ通つう、見た目を彩いろどる野菜や飾かざりは料理の味そのものにはプラスとならず、場合によっては食感なんかのジャマになるため残すのが基本──などということもあるのだが、ここの料理はそれがない。

　演出にしか見えない食べられる花びらも、料理と一いつ緒しよに口に入れれば、ほのかに甘い香かおりとほんのわずかな苦みが味のアクセントとなる。

　──これは──なかなか──

　思わず夢中で食べまくり、三人がひと息ついたのは、料理を完全にたいらげたあとのことだった。

　──いかんいかん。やろうと思っていた作戦会議がちっともできていない。

　それぞれ追加で飲み物を注文し──

「──で、これからなんだけど──」

　あたしがそう言ったのは、運ばれてきた、ナタールジュース、というのをひと口飲んだあとだった。

　桃ももに近い味だが香りが鮮せん烈れつで、なおかつ甘すぎずあと口も悪くない。

　──とまあ、味の感想はさておいて。

「とりあえずこのぶんなら、このまま北に進んでもいいんじゃないか、って思うの」

　今日──

　モスの村で服と食べ物を手に入れたあたしたちは、予定通り村を南に抜ぬけ、そこから道のない林の中をまわり込んで北へ。

　村のおっちゃんが言っていた、ラノマの町にやって来ていた。

　大きさとしては、前に立ち寄ったマリシダと同じくらいだろうか。ただしこっちにはそこそこ大きな建物もあり、あたしたちが取った宿も三階建てだった。

　もちろんあたしたちは、町に入る前に服を着き替がえて変装済み。

　モスの村で手に入れた服に身を包み、髪型も、あたしはツインテール、ガウリイはポニーテール、ランはおだんご頭に変えている。

　そんなこんなであたしもガウリイも、全身から旅人その一感をにじませていた。

　……まあ、もともと家出娘むすめっぽい感じの服だったランに関しては、正直あんまし印象が変わってなかったりはするが……

　あたしたちの顔を直接知らない追っ手なら、たぶんごまかせるだろう。

　……実は追っ手なんぞいなくて、全部あたしの取り越こし苦労、という可能性もなくはないのだが、それならばそれでよし。

　油断して、ふと気がつくと追っ手に囲まれていた、なんて事態よりマシである。

　ともあれ、これだけやれば、そうそう気づかれることもないはず。堂々と行動をした方がむしろ怪あやしまれにくいだろう。

　そんなこんなで、この町に着いて堂々と宿を取り、おいしい店はないかと聞いて堂々とこの店へ。

　宿のおっちゃん、おすすめサンキュー。大当たり、である。

　本当なら、もっとおかわりして、店のメニューを片かたっ端ぱしから制せい覇はしたいところだが──

「ただしもちろん、あんまし目立つ行動は厳禁ね」

　と、半ば自分に言い聞かせるようにあたし。

　気を抜いて食べ過ぎで目立って追っ手に素す姓じようがバレました、なんてことになったら目も当てられない。

　とーぜん気軽にほいほい術を使うのもアウト。

　だが逆に、そのあたりさえ気をつけて、時々服やなんかの印象を変えていれば、なんとかなりそうではある。

　帰路への手がかりはいまだ無いが、とりあえず国を抜けるまでは順調にいきそうである。

　あたしはそう考えていた。

　──この時は、まだ──




　食事を終えて外に出れば、空には星と丸い月。

　──星は遠く離はなれた場所からだと見え方が違ちがう、と、昔、何かの記録で読んだことがあった。具体的にどう違い、星の見え方から現在いる場所を割り出すことはできるのか、といったことまでは書いてなかったが。

　もし星空でそれがわかるなら、手がかりにもなったのだろうが──

　ラノマの町の表通りは、陽が暮れてなお、それなりに人通りがある。食事やら酒を飲みにくり出す者がそこそこいるのだろう。

　街灯などはないのだが、何軒けんも並んだ店が、それぞれの軒のき先さきにランプやカンテラを五つ六つ──店によっては十以上、ずらりと並べ吊つるしている。

　たぶん客寄せ目的なのだろうが、火事とかはちょっと心配になる。ランプの油が悪いのか、めっちゃ黒い煙けむりが出まくってる店とかあるし。

　おかげで表通りを行くには足あし下もとの心配をする必要もないのだが──皓こう々こうと明かりが灯ともるぶん、横手に延びた裏路地の、闇やみの深さは際きわ立だって。

　あたしたちが今日取った宿は、同じ表通りに面していた。

　夕食をとった店からは、それほど離れているわけではない。しばし歩いて宿へと戻もどり、玄げん関かんをくぐる。

　受付にいた宿のおっちゃんに声をかけ、それぞれの部屋のカギを受け取って──

「あ。おっちゃん。このあと部屋で使うんで、ランプ一つ貸してくれる？」

「……ああ。いいよ」

　こちらの要求におっちゃんは、後ろの棚たなからランプを一つ取り出して、受付脇わきのランプから火を移すとあたしに手て渡わたししてくれた。

　あたしはガウリイとランに、

「──てことで二人とも。ちょっとこのあと話があるんで、あたしの部屋に来てくれる？」

「おう」

「おっけ～♪」

　かくて一同は三階へ。

　廊ろう下かや階段には明かりを絞しぼったランプがいくつか吊されている。しかし火の用心のため、各部屋にランプは無い。必要な人は受付で借りる、という方式になっているのだ。

　あたしは自分の部屋のカギを開け、中に入るとランプを置き、荷物を持って即そく座ざに廊下に出る。

　隣となりからガウリイが、向かいからランが荷物を持って出てきたのを見て、無言でランの部屋を指す。

　無言で二人はうなずくと、あたしとガウリイはドアを閉め、三人そろってランの部屋に。

　闇に目が慣れるのをしばらく待ってから──

「──じゃ、逃にげようか」

　声をひそめてあたしが言うと、闇の中、二人のりんかくがうなずいた。

　──追っ手が来たのだ。

　メシ屋から宿へと帰る道すがら、あたりに潜ひそみ、こちらに注意を向けていたいくつかの気配。そして、宿に戻ってきた時のおっちゃんの態度。

　それらすべてが追っ手の存在を示していた。

　こーゆー事態ことにわりと慣れているあたしやガウリイはともかく、いろいろうっかりして見えるランも、瞬しゆん時じに事態を理解して動いたのには、ちょっとおどろいたが。

　なぜ追っ手に見つかったのかは不明だが、今はそれを追及するより、ここを離れるのが先である。

　追っ手が宿の外からあたしの部屋を監かん視ししていれば、窓のすき間から漏もれ出るわずかなランプの光が見えるはず。そちらに気を取られていてくれればいいのだが──

　口の中で小さく呪じゆ文もんを唱えつつ、窓を開けばそこは夜の空。

　あたしはガウリイとランの手を取って、小さな声で、

「──浮遊レビテーシヨン」

　窓から夜風の中へと浮うかび出る。

　天には月と星の光。眼下には人々の営みの明かり。

　あたりに並ぶ屋根の上を、ふよふよと漂ただよい進み──

『──!?』

　それに気づいたのは、おそらく三人同時だっただろう。

　どこかの家の屋根の上。あたしたちの行く手をさえぎるように佇たたずんでいたのは、ローブにフードの姿が一つ。

　暗くて色はわからないが、おそらく濃こい色。目ま深ぶかにかぶったフードの下は、さらに鼻から下を覆おおうマスク。

　年ねん齢れい性別不明だが、あたしたちとは無関係に偶ぐう然ぜん居合わせた人、などということはありえない。

　この術を使ったままではとっさの時に対応できない。

　あたしは術を解除して──

　──同時だった。

　ローブ姿が光の槍やりを生み出し、あたしに放ったのは。

　こっちが術を解き、屋根の上に降りたせいで、攻こう撃げきはあたしの頭上を通り過ぎ──

　ごがぁっ！

　後ろの建物──宿の壁かべにぶちあたり、壁を破は砕さいしド派手な音とガレキをまき散らす！

　今のは──攻撃呪じゆ文もん!?

　術がポピュラーではないはずの『外こちら』で!?

　相手の素姓に疑問はあるが、詮せん索さくしている場合ではない！

　あたしは口の中で呪文を唱えつつ、ローブ姿に向かってまっすぐ、屋根の上を駆かけ抜ける！

　右がわを駆けるガウリイがスピードを上げ先行し──

「…………！」

　夜風に混じる知らない男の声。たぶんローブが何かの呪文を詠えい唱しようしたのだ。

　ローブの目の前にランプの明かりにも似た光の球が出現し、その球から、五本に分かれた光の線が生まれ出て、ガウリイめがけてつき進む！

　広い攻撃範はん囲い、かつ足場が悪く身をかわしにくい屋根の上。

　だが。

　ガウリイはまるで平野を行くように、その攻撃をたやすくかわし、ローブの元まで駆け抜ける！

　間合いの直前で抜ばつ剣けんし──

　しかし！

　ローブの男が跳と──いや、飛んだ。

　真上に大きく跳ぶと、そのままの速さでなおも上じよう昇しよう。剣の間合いが届かぬ高みで、ひたりっ、と虚こ空くうに静止する！

　攻撃呪文を使った直後に飛行の術!?　呪文詠唱がいくらなんでも早すぎる。あるいは近くに仲間がいて、そちらがいずれかの術を使ったのか!?

　虚空のローブは、足を止めたガウリイを見下ろし──

「まだまだまだまだまだぁぁぁぁっ！」

　そこにランが駆けてくる！

「棒の間合いは──」
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　ローブ男の真下に駆け込んで──

「剣よりっ──」

　ローブに向かって棒を突つき上げ、手の中で滑すべらせて──

「長いっ！」

　けど届かない。

　ふっ。と、ローブ男が鼻で笑った瞬間。

　どンッ！

　その体が真上に吹ふっ飛んだ！

「ぐあっ!?」

　苦鳴を上げて吹っ飛ぶローブ。

　ランが何かをやったのだろうが──

「今のうちに逃げるわよっ！」

　言ってあたしは屋根を駆け、適当な所から下に飛び降りる。

　続いて降りるガウリイとラン。

　ローブ男は夜空の高みにはりついたまま、

「……　……」

　まさか次の呪文詠唱!?　飛行の術をコントロールしたまま!?

　次の瞬間。

　ローブ男のまわりに、夜空に赤々と紅ぐ蓮れんの舌をうねらせて、五つの火球が出現した！

　本気かこいつっ!?　こんな町の中でっ!?

　本気だろうとおどしだろうと、こっちの対応はいっしょ！

　あたしは唱えていた術を上空のローブに向かって解き放つ！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　生まれ出た十数条の冷気の矢は、虚空のローブに向かってまっしぐら！

　一いつ拍ぱく遅おくれてローブも火球を撃うち下ろす！

　火球のうち一つと冷気の矢のうち一本が空中でぶつかり──

　ごばぁっ！

　轟ごう音おんを立て、夜空に炎ほのおの花を咲さかせる！

　刹せつ那なの間を置き、他の火球があたりに着ちやく弾だん！

　ぶぼぼぼぼばっ！

　屋根の上、建物の壁、見境なしに火か炎えんがはぜる。

　光球がはじけて高火力の炎をまき散らすというより、炎そのものを球状にしたものを放つ術、といった感じだろうか。

　命中したところを瞬時に炭化させるほどの火力はないが、それでも当たった民家の木の部分がちろちろと火を纏まとっている。

　それにしても──たぶんあたしの氷の矢フリーズ・アローを迎げい撃げきするつもりで、とっさに火球を撃ち下ろしたのだろうが、狙ねらいがずいぶん雑である。

　あたしは駆けつつ横の路地に。ガウリイとランがあとに続く。

　ローブからの追つい撃げきは──ない。

　やはり思った通りか。

　高所のローブからは、自分が放った炎と延焼のせいで、明かりの無い路地を行くあたしたちの姿が闇に沈しずんで見えなくなったのだ。

　三人はそのまま夜の町を駆け抜ぬけて──

　結局。

　あたしたちが無事に町を抜けるまで、それ以上の追撃はなかった。




　見知らぬ大地に夜が明ける。

　朝とともに鳥たちが──もとい。たぶん鳥だと思われる何かが鳴きはじめるのは『外こちら』でも同じだが、一つ一つに耳をすませば、聞こえる鳴き声は全く違ちがう。

　……てか中に『げっげっげっ』とゆーかんじの鳴き声も混じって聞こえるんだけど……どんな生き物だ。これ。

　──昨日あのあと──

　ラノマの町を脱だつ出しゆつしたあたしたち三人は、森で野宿とあいなった。

　おいしい晩ごはんにありつけたのはいいとして、前まえ払ばらいした宿代は丸損である。

　結果、今日の朝ごはんも、モスの村で服といっしょに手に入れた携けい帯たい保存食。

　ビスケット──と称しようして売られてはいたものの、その名前からイメージされる味に対して、堅かたさ二倍でおいしさ半分、といったところだろうか。

　まあそれに見合って激安だったから、特に文句も言えないが。

　近くにあった小川の水を、沸わかして湯にしていっしょに口に運んだら、のどを通らないこともない。

　楽しい食事、というより当面の栄養補給といった感じだが、事態が事態。まあしかたない。

「──けど──」

　朝食を済ませてひと息ついて。

　そのへんに座ったガウリイとランに、あたしは言った。

「変装までして道じゃないところを進んで……ここまでしたのに、追っ手連中、どーやってあたしたちの居場所を知ったんだか、謎なぞよねー……」

　あれだけいろいろ手を打って、わりとあっさり見つかったのだ。その理由がわからないままでは、今後また同じ結果になる可能性もある。

「どうやって、か……」

　ガウリイはしばし考えるそぶりを見せてから顔を上げ、

「リナはどう思う？」

「丸投げしたっ!?　てかガウリイ、今あんた、単に考えたフリしてただけでしょっ!?」

「そんなことないぞ。ちゃんと、『考えたらおれに答えがわかるのか？』って考えて、『無理だな』って答えが出たからリナに聞いただけで──」

「実質考えてないしっ！」

「はいはいはいはいはーい！」

　と、そこに、あいかわらず左手で大事そうに棍こんを抱かかえたまま、ランが元気に右手を挙げる。

「じゃあラン」

　あたしが指さすと、

「はいっ！」

　彼女はその場に立ち上がり、きをつけの姿勢ではつらつと、

「うちが怪あやしいと思います！」

『えぇぇぇぇぇぇぇっ!?』

　斬ざん新しんな意見に思わず声を上げるあたしとガウリイ！

「なんでっ!?」

　思わずあたしがそう問えば、ランはうれしそうに、

「だって、リナにょんとガウりょすって前からの知り合いだし。残るはうち一人。怪しすぎない？」

　と、なぜかドヤ顔。

「あ。はい。」

「しかぁぁぁぁぁぁもっ！」

「まだあるんだ。」

「自分で『他人からは自分が怪しく見えるだろう』なーんて言い出すところがまたっ！

　本当に何かやってたらそんなことは言わないだろう、って思わせる作戦っ！

　狡こうっ！　猾かつっ！」

「そうですね。」

　言うと彼女は不ふ機き嫌げんに、ぷぅっ、と頰ほおをふくらませ、

「リナにょんがとりあってくれない……！」

「えー……」

　疲つかれた声であたしは呻うめく。

　──実のところ──

　ランの言ったとおり、『他人からは自分は怪しく見えるだろう』と発言することで、逆に疑念を薄うすめる、という手法は確かにある。

　口ぶりから、ものっそいあほな子にしか見えないランだが、実は結構頭は悪くない──かもしれない。

　とはいえ正直あたしは、ランが内通者の可能性は低いと思っている。

　もしランがルジルテ王国の手の者だとするならば、あたしやガウリイに同行するよう彼女に指示したのは、彼女と出会う以前に会った王国関係の人──つまり、マリシダの町のブロンコさんかその仲間、ということになる。

　だがそれならば、ブロンコさんが『野や盗とうを全ぜん滅めつさせた何か』を調査・討とう伐ばつに向かった時、術を使える彼女を同行させていたはずである。

　なおかつ仮にランが内通者だったとしたら、どうやって追っ手たちに連れん絡らくを取ったのか、という問題もある。

　──もちろん、だからといって彼女のことを無条件で信用する、というつもりはないのだが。

　あたしは小さく息を吐はき、

「……じゃあ、これから心の片かた隅すみで、ランのことは疑い続ける、ってことで」

「ならおっけぃ！」

　一体何がおっけぃなのやら、満足そうにランは深々うなずいた。

　……まあ彼女のことはさておいて……

　魔ま道どう技術が発達した『中あちら』であれば、何かの魔法の道具マジツク・アイテムに印をつけて、それの場所を精神世界面アストラル・サイドから探たん索さくする、ということも可能だが、『外こちら』にそんな技術を持った者がいるとは考えにくい。

　考えにくいが──逆に、あたしが知らない術を知っている者がいる可能性も無いわけではない。

　──というか、あたしの知らない術で思い出したが──

「そーいえばラン、あんた昨日の夜、間合いより遠くにいる追っ手に一発入れてたけど、あれって何なの？」

　問えば彼女は、きょとんっ、として、

「？　あれ？　うち言わなかった？　前にエルフのひとに教えてもらった、って」

「え？　それってジャンプの飛ひ距きよ離りを伸のばしたりする術でしょ？」

　たしかそれで、バス船に跳とび乗ってきたはずだが──

「ジャンプ？　……ああ」

　ようやく得心したように、彼女はほほえみ、

「おんなじ術だよ」

「同じ？」

　今度はあたしが眉まゆをひそめる。

　たぶん風を使っているのだろう。風で自分に加速をつけるのと、得え物ものに風を纏わせて撃ち出すのと。

　とはいえこの二つを術として『同じ』と言い切るのは、さすがにおーざっぱすぎる。

「おんなじだよー。

　あ。じゃあ今からかけなおしてみるねー」

　ランは呪じゆ文もんを唱えはじめる。

　超ちよう常じようの存在に力を借りるための混沌の言語カオス・ワーズ──こればかりは『中あちら』も『外こちら』も変わらぬようで、聞けばさすがに方言なんぞもなさそうである。

　──って……ん？

　彼女は詠えい唱しようしつつ、右手であたりの雑草をむしり取り──

　ぶわっ！　と自分の頭上にほうり投げる。

　同時に──

「うぃんぶれす！」

　ランが《力あることば》を放つと同時に、さきほどほうり投げた雑草が、風に流れず地に落ちず、ゆるゆると、ランのまわりを漂ただよいはじめる。

「こんなかんじ」

　ランはむぞうさにあたしの手を取り、肩かたを組む。

　特に風か何かを感じるわけでもないのだが、彼女のまわりを漂う雑草はその都つ度ど動きを変えてゆき──

「でもって──」

　あたしから身を離はなしたランは、手にした棒を構えると、離れた場所にある木の幹に向かって──

　突つく。

　間合いは全く届かないのだが、その瞬しゆん間かん。

　彼女のまわりを漂う雑草が一気に加速。突き出された棒を芯しんにして、行く手にある木の幹に向かって突とつ進しんし──

　どんっ！

　音を立てて木の幹が揺ゆれ、衝しよう撃げきに木の葉がざわめき落ち葉を散らす。

「こんなかんじで、風がいい感じにいろいろ助けてくれるよ」

「いや待ていや待てちょっと待て」

　あたしはあわててツッコミを入れた。

　混沌の言語カオス・ワーズは聞いていた。

　術の基本的な理り屈くつもわかった。

　だからこそ、術のムチャさもよくわかる。

「『いろいろ』助けてくれる……って……

[image: ]

　その術……風を自分のまわりに纏まとわりつかせて、場合によって、加速に使ったり攻こう撃げきに使ったり……防ぼう御ぎよに使ったりできる、ってことよね……？」

「だよー」

「いやいやいやいやいや」

　一つの術が、纏った人間の都合に合わせて攻撃、防御、移動を担になう!?　可能なのかそんなこと!?

　普ふ通つうの術は、出現させた力に単純なことさせて、あるいはその単純なことを、せいぜい二つ三つ組み合わせることでできている。

　たとえばわかりやすいのが炎の矢フレア・アロー。

　炎を出現させる。飛ばす。以上。わかりやすい。

　力や作用を組み合わせるなら、あたしが使う高速飛行の術──翔封界レイ・ウイングなどは『風の結界を展開し、前から後ろに吹ふき流して進む力にする』というのと『地面に対して反発する力を生む』というのとを組み合わせることで成立している。

　だがこの理屈で『いろいろ助けてくれる』なんてものを実現しようと思ったら、どれだけの要素をいくつ組み合わせる必要があるのか──

　もちろんそれらの細かい指示を、全部呪文の中に取り込めば、詠唱はめちゃめちゃ長くなる。

　しかし彼女が唱えたのは、それほど長いものではない。

　詠唱の一番長くなりそうな部分を、ある一文に置き換かえているのだが──

「ラン！　今の呪文、『真しん竜りゆうの分かつ身たりし空の竜　その加護をもて──』ってあったけど、これってつまり──

　空竜王エアロードの力を借りた呪文ってこと!?」

　空竜王エアロードバールウィン──

　赤の竜神スイーフイードが自らの力を分けた四柱の竜王が一。

　地・火・空竜王からの干かん渉しようが遮さえぎられた『中あちら』では、かれらの力を借りる術というのは一切使えなかったのだが、考えてみれば『外こちら』なら、そういったものも使えるはず！

「そだよー」

　とあっさり認めるラン。

　これは……魔道士としていろいろ研究せねばっ！

「ラン！　その術、あたしにも教えて！」

　知的好こう奇き心に背中を押され、いきおいこんで言うあたしに、

「……んー……」

　しかし彼女はしぶい顔で、

「いいけど……教えてくれたエルフのひとは、この術を使える使えないには相あい性しようがある、って言ってたし……それに、もし使えても、最初のうちはグギってなるよ？」

「グギってなる？」

　意味がわからず問い返せば、彼女はうなずき、

「なるよー。術がかかってる時に、『すごい早く走りたい』と思うと、風が足を押してくれるの」

「ほうほう」

「足を動かすのがまにあわなくて転んでも、ぐいぐい押してくるの」

「──ちょっ──!?」

「だから、すごいグギってなる」

「グギっで済まなくないっ!?　それっ!?」

「かもねー。うちも最初はたいへんだったよー」

　──それは──むしろダメな術なんじゃあ……？

　てゆーかンな術をほいほいランに教えたエルフ。ちょっと出てこい。

　これを使いこなしているランもたいしたものではあるが……今の状じよう況きようで、ちょっと試しに習ってみよーか、とゆーものでないことはよくわかった。

「……あー……じゃあとりあえず、呪文の構成だけ教えて？　グギッじゃ済まなそーだから使いたくはないけど、分ぶん析せきはしてみたいし」

「いーよ。えっとね──」

「あ。いや。今じゃなくて。

　ちょっと落ち着いたら、ってことで。

　今はとりあえず──出発しましょーか」

　あたしが言うのに、

「はいはいはいはい！」

　またまたランが手を挙げて。

「はいラン。」

「追っ手に見つかった理由がまだはっきりしてないです。」

「そーなんだけどね。

　あたしから言い出しといて何だけど……

　考えて理由がわかるならともかく──そうじゃないなら、まずは動くことを優先した方がいいでしょうね。理由にこだわりすぎて時間をムダにするのは本ほん末まつ転てん倒とうだし」

　見つかったのはたまたまかもしれないのだ。

　たとえば北の魔ま王おう（しょぼい方）討とう伐ばつに参加していた兵士たちは、たいてい兜かぶとをつけていた。兵士たちはあたしの顔をおぼえていただろうが、こっちは兜で隠かくされた兵士たちの顔はおぼえていない。

　そんな一人とラノマの町ですれ違ちがった──という可能性も無くはない。

「どっちへ行くん？」

　問うランに、あたしはあれこれ考えながら、

「一いつ旦たん東か西へ──ってテもあるんだけど、今回みたいに、それをやっても見つかる時は見つかるんだから、いっそまっすぐ、とにかく北へ向かってみようと思うの。

　あんましおーごとにはしたくないけど、多少強ごう引いんにでもこの国を抜ぬけるわよ」

「……結局力押しか……」

　ため息混じりにガウリイが言うが、

「なーに言ってんのよ。世の中、力だけとか知恵だけとかじゃなく、力と知恵とをどーゆーバランスで使い分けるか、って話よ。　違う？」

「……おう。違わない……かもな」

　詰つめ寄るあたしにひるむガウリイ。

「知恵と力を適切なバランスで使い分けるのもまた知恵。　考えた末に力押しがベストって判断したなら、それを実行するまでよ」

「なるほど。つまり力押しこそ知略、ってわけだな！」

「……その要約は間違ってると思うけど……

　とにもかくにも出発よっ！」

『おー！』

　呼びかけに、ガウリイとランの二人は威い勢せい良よく答えたのだった。




　空は青く。

　雲は皓しろく。

　ビスケットはただひたすら堅かたく。

「堅いね。」

「堅かた堅かただね」

「なかなか手ごわいよな」

　風そよぐ草地に座り込み、あたしとガウリイとランの三人は、ひたすら堅いビスケットを、とにかくボリッボリかじっていた。

　ラノマでの襲しゆう撃げきから四日後。

　こちらにとっては意外な話だが──

　追っ手はなかなか現れなかった。

　街道を北上すれば、すぐさま追っ手が追いついてくるはず──と、最初あたしは考えていた。

　その追っ手を、死なないけれどもへこみ倒たおす程度に返り討ち。そうすれば、返り討ちに遭あった連中が帰き還かん、報告して、さらに次の追っ手が編成されたとしても、こっちに追いつくまでかなり時間もかせげるはず。

　その間一気に北上するも良し、道がないところを渡わたって別ルートから北に向かうも良し。

　これをくり返して国境を目ざす。

　おーざっぱにそんなつもりでいたのだが、今日の今まで追っ手は来ない。

　ひょっとしたらあたしたちに気づかれないよう尾び行こうしていて、こちらのスキをうかがっているのか、とも考えて、昨夜はのうのうと宿に泊とまったりもしてみたのだが、今のところ何もなし。

　そんなこんなで旅は一見順調に進み、今いるのは、レニホーンとかいう小さな村。

　──一つ手前にあった町には、そこそこ良さそうな食堂もいくつかあったのだが、昼ごはんにはちと早かった。

　昼まで観光で時間をつぶしてから──というほどゆっくりするわけにもいかず、先にあるこの村まで足をのばしてみたのだが……

　昼ごろ着いたここには食事ができるところがなかったのだ。

　しかたなくあたしたちは、一いつ軒けんしかない雑貨屋で保存食を手に入れて、村の外れの草原で味気ないそれらをぱくついていた。

「リナ、こっちのジャーキーも食ってみろ。堅いぞ」

「ほんとだ。コレ、おなかはいっぱいになんないけど、なんか胸はいっぱいになってくるわねー」

「リナにょん、たぶんそれ胸焼け。」

　あたしたちがそんな、和気あいあい──もしくは殺さつ伐ばつとした時間を過ごすうち──

「──？」

　ガウリイが無言でその場に立ち上がる。

「どうしたの？　さすがに堅くてキれたとか？」

　そう問いかけてから──あたしも気づく。

　音が、こちらに近づいて来ることに。

　……ド……どド……ドドド

　南から近づくそれには聞きおぼえがある。

　いくつも重なる──馬のひづめが大地を鳴らす音！

「こっち！」

　行ってあたしは立ち上がり、草地の近くにある林の方に駆かけてゆく！

「逃にげるのか!?」

　いっしょに駆けるガウリイに、

「あのあたりで迎むかえ撃うつっ！」

　言ってから、やはりいっしょに走り出したランに向かって、

「ランは手を出さないで木こ陰かげに隠れてて！」

「えー。でもー……」

「こんだけ巻き込んどいて今さらアレだけど！　さすがにこれ以上手出しさせたくないからっ！」

　王国のあたしに対する態度はまるっきし歓かん迎げいできないが、だからここは悪の国、とゆーわけではない。

　うまいやり方だったかどうかは別として、国の安全を考えての判断ではあったのだろうから。

　ましてや、上からの命令に従っているだけの兵士や騎き士しが相手となると。

　あたし自身は、ふりかかる火の粉こは迷わず払はらうつもりだが、つきあいだけでランにぶち倒させるとゆーのはさすがにどーかと思う。

「……ならちょっとだけ様子見とくね……」

　不承不承につぶやく彼女。

　林のそばに着くとランはおとなしく木陰に身を隠し、あたしとガウリイはふり向いて迎げい撃げきの構えを取る。

　そこに──

　どドドドドドドドドド！

　民家の先から姿を見せたのは、およそ二十騎ほどの騎馬！

　こちらの姿を目にしてか、先頭の一騎が片手を上げて、

「止まれぇぇぇぇぇぃっ！」

　……おや。どこかで聞いた声。

　騎馬隊は、やや距きよ離りを置いてあたしたちと対たい峙じした。

　徒歩ならばそこそこあるが、騎馬で駆ければ即そく座ざに間合いに入る程度──

「見つけたぞ！　賊ぞくども！」

　騎馬の先頭にいる一人──名前は知らないが、銀ぎん槍そう騎士団の団長は、あたしたちに向かって声をはり上げた。

　そーですか。とうとう賊扱あつかいですか。

「先日は何のつもりか、ラノマの町でも騒さわぎを起こしてくれたようだな！　善良な町の者たちがおびえていたぞ！　無む辜この人々に恐きよう怖ふを与あたえた罪、決して軽くはないぞ！」

「──ラノマではそっちの刺し客かくがしかけてきたんでしょーがっ！」

　がなり立てる騎士団長に叫さけび返すあたし。

「我々の刺客だと？　とぼけるのも大たい概がいにするがいい！」

　とぼけているのはどっちだか……いや、あるいは刺客たちと騎士団では命令系統が違っていて、本当に知らないのか。

　どっちにしても、話し合いは無理だろう。

　ならば結局、こーなるのか。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え──

「おとなしく縛ばくにつけば良いものを、白々しい噓うそで言い逃のがれようとは悪あく辣らつ至し極ごく！　もはや容よう赦しやはせん！　全騎、囲め！」

　命令に騎士団は騎馬の展開をはじめる──が、遅おそい！

　団長がしゃべっている間に、こちらの呪文詠えい唱しようは終わっている！

　あたしはその場に片ひざをつき、右手を大地に押し当てて、《力あることば》を解き放つ！

「霊呪法ヴ＝ヴライマっ！」

　地鳴りを立てて大地が揺ゆれる！　ついさきほどまであたしたちが座っていた小さな草原がうねり、たゆたい、盛り上がり、巨きよ大だいな人の形を生み出してゆく！

　──大地の精霊ベフイモスに働きかけて、土人形ゴーレムを生み出す術である。力は強いが動きはにぶめ、単調な命令しか受け付けないが、そこは使い方次第。

　現に。

　大地がゆがみ生み出された土の巨きよ人じんを、おそらく生まれて初めて目まの当たりにして、騎士団の皆みな々みな様さまはまともにパニックに陥おちいっていた。

「何だこれは!?」「巨人!?」「面めん妖ようなっ!?」「こんなことがっ……！」

　混乱にたづなさばきが乱れ、馬もおどろきいななき暴れる。

　やがて、草原の地面を材料にしたせいで、体じゅうに草が生えた、ちょっともふもふ気味のゴーレムが完成した！

「ゴーレム！」

　そこにあたしが命令を下す！

「踊おどって！」

　……ずごごぎぎご……

　命令に従って、土砂のきしみを上げながら、ゴーレムは手やら足やらをでたらめに動かしはじめる。

　その姿は──まあ、踊りに見えなくもないが……ここは大地の精霊ベフイモスの踊りのセンスを責めるより、あたし自身のムチャぶりを反省すべきところだろう。

　だがこれは、騎士団にとっては理解不能な恐怖以外の何ものでもなかったようである。

「うろたえるな！　隊列を保て！」

　騎士団長が必死で声をはり上げているが、どれほどの騎士が聞いているのやら。

　その混乱につけ込んで──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　あたしは術で生み出した、十数条の冷気の矢を、混乱する騎士団のまっただ中に解き放つ！　もしも馬に当たったらごめんっ！

　悲鳴が上がり、混乱がひろがる。

　続けてもう一度呪文を唱え──

「お……おのれぃっ！」

　団長があたしをにらみつけるが、とうてい近寄れる状じよう況きようではない。なおかつあたしのそばにはガウリイもいて──

「──リナっ！」

　──それらは、刹せつ那なの間に起きた。

　ガウリイの叫び。

　閃ひらめく殺気。

　ガウリイがあたしを抱かかえて横っ飛びに動き──

　ごがぁっ！

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが炸さく裂れつした！

　どさくさまぎれで何者かが横手から、あたしに炎の術を放ち、一いつ瞬しゆん早くそれを察したガウリイが助けてくれたのだ。

　炎が木々の幹を炙あぶり、木の葉を草を灼やき散らす。

　押し寄せた熱風が頰ほおをなで髪かみをなびかせるが、痛手とまでは至らない。

「ありがとガウリイ！」

　地面に下ろされ、攻こう撃げきが来た方に目をやれば、木こ立だちの間に佇たたずむ赤いローブとフード姿。

　──あれは──ラノマの町の!?

　騎士団でこっちの注意を引いて不意を突つくつもりだったか!?

　が。

「──おのれ！　まだ仲間がいたか!?」

　それを目にした騎士団長が怒ど気きのこもった声を上げた。

　いや今の攻撃、完全にこっち狙ねらってましたよね!?

　しかし状況を見誤っているとはいえ、そーいうセリフが出ることからすると、騎士団の方は本気でこのローブのことを知らないらしい。

　となれば──狙うは同士討ちっ！

「ガウリイ！　まずはローブの方！」

「おうっ！」

　二人は木立の間に見えるローブ姿を目ざして駆け出した！

「おのれ逃がすかっ！」

　あたしたちの動きを味方との合流と思ったか、吠ほえてたづなを操あやつる騎士団長。だが馬は踊るゴーレムと炎にひるんで全く言うことをきかない。

　しびれを切らして馬を下り、

「おまえたち！　下りてついて来い！」

　命令に従って、そばの騎士数人が馬から下りる。

　前には赤ローブ。後ろには追い来る騎士たち。

　その一直線上を、あたしとガウリイはローブに向かって駆け迫せまる！

　ローブが攻こう撃げき呪文を撃てば、あたしたちが身をかわしたら後ろの騎士たちに当たることになる。さすがにうかつには撃……

　撃ってきたぁぁぁぁっ!?

　ローブの生んだ光球から五、六条の光が生まれてこちらに向かって突き進む！

　ラノマでの襲しゆう撃げき時にも見せた術！　やはりあの時と同じローブ男か！

　だがあの時は屋根の上。対する今は、土人形ゴーレムを生み出したせいで多少荒あれたが普ふ通つうの地面。よけるのはそう難しくはないっ！

　あたしとガウリイは左右に跳とんで身をかわし──

　後ろで起きる騎士たちの悲鳴。

　このローブ男、味方を巻き込んでおかまいなしかっ!?

　同時に。

　殺気が閃く。

　本能的に目をやれば、少し離はなれた木立の間に赤いローブその二の姿！

　その前にはすでに、十数本の光の槍やりが生み出されている！

　こっちが正面の攻撃をかわした瞬間を狙っていたか！

　ローブその二は光の槍を──

　どっ！

「くあっ!?」

　放つ直前。

　横手からランがくり出した棍こんの突きで大きくのけぞり、苦鳴を漏もらす。

　声からするとこちらは女。光の槍はその拍ひよう子しにあらぬ方へと飛んでゆき、大地を木々を砕くだいて散らす。

　手を出すなって言ったのに──けれどともあれ助かった！

　あたしとガウリイはちらりと一瞬アイコンタクト。駆かけ行く先を最初のローブ姿からランの近くにいる相手に変へん更こう！

　でもってあたしは──

「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」

　最初のローブ男に放つつもりで唱えていた呪文を、ランの一撃で体勢を崩くずしたローブ女に向かって解き放つ！

　相手の精神にダメージを与える術で、人間に当たれば気絶は必ひつ至し！

　女はそれに気がついて──

「くっ！」

　毒づき左手をうち払はらう！

　ばぢゅんっ！

　その一撃に音を立て、あたしの術が四散した！

　──なっ……!?

　腕うでで払えばセーフ、なわけはない。ンなまねをすれば、普通の人なら昏こん倒とうする。

　しかし女はわずかによろけた程度。

　腕に防ぼう御ぎよ用魔法の道具マジツク・アイテムでも着けていたのか、それとも他に理由があるのか。

　だがそこに、ガウリイが速度を上げて一気に駆け迫る！

「このっ！」

　女が身構えるが──まだガウリイのことを甘く見ている！

　ガウリイはそこからさらに加速して、一気にふところに飛び込むと、剣けんの柄つかを相手のみぞおちにたたき込む！

　そして。

「──なっ!?」

　声を上げて飛び退のいたのはガウリイの方!?

　何があったのか、あたしの位置からは見えなかったのだが──

「リナ！」

　ガウリイが声を上げる。

「こいつら──」

　しかし彼が皆みなまで言うよりも先に。

　──ドだだだだだっ！

　地を蹴ける音がこちらに近づく！

　そちらに目を──うぎゃぅっ!?

　目をやればそこには、ローブ男の近くから、木立の間をあたしの方に向かって駆け来る一頭のオオカミ!?

　と言っていいのかどーか!?　見た目はまんまオオカミだが、なにしろサイズが馬よりでかい！

　つーかこんな大きなもんどこから出てきた!?　木々がそこそこ視界を遮さえぎっているとはいえ、あたりにいればもっと早くにわかるはず！

　ともあれそいつの狙いは確実にあたし！　殺気に満ちた瞳ひとみはこっちをとらえている！

「リナ!?」

　ガウリイがきびすを返すがおそらく間に合わない！　このサイズとあたしのウデでは剣で迎むかえ撃うつのも不可能！

　ならば──！

　迫り来るそれが牙きばを剝むいた瞬間──

　あたしは逃にげるのではなく、オオカミの足あし下もと目がけて頭からスライディング！

　がづんっ！　と、頭の後ろで、牙と牙とのかみ合う音！　巨きよ大だいな四し肢しが地じ響ひびき立てて、伏ふせたあたしの上を駆け抜ぬける！

　あわてて身を起こしたところにガウリイが駆けつけ、剣を構える。

　巨大オオカミは木々の間で器用にくるりと方向転てん換かん。ふたたびこちらを向くと──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　その瞬間を狙いすまして、あたしは唱えた術を解き放つ！

　まわりの木々とのすき間、オオカミの体格からいってよけられるはずはない！

　ぅるおぉぉぉぉぉぉぅ！

　対するオオカミは声を上げ──

　とたん、巨きよ獣じゆうの前に出現した薄うす赤あかい光の盾たてがあたしの術ことごとくを受け散らす！

　防御の術!?

　まわりにいるローブの誰だれかがかけた──というより、オオカミの声で術が発動したように見えたのだが──

　そこに。

「──な──何だあれは!?」

　声を上げたのは騎き士し団の誰かだった。

　どうやら騎士団員たちは、土人形ゴーレムは攻撃して来ないと気づき、そちらの混乱は脱だつしたようだが、今度はありえないサイズのオオカミに驚おどろいているようである。

「どこから現れた!?」

　あたしと同じ疑念を誰かが口にして──

「あの魔ま術じゆつ師しが！　術で呼び出したに違ちがいない！」

　別の誰かが、あたしの方を見て見当違いな決めつけを叫さけぶ。
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　途と端たん。

　オオカミが嗤わらった──ような気がした。

　身をひるがえすと、突とつ然ぜん騎士たちに向かって駆ける！

「来た!?」「ひるむな！」「迎え撃て！」

　いまだ無事な騎士たちは、あるいは馬上で、あるいは馬を下り、うろたえながらもなんとか隊列を組もうとする。

　が、双そう方ほうが接せつ触しよくするより早く。

　ぅオゥッ！

　オオカミがひと声吠える！

　生まれ出た十数条の炎ほのおの矢が騎士たち目がけて解き放たれた！

『うわぁぁああああああああッ!?』

　重なり上がる騎士たちの悲鳴。

　混乱するそのただ中にオオカミが飛び込み、手近な騎士のうち一人の腕を鎧よろいの上から嚙かみくわえ、そのままあさっての方にほうり投げる。

　別の一人に目を向けて──

「レゲンネル！」

　響いたローブ男の声に、オオカミの動きがぴたりと止まる。

「──遊ぶな！」

　𠮟しつ責せきに、レゲンネル──と呼ばれた巨獣は騎士団から少し距きよ離りを取り、こちらの方に向きなおると──

　だがその時。

「逃がすかぁぁぁっ！」

　そばに倒たおれていた騎士の一人が、吠えて身を起こすとともに、オオカミの脇わき腹ばら目がけて剣を突つき上げる！

　ぐぉぅっ!?

　オオカミが吠えて飛び退く。さしたる痛手になっているようには見えないが、それでも多少は痛かったのだろう。怒いかりのまなざしを騎士に向け──

　ごあああっ！

　一つ目巨人サイクロプスは腕のひと薙なぎで騎士を彼方かなたに吹ふっ飛ばす！

『──な……!?』

　目にした騎士たちが声を上げる。

　当然だろう。

　巨大なオオカミが一いつ瞬しゆんにして、サイクロプスに変化したのだ。

　とーぜんこんなものが、普ふ通つうのオオカミやサイクロプスのはずはない。

　レゲンネル、と呼ばれたそいつはおそらく、何かの術を使ってオオカミやサイクロプスに変身しているのだ。

　──この間に。

　あたしとガウリイ、ランが連れん携けいしてローブ女をまず倒す。それがおそらく正解だろう。

　が。

「黒妖陣ブラスト・アツシユっ！」

　どぅむっ！

　あたしが術で生み出した黒い何かが、サイクロプスのま近に出現した。

　本来はその黒い何かが目標を飲み込むはずなのだが──かわされたのだ。

　術の発動する場所とタイミングがわかってでもいたかのように身をよじったのだ。偶ぐう然ぜんではなく、あきらかに何かをよけるようなしぐさで。

「……なぜ……？」

　それを目まの当たりにして、呻うめいたのは騎士団長。

　ローブ男の攻こう撃げきで痛手は受けたようだが、それでもよろよろ身を起こし、

「お前たち……味方同士ではないのか……？」

「ラノマで夜や襲しゆうをかけてきた連中よ。こいつら。あたしはそっちの味方だと思ってたんだけど」

　サイクロプスやローブたちからは目を離はなさぬまま、あたしは言った。

「そんなわけがあるまい……

　しかし味方でないのなら、我らとの潰つぶし合いを邪じや魔まする義理は無かろう……」

　たしかに、騎士団も追っ手、ローブたちも敵なら、追っ手と敵が争うのは大だい歓かん迎げい、と言いたいところなのだが……

「あいつの態度見てわかったのよ。『あ。こいつ、騎士団を全ぜん滅めつさせてあたしのせいにするつもりだ』ってね。

　思い通りにさせるのも腹立つから、ジャマした、ってだけの話よ」

「……我々が……敗れると……？」

　団長は強がるが、もぉ騎士団は満まん身しん創そう痍い。まともに戦える者が何人いるか。

　そこには触ふれず、あたしはサイクロプスをしぐさで指して、

「そもそもあんたたち、あんなのと戦う前提の装備や編成じゃないでしょ？」

「……貸しのつもりか……？」

「違うって」

「……どうあれ、我々のリナ殿どのに対する立場は変わらんぞ……」

「わかってるわよンなこと」

　即そく答とうに団長は沈ちん黙もくした。

「──ま、好き放題を黙だまって見てるのは性しように合わないよな」

　と、あたしのそばで佇たたずむガウリイ。

「えとえと。それって──」

　ランも自分の右みぎ肩かたを棍でとんとん叩たたきつつ、あたしたちの方に歩み来て、くるりとローブたちの方へと向きなおり、

「手出し、あっちの方へならだいじょぶ？」

「おっけ」

　とあたしはサムズ・アップ。

「──あっさり狙ねらいを見み透すかされたな。レゲンネル」

　ローブ男がサイクロプスに、からかうような声をかける。

「狼おおかみになっても表情に出やすすぎなんだよ」

『うるせーよ』

　サイクロプス──いや、今はサイクロプスの姿をした、レゲンネル、と呼ばれた何者かは人のことばで不満を垂れた。

　話すサイクロプスというのは普通なら驚くところだが、相手はすでに巨大なオオカミからサイクロプスに変身してのけている。今さらしゃべったくらいのことはサプライズにもならない。

　いまだ踊おどり続けている土人形ゴーレムがいーかげん気にさわったか、近づいて腕うでで一撃粉ふん砕さいし、

『別にいいだろ。どうせやることは変わんねえんだ。違うか？　ガルドーバ』

「違うな。だから遊んでいい、ということにはならん。そもそも『やること』をまだやれておらん」

　と、ローブ男──ガルドーバは言う。

『ちっ。お堅かてぇな』

　レゲンネルは不満げに吐はき捨てて──

「──で？」

　あたしは連中に目をやり、声を上げる。

「あんたら結局一体何なわけ!?　まさかこれだけおーごとにしといて、すみません相手を間違えてました、なんてオチじゃあないでしょーね!?」

　無視されるかとも思ったが──

「──間違い──？」

　ガルドーバが答えた。

「間違いなどありえん。

　下ったのだからな。神しん託たくが──」

「……神託……？」

　あたしは眉まゆをひそめた。

　もといた『中あちら』で使う神託ということばには、おおむね二種類が存在していた。

　一つは巫み女こなどが授かるガチな神託。これは、必要な情報が必要な時にもたらされるとは限らないが、絶対に間違いのない事実が告げられる。

　もう一つは、『たぶん間違いのない閃ひらめき』という使い方。こちらは単なるカンなので、実際には大間違いでした、ということもある。

　では彼らの言う『神託』は──？

「そう！　神託だ！」

　ガルドーバは高らかに、そして誇ほこらしげに──言った。

「曰いわく。魔に封ふうじられた地で混こん沌とんをその身に降ろした者がこの地に現れ、混乱をもたらす──とな」








四、国境を　目ざし行く先　待つものは──









　かつて。

　あたしは高位魔ま族ぞくの一人、冥王ヘルマスターフィブリゾと対たい峙じした時、術の制せい御ぎよに失敗し、混こん沌とんにこの身を一時明け渡わたしたことがあった。

　混沌──すなわち、全ての存在ものの源、金色のロード・オブ・魔王ナイトメア。

　結局混沌それはどこかへと還かえり、あたしはあたしに戻もどったのだが──

　そう。

　ガルドーバが語った神しん託たくは、まんま、あたしのことを指していた。

　いろいろと誤解を招きやすい表現になってはいたものの、噓うそはない。

　いえ別人です知りません、と、とぼけることは簡単だが、ローブ連中相手にそれが通じるとは考えにくい。

　少しだけ──わかってきた。

　ガルドーバたちはルジルテ王国の追っ手とは別口。

　所属などはいまだ不明だが──

　何かの神託を真に受けて、世のため人のため世界の平へい穏おんのためにあたしの命を狙ねらって来たのだ。

　まず夜の町で襲しゆう撃げきし──これはこちらをナメすぎて失敗。

　あたしたちがルジルテ王国から追われていることを知ると、それを利用することを思いついた。

　追っ手の騎き士し団があたしを倒たおせばそれで良し──と思ってしばらく見ていれば、期待の騎士団は土人形ゴーレム踊りにあたふたする始末。

　そこでしびれを切らして手を出してきたのだろう。

　──って、それにしたってこいつら、手段選ばなさすぎる！

「──心当たりはあるようだな」

　こちらの反応を確かめるよう、しばし沈黙した後、ガルドーバは言い放つ。

「……リナにょんって混乱をもたらすん？」

　油断なく相手を見すえたままランが問う。

　ノー、と言いたいところだが──

「……ルジルテの騎士団やら正体不明のローブに狙われてる現時点で、もう実際もたらしちゃってるから、否定はできないわねー……」

　その意味ではすでに神託は成じよう就じゆしてしまっているのだ。

「こっちは単に、売られたケンカを買ってるだけなんだけどね。

　みんながあたしに手を出さないで──なんならこっちが郷里くにに帰るのに手を貸してくれるなら、全部平和に丸くおさまるわよ」

「笑わせるな」

　あたしの提案をガルドーバは一いつ蹴しゆうする。

「神託は絶対だ。現に混乱は起きており、神託はすでに成就されたとも言えるが、本当にこれで終わりか？　これ以上の混乱が起きないという保証はあるのか？

　──無いのだよ。

　ことを甘く見積もって、混乱が拡大してから後こう悔かいしても遅おそい。

　慎しん重ちようを期すならば、貴様の排はい除じよが最も合理的な手段だ」

「──それってあんたたちが、神託をおーげさに解かい釈しやくして、かえって混乱をひろげてるだけのよーな気がするんだけど？」

「そうであろうがなかろうが、お前が消えれば混乱も消える」

『──なあ。もういいだろうがガルドーバ』

　しびれを切らしたか、横から口をはさんでくるレゲンネル。──あたしとしてはもーちょっと、いろいろ話を引き出したかったのだが──

『何にしてもやることに変わりはない』

「──道理だな──」

　言ったのはローブ女だった。

　ガルドーバの方に歩み寄りつつ、自分のローブとマスクを外す。

　その下から現れたのは、長い黒くろ髪かみ、見た目二十歳前後の整った──整いすぎて、美人というよりどこかつくりものめいた女の顔。

「詰つまらぬ話は為なすべきことを為してからにしろ」

「神託を詰まらぬ話とはなんだ!?　不ふ遜そんだぞネルフィク！」

「神託が詰まらぬと言ったわけではない」

　女──ネルフィクはあたしの方を見やったまま、

「処理する相手にあれこれ語るのが詰まらぬと言ったのだ！」

　吠ほえて地を駆かけこちらに迫せまる！

『全くだ！』

　レゲンネルも歩みを進める。

　ガウリイとランも前に出て、あたしは呪じゆ文もんを唱え──

　最初にあたしの詠えい唱しようが完成した！

　天に向かって指をさし、《力あることば》を小声で解放！

　指先に光の球が生まれ出て──

　はじけた！

　あたしが使ったのは明かりライテイングの術。夜に明かりを灯ともすためのものだが、術をアレンジし、持続時間ほぼゼロで光量最大に調整済み！　早い話が目くらまし！

　位置からして、ガウリイとランは直視しておらず、対するローブたちは警けい戒かいして注視したはず！

「──くっ！」『ぐっ!?』

　呻うめくネルフィクとレゲンネル！

　これが夜なら効果絶大。しばらく相手の視界を奪うばうが、昼の陽に慣れた目には、一いつ瞬しゆんまぶしい程度だっただろう。

　だがそれで十分！

　相手がひるんだその一瞬に、ガウリイがレゲンネルに、そしてランがネルフィクにしかけた！




　閃せん光こうに刹せつ那な動きを止めたネルフィクに、ランは一気に間を詰めて、手にした棍こんで突つきをくり出す。

　ごっ！

　それはまともにネルフィクの胸のまん中を打つ！

「ぐっ!?」

　さきほどガウリイに剣けんの柄つかでみぞおちを突かれてさえ声も上げなかったネルフィクは、しかし今度は呻きを上げて、数歩あとずさる。

　ただの突きではないだろう。たぶん突いた瞬間、風を上乗せして威い力りよくや衝しよう撃げきを増しているのだ。

「貴様──！　何だその棒切れは──!?」

　にじむ動どう揺ようの色からして、今のはきいたようである。

「にゅふん♪」

　問われたランはドヤ顔で、棍をくるくる回しつつ、

「千と五百の齢よわいを経へた、魔力を吸って育つ樹の芯しんから生まれ出た、活ける樹とともにある一ふり──」

　彼女の口上を耳にして、あたしはあるものを連想する。

　かつて『中あちら』に存在した、瘴しよう気きを吸収する大樹と、その芯から生まれた一ふりの剣のことを。

　剣と棍との違ちがいはあれど、ランが手にしているのは、それと同質のものだというのか!?

　彼女は右手の棍を高々と天にふりかざし、

「──すごい棒ー！」

「呼び方ひどッ!?」

　ネルフィクが思わず発したツッコミは、みごとなまでにあたしの心の声と同調していた。

　なんかかっこいい名前つけてやれ。それは。

「すごい棒をバカにするなー！」

　吠えてランが地を蹴ければ、

「馬ば鹿かにしたのは得え物ものではなく貴様のセンスだ！」

　ネルフィクもまた地を駆ける。

　センスの面ではネルフィクの方に同感すぎるのだが──

　ふたたびくり出されるランの突き。しかしネルフィクはかわしてのける。

　かわした──と見えた瞬間、ランの突きがそのまま薙なぎに切り替かわる。

　だがそれを。

　赤いローブの下から現れた、黒い爪つめが受けはじく！

　カギ爪つきの籠手ガントレツトだろうか。おそらくさきほどガウリイを一度退ひかせたのはこれだろう。

　その爪にからめ捕られる前にランは棍（棒とは呼びたくないのであれは棍です。）を引き、突き、逆薙ぎ、打ち上げ、次々と高速の連続攻こう撃げきを繰くり出してゆく。

　身に纏まとった風の術でスピードとパワーを上乗せしているのだろうが、ひとつ間違えば自分の身を壊こわしかねない術をこの速度で制御しているのは驚きよう嘆たんするしかない。

　対するネルフィクはなんとかそれらをさばいてはいるが、さすがにじわじわ押されはじめて──

「おおおおォッ！」

　ネルフィクが吠えると同時にランの背後に光の球が出現した！

　死角からの攻撃か!?　あるいはランを無視してこっちにしかけるか!?

　だがその答えが出るより先に。

　ばしゅっ！

　まるで後ろが見えてでもいたかのように、ランは無造作に棍をひと振ふりし、光の球をみじんに砕くだく！

　かまわず前へと踏ふみ込むネルフィク。カギ爪と棍が硬かたく乾かわいた音を響ひびかせて──

　その時。

　ネルフィクの長い黒髪が瞬しゆん時じに硬こう化か、巨きよ大だいなカギ爪と化して左右からランへと迫る！

　──よけられない──！

　そう見えた瞬間。

　ごッ！

　逃にげず踏み込んだランの頭ず突つきが、ネルフィクを大きくのけぞらせていた。




　サイクロプスに変じたレゲンネルは、民家の二階の窓を覗のぞけるほどの上うわ背ぜいがあった。ガウリイとはまさに大人と幼児の体格差。

　レゲンネルにしてみれば、目くらましをされたタイミングで小物が攻せめてきた、程度の認識だったのだろう。

　無造作に腕うでをふり上げて──

「よけろレゲンネル！」

　その時響いたガルドーバの声に、何かを感じ取ったのか。

『おおおッ!?』

　跳とんだ。

　サイクロプスには似つかわしくない跳ちよう躍やく力で高々跳ぶと、その頂点で四枚羽の巨鳥へと変じ、そのまま跳躍は飛ひ翔しように変わる！

　あたしの知らない生き物である。『外こちら』にはこんなものもいるのか。四枚の羽を器用に操あやつり空の一点にはりついている。

『……な……何だ？』

　レゲンネルはとっさに指示に従ったものの、事態をよくわかっていないようである。

　──こちらをナメてあのまま腕をぶん回していたら、十中八九、ガウリイに一刀両断されていただろう。

　かつて一度だけ、短時間だがガウリイと相まみえたガルドーバは、あなどりがたい相手と悟さとり、レゲンネルに警告したのだろう。

　ちちぃっ！　よけーなマネをっ！

　──だがっ！

　あたしは唱えた次の術を解き放つ！

「火炎球フアイアー・ボールっ！」

　生まれ出た光の球は空中のレゲンネル目ざして突き進む！

　触ふれれば炸さく裂れつ、炎ほのおがはじけるわけだが──

『当たるかよ』

　最初の目くらましからはもう回復したか、鼻で笑ってたやすくかわす。

　──ま、それはそーだろう。

　ひょっとすると変身して空に逃げるかも、というのも込みでそこらへんは計算済み。普ふ通つうの火炎球フアイアー・ボールではない。いろいろアレンジはしてあるのだ。

　光球がレゲンネルの視界を外れた時点で、あたしは術の軌き道どうを操って、背後から──

「後ろだ！」

　ガルドーバの警告が入ることも織り込み済み！

「ブレイク！」

　ぱちんっ！　とあたしが指を鳴らした瞬間。

　どごぅンッ！

　身をよじろうとしたレゲンネルのま近で、光がはじけて炎を散らす！

　アレンジは術の軌道コントロールだけではない！　どこではじけさせるかもまた自由！

『ぐあっ!?』

　レゲンネルが上げたのは呪文詠唱ではなく苦痛の叫さけび。

　鳥に変身していたのが不運。燃えやすい羽毛を炎が這はい、そのまま地に落ちてゆく。

　だが。

『ごぉぉぉォッ！』

　墜つい落らくの直前、その姿を巨大なクモと化し、かろうじて姿勢を保ち大地に降り立つ。

　そこにすかさずガウリイが──

　斬きり込む直前。

　空を無数の火か槍そうが埋うめた！

　……なんだっ……!?　この広こう範はん囲いっ!?

「──セレスティアルフレア──」

　戦場に響いたのはガルドーバの声！

「降れ」

　命に応じて天から無数の火柱が大地を目ざして降下する！

　攻撃範囲は自分以外の全員!?

　こいつっ!?　まさか味方ごと!?

　炎が。

　ごごごごごごごごゴごごぅっ！

　──降る。

　葉が灼やけ枝が灼け草が灼け地が灼けあたりに熱気があふれて満ちる。

　攻撃を中断して身をかわすガウリイ。ランとネルフィクはいまだ戦い続けているが、運良く一発も当たってはいない。

　そしてレゲンネルは──

『ゴぉぉぉぉぉぉアッ！』

　雄お叫たけびとともに巨大な一いつ匹ぴきの甲こう虫ちゆうに変じる！

　その背に炎が降り刺ささるが、あの巨きよ体たいではさしたる痛手は無いだろう。

　一発一発はそれほど高温というわけでもないようだが、降りしきる炎に空気が灼けて、肌はだがちりつき、呼吸をすれば肺が痛む。

　レゲンネルの動きが完全に止まった今が機か!?

　あたしもなんとか身をかわしつつ、肺の痛みに耐たえながら呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する！




　──黄昏たそがれよりも昏くらきもの　血の流れより紅あかきもの──




「魔ま王おうの呪文だと!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるガルドーバ。

　距きよ離りは離はなれているはずなのに、こちらの詠唱を聞き取ったのか!?

　そう！　あたしが唱えているのは、この世界に在ある、赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥの力を借りた、巨きよ竜りゆうですらも屠ほふる術！

　無差別広範囲型の術ではあるが、使い方さえ間違えなければ問題はないっ！

　目標は──




　──我と汝なんじが力もて　等しく滅ほろびを与あたえんことを──




　甲虫へと変じたレゲンネル！

　ぱんっ！　と一つ手を打てば、あたしの意図を察してかガウリイは大きく後ろに跳び退のき距離を取り──

「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」

　あたしが解放した《力あることば》に応こたえて赫あかい光がレゲンネルに収束し──

　そこにさらに、白い光が陣じんを描えがいて幾いく重えにも重なる!?

　赫い光は見おぼえがあるが、白い光陣は──？

　ごがぁぁぁぁっ！

　爆ばく音おんが大気をふるわせ木々を揺ゆさぶる。

　小さな城なら丸ごと吹ふっ飛ばせる術である。『中あちら』でさえも、これを使える魔道士を抱かかえている国は、ちょっと大きな顔ができるとまで言われているのだ。

　ましてや『外こちら』でこんなものを披ひ露ろうしたらえらいことに──と思って使わなかったのだが、もうじゅーぶんえらいことになってるから別にいいです。

　レゲンネルを起点にした爆ばく発はつは、ずっと後ろにいたガルドーバを巻き込む──そのつもりで放った一撃なのだが──

　……お……ぉぉぉぉおおおぉぉぉぉ……

　爆音の余よ韻いんの中に混じるのは、低い──低い呻うめき声。

『おおおおおおおおッ……！』

　やがて薄うすれ行く煙けむりの中からにじみ見えたのは、もがき呻くレゲンネルの影かげ。

　今のを耐えた!?　──いや、術で防いだ!?

「レゲンネル!?　ガルドーバ!?」

　ランと大きく距離を取り、呼びかけるネルフィクに──

「……さすがに……魔王の呪しゆ……完全には防げぬか……」

　いまだ姿は見えぬまま、苦痛に耐えるガルドーバの声。

「……ここは一度……退くぞ……」

『……しかたねえ……』

「わかった！」

　レゲンネルの返事に続き、ネルフィクも応えて土つち煙けむりの中に駆かけてゆく。

　──って、逃がすかっ！

　あたしはもう一度呪文を唱えようとするが──

　唐とう突とつに。

　土砂の中に浮うかんでいたレゲンネルの影が消え──

　ごうッ！

　颶ぐ風ふうを起こし土煙を裂さき、一対ついの巨大な黒こく翼よくがひろがった！

　──あれは──！

　はばたき一つでさらなる暴風を生みながら、巨体が宙に舞まい上がる！

「──竜ドラゴン!?」

　騎き士し団長の驚愕の声。

　そう──それは一匹のまっ黒い竜ドラゴン！

　あたしも竜ドラゴンは何度も見たことはあるが……その中でもひときわ大きい。

　そしてその脚あしに摑つかまれた赤ローブが二人！

　あたしが呪文を唱えるより早く。

　るごぉぉぉぉぉぉぉうっ！

　ひと声吠ほえると一気に加速！　ありえない速度で彼方かなたに飛び去ってゆく。

　──たぶん今のが呪文詠唱。術を使って自身の飛翔速度を上げたのだろう。

　逃にげられたか……

　とりあえず、この場でのローブたちとの戦いは終わったようではあるが──

　あたしはふり向くと、騎士団長に向かって、

「いちおー確認するけど。

　あのローブたちが何なのか、心当たりってある？」

「…………」

　問いかけに団長は無言。

　心当たりがないのか、それとも話すつもりがないのか。

「りょーかい。じゃああたしたちはこれで行くから」

　きびすを返し、立ち去るあたしたちの後ろで、騎士たちはただただじっと佇たたずんでいた。




　当たり前だが、世界は広い。

　一つ所に住んでいれば実感する機会は少ないが、旅の空に身を置けば、大地の広さがよくわかる。

　徒歩で。あるいは荷馬車なんかに便乗し。

　あたしたちは北を目ざした。

　一行がトルタスという町に着いた時には、レニホーンの村で、騎士団やローブたちと戦ってから、およそ十日ほどが経たっていた。

　あれからローブたちの襲しゆう撃げきも、騎士団の追つい撃げきもない。

　──ひょっとしたら、騎士団は振ふり切ったのかも、という希望的観測も抱いだくのだが、ローブたちの方にそれを期待するのはムダだろう。

　トルタスの町の通りを行きながら、あたしは遠い遠い空の果てへと目をやって、少し物思いにふけっていた。

「──リナ？」

　そんなあたしの様子に気がついたか、右側を歩くガウリイが声をかけて来る。

「──ん？」

「何か考えてんのか？」

　──やっぱしお見通しか。この男は。

「あのね──ガウリイ──」

　あたしは小さくほほえんで、

「もし──もしちゃんと無事にあっちに帰れたら──」

「──ああ──」

「どーやってノーストにいやがらせしてやろーかと思って──」

「遠いまなざしでそんなことをっ!?」

　とーぜんである！

　向こうがどこまで計算していたのかは知らないが、こちとらひじょーにエラい目に遭あっているのだ。何もなしで済ませるのは、腹の虫がおさまらない。

「ぶっとばぁす！　って言いたいところだけど……

　ほら。あいつ、今後どこかの町とかですれ違ちがったりしても知らないフリ、できれば目も合わせない、そのかわり自分は今後しばらく人間に手を出さない──って条件出してたじゃない？

　そこでこっちが手を出したら、リナ＝インバースが約束を破った、って、人間に手を出すようになるでしょーね。

　だからこっちも、あくまでも条件は守る方向で──

　見つけだしたら道ですれ違いざま、耳もとでボソッと『わかってるわよね？』って言うのとか、どーかな？」

「怖こわっ！」

　ガウリイの反応に、あたしは深々とうなずいて、

「うみゅ。効果はてきめん、ってことね」

「のーすと？」

　と、左がわを行くラン。

「あー。あたしとガウリイがこっちに来る原因になった奴やつよ」

「しかえし？」

「んー……しかえし、とゆーか、いやがらせレベルってゆーか……」

　あたしは頭をぽりぽり搔かく。

　と──

　……ざわりっ……

　あたりの空気がざわついた。

　期せずして、三人同時に足を止め、視線をそちらへと向ける。

　通りの人波が割れていた。

　まるで何かを避さけるかのように。

　その中心にいたのは銀ぎん髪ぱつの男が一人。

　鋭するどい眼光。ゆったりとした服。さして寒くもないというのに、マフラーで鼻や耳まで覆おおっている。

　男は無造作に右手を上げると、そのマフラーをずり下ろし──

　大小の悲鳴がまわりの人々から起きる。

　銀髪の男の口もとは、いびつに歪ゆがんで大きく裂けていた。

「──人のフリをするのは苦手でな──」

　この声は──

　──ヒュゥッ──

　銀髪の男が息を吸い──

　──まずいっ！

「逃げてっ！」

　叫さけんであたしは横手の路地を目ざして駆ける！　とっさに続くガウリイとラン！

　まわりの人たちの中にも、何かを察してか逃げ出す人もいて──

　だがその時！

　ばぢばぢばぢばぢばぢっ！

　銀髪の開いた口から放たれた雷撃の吐息サンダー・ブレスが町の通りを踊おどり狂くるう！

　雷撃を受けた通行人の何人かは、ひとたまりもなく倒たおれ伏ふし、雷かみなりを浴びた石いし畳だたみがかがやき露ろ店てんの果物が爆はぜ板いた壁かべを灼やいて焦こがして煙を上げる！

　あたしたちがかろうじて直ちよく撃げきを避け、建物の陰かげに飛び込むことができたのは、運以外の何でもない。狙ねらったわけではなく、そばの建物の門もん扉ぴが鉄製だったのだ。雷撃がそこに吸われなければ、三人のうち誰だれかが直撃を受けていたかもしれない。

　一同そのまま路地を駆けつつ、

「なんか吹いたぞ!?」

　叫ぶガウリイに、

「ただの竜の吐息ドラゴン・ブレスよ！」

　あたしは叫び返す。

　そうではないかとは思っていたが、今のではっきり確信した。

　赤ローブたちの正体は人間ではない。竜ドラゴンなのだ。

　人間ではありえない詠えい唱しよう速度。飛行術と他の術との併へい用よう。この時点で、人間でないことは確定していた。

　そして前回、退たい却きやくする時──

　彼らは竜ドラゴンに変身した──のではなく、本来の姿に戻もどったのだ。

　呪じゆ文もんの詠唱なしで空に浮かび、ブレスを吐はいたのも、それは彼らがもともと持っている能力だったがゆえだろう。

　連中はあたしの竜破斬ドラグ・スレイブを警けい戒かいし、あれをうかつにぶっ放せない町のどまん中でしかけてきたのだ。

　しかも向こうはまわりの人間を巻き込むことをいとわない。

　表通りではパニックが起き、人々の悲鳴や怒ど号ごうが交こう錯さくする。

　声からすると今のがガルドーバ。ならば残り二人も来ていると考えた方がいい。

「えとえと、ということはあれって人じゃなくて竜ドラゴン!?」

　と、ラン。

「たぶんね！　このまま町から引き離はなすわよ！」

　人が多い町の中だと、竜破斬ドラグ・スレイブはとーぜんながら、あんまし派手な術をほいほいぶっ放すわけにもいかない。

　とはいえ向こうがそれに乗って来るかどうか──

　路地を抜ぬけ、一つ裏の通りに出る。

　表通りのパニックはこっちの方にまで伝わっていて、あたりには右往左往する人々の姿が。

　そんな中。

　視線を感じてふり向いた先──ゆったりとした服を纏まとった、長い黒くろ髪かみの女が一人。

　──ネルフィク!?

　目が合うなりこちらに向かって地を駆かける！　白い両手が見る間に黒く肥大化し、いびつなカギ爪づめへと変化。両りよう腕うでをひと薙なぎすると同時に、いくつもの黒いつぶてが残像となり、こちらに向かって飛んでくる！

　とっさにガウリイが抜剣、ランが棍こんをふるい、飛び来るそれらを叩たたき落とす。

　一方つぶてはまわりの通行人にも当たって苦鳴を上げさせ、こちらの通りにもパニックを招く。

　叩き落とされたそれらにちらりと目をやれば、黒い小さな金属片のようなもの──いや、これはウロコか!?

　駆け来るネルフィクを迎げい撃げきするため、あたしは呪文の詠唱開始！　ガウリイとランも身構えて──

　その時。

　ネルフィクの左の肩かたから影かげがひろがる。

　──いや！　これは！

　影ではない！　巨きよ大だいな黒こく翼よく！

　翼つばさはそばの民家に触ふれると、いともたやすく壁を砕くだき屋根を崩くずし、ガレキをあたりに撒まき散らす！

　とーぜんそれはこっちの方にも降ってくる！

　ええいっ！　めんどくさい攻こう撃げきをっ！

　だが。

「とっぱー！」

　ガレキをよけるのではなく、ランは奇き声せいを発して前に出る！

　──おっけーりょーかい！

　察してあたしもまた前へ。でもってガウリイもまたやはり！

　ランは手にした棍で払はらい突つき薙ぎ、降り来るガレキのことごとくを払ってのける！

　むろん棍だけの技ではない。さばききれないぶんは纏った風で押し流しているのだ。

「──!?」

　向かってくるとは思わなかったか、作り物めいたネルフィクの顔に、はじめて生き物らしい驚きよう愕がくの色。

　そしてあたしは唱えた術を解き放つ！

「冷波吠ハウル・フリーズっ！」

　強力なブリザードを生み出し相手に放つ術である。氷雪の風という性質上、身をかわすのはむずかしい。人間が受けても致ち命めい傷しようにはならないだろうが、寒さでまともには動けなくなるはずである。

「──ぎうっ!?」

　一撃を受けて呻うめくネルフィク。巨竜の姿だったなら、涼りよう風ふうが肌はだをなでた程度のものなのだろうが、ヒトのサイズでならかなり効くはず！

　ひるんだそこにガウリイが駆け──

「──ちぃっ！」

　ネルフィクは建物を裂さいた巨翼を支えに本体を持ち上げ、上空へ、剣の間合いの外へと逃にげ延びる！

　おにょれっ！　前の時もそうだったけど、ガウリイ、みょーに警戒されてるな……

　ネルフィクは虚こ空くうでもう片方の翼を展開。巨翼の方を縮めると、両翼で羽ばたき空中にとどまりながら──

　──ヒュゥッ──

　大きく息を吸う。

　──上空からの竜の吐息ドラゴンブレス!?　まずいっ！

　その時。

「こっちだ！」

　かけられた声に目をやれば、そばの民家の戸が開いて、そこから顔を出したのは──王都パルバッソスの警備隊長モーガンさん!?

　なんでこんな所に──と、詮せん索さくしているヒマはないっ！

　三人はいそいでそこに飛び込んで、一番後ろがドアを閉め──

　ごうッ！　と颶ぐ風ふうのうなり声。

　民家──訂てい正せい。よく見るとメシ屋の中を三人は駆け抜けて──

　翼で裂けた壁の亀き裂れつから、あるいは窓を灼き破り、炎ほのおが疾はしる！

　モーガンさんをくわえた四人は店の反対側のドアから表通りに飛び出して──

　炎が。

　ごばぁっ！

　建物のドアから窓から裏路地から噴ふき出した！

　──危ないところだったが、なんとか全員無事のようである。

　だがこの表通りにはガルドーバがいたはず！

　あわててあたりを見回せば──

　表通りはパニックのただ中にあった。




　──子供が泣いている。

　雷撃が乱れ狂ったせいか、あちこちが壊こわれたり煙けむりを上げたりしている。

　泣く者、叫ぶ者、呻く者。

　今はガルドーバの姿は無い。あたしたちを追ってどこかに動いたか。

　右往左往する大人。道ばたにしゃがみ込む老人。

　道の向こうで泣いていた、七、八歳の女の子は、あたしと目が合うと、

「たすけて～おねーちゃん～」

　両手をひろげ、駆け寄ってくる。

　そんな少女の顔面に──

「やかましぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　ごむすっ！

　ひねりを入れつつあたしが放った蹴けりは、カウンターとなってめり込んだ！

「むぎんっ!?」

　女の子は変な声を上げ吹っ飛ぶと、近くの壁に叩き付けられる！

「おぉぉぉぉぉいっ!?」

　モーガンさんがおどろきの声を上げるが、あたしは女の子から目を離さない。

　壁に叩き付けられた女の子は、がばりっ！　とその場に身を起こし、

「──てめぇ！　何しやがる!?」

　吠ほえ猛たけるのに、つめたいまなざしを向けてあたしは言った。

「芝しば居いがヘタなのよ！　レゲンネル！」

　──そう。

　目の前の子供はいざこざに巻き込まれた罪なき少女その一などではない。

　どさくさまぎれであたしを抹まつ殺さつするために、変身の術で人間の子供に姿を変えたレゲンネル！

　もちろんうまくやっていたなら、あたしの不意をつけただろう。しかし、おびえる子供を装いつつも、もっと近くにいた他の大人たちをガン無視して、まっすぐあたしに向かって駆けて来た上、殺気がダダ漏もれだったのだ。

　かつて子供の姿をした高位魔ま族ぞくにまんまとひっかけられたことのあるあたしを、その程度の演技でだまそうなどと、まだまだ甘いっ！

「くそがァァァァァァァァァァァッ！」

　吠えたレゲンネルが変化する！

　その姿が、家ほどあるサイズの緑の竜ドラゴンと化した時──

「……あ……？」

「──レゲンネル──」

　相手を見つめてあたしは言う。

「仲間から受けたアドバイスは、なんでそう言われたのか、ちゃんと理解しといた方がいいわよ──遅おそいけど」

　キンッ、と小さく鍔つば鳴りを立て、ガウリイが剣を鞘さやにおさめる。

　レゲンネルのその隣となりで。

　それに気づいて身じろぎしようとして──

　レゲンネルの体が斜ななめにずれ、そのまま路上に崩れ落ちた。

　──子供の姿を装ったものが倒たおすべき敵だと認識した瞬しゆん間かん、ガウリイは即そく座ざに動き、変化中の竜ドラゴンを薙いでいたのだ。

　もしレゲンネルが毒づいたりせず、前にガルドーバのアドバイスでサイクロプスから巨鳥に変じた時のように、迷わず空に逃のがれていたなら、かわせていたかもしれないが。

　倒れた竜ドラゴンの瞳ひとみにもはや光は無い。

　残るはネルフィクとガルドーバ。

　とりあえず、この場にとどまるのはまずいだろう。さきほどネルフィクがいたのとは反対側の通りに向かって歩き出す。

　ガウリイとランとモーガンさんもいっしょに──

「──って、モーガンさん、なんでこんなところにいるの!?」

「なんでも何も」

　とモーガンさん。

「リナ殿どのを追え、という命令を国から受けたからに決まっておるだろう」

　──なるほど。考えてみれば、あたしたちの顔を直接知っている彼が動員されるのは理にかなっている。

　思わずこちらが足を止めるのにも彼はかまわず、

「もっとも──追いついてみればこの有様。そちらにちょっかいを出している場合では無くなったが。

　銀ぎん槍そう騎き士し団が痛手を受けたとの報告は聞いているが──

　奴やつら、噂うわさに聞くネオスフィードという奴か」

　あたしはあわてて再び歩みを進めつつ、

「ネオスフィード？」

「赤の竜神スイーフィードを信しん仰こうする一派だ。

　私も噂で知っている程度なのだがな。

　──といっても、あちこちの町にある赤の竜神スイーフィード教とは別のものだ。

　赤の竜神スイーフィードを崇あがめ、魔族倒すべし、を標ひよう榜ぼうするところまではかまわんのだが──」

　横道を抜ぬけて別の通りへ。こちらも騒さわぎにはなっているものの、特に目立った被ひ害がいは無い。

「彼らは竜ドラゴンやエルフなど、人間以外の種族で構成されている」

「竜ドラゴンやエルフ!?」

　思わずあたしは声を上げる。ちょっと意外ではあったが──考えてみたら、人が神を崇めるのなら、竜ドラゴンやエルフが神を崇めることもあるだろう。

　モーガンさんはうなずいて、

「彼らは、真の赤の竜神スイーフィード教、真神教ネオスフイードと名乗っているが、人間は魔族に対たい抗こうしうる力をほとんど持たぬ上、負の感情を大量に生み、むしろ魔族に力を与あたえるだけの存在と見み做なし、教団にも加えず、目的のために人間を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわんと聞く」

「な──!?」

「昔、マリシダの町に大悪魔グレーターデーモンが出現した時は、連中がやって来て大グレー悪ター・魔デーモンを倒したらしいのだが、その際、町や兵を平気で焼き払ったとも言われている」

「ちょっ……!?」

　レニホーンの村で一戦やらかした時、レゲンネルが面おも白しろ半分で騎士団にちょっかいをかけていたのは、そーいう面もあってのことか……

　そんな連中に──あたしがなんかヤバそうですよ、なんて神しん託たくが下ったのか!?

　さすがにそれは……ちょっとシャレにならないよーな気が……

　しかしその真神教ネオスフイードとやらのこと、モーガンさんが知っていたのなら、前に出会った騎士団長も知っていたのだろう。　……もっとも、追う対象のあたしたちに教える義理はないのだが。

「そいつら……全部で何人くらいいるの……？」

「そこまでは。私も噂で聞いたことがある程度だ」

「『外こつち』じゃあンな連中野放しにしてるわけ？」

「連中も別に、積極的に人間を殺そうとしているわけではない。目的遂すい行こうに巻き込むことは厭わんようだが。それに本ほん拠きよも規模も──」

　──おォォォォォォォォォオオオオオッ！

　ことばを遮さえぎり、咆ほう吼こうは、表通りの方で聞こえた。

　何かあちらで動きがあったか──

「──どうする？」

　問うモーガンさんに──

「やるしかないでしょ」

　あたしは即そく答とうしたのだった。




　とーぜんと言えばとーぜんだが。

　トルタスの町にも、自警団なり何なりは存在していたのだろう。

　あたしたちが表通りに戻もどった時、そこはガルドーバやネルフィクたちと、トルタス自警団たちの戦場となっていた。

　──ただそれを戦いと呼んでいいものか──

　自警団員たちが遠まきに矢を射かけるも、ネルフィクの炎ほのおのブレスが空中で矢を灼やき、焼け残った矢じりだけがあたりに散らばる。ネルフィクが黒こく翼よくを伸のばして家を砕き穿うがち、ガレキに団員たちがひるんだところで一気に駆かけ寄り、爪つめで、あるいは刃やいばと化した髪かみで切り裂さき薙ぎ散らす。

　その攻こう撃げきをなんとか鎧よろいで受け、剣けんで反撃に出る者もいたが、胴どうを捉とらえたはずの斬撃は、しかしそこで止まり、ネルフィクの爪と髪との反撃を受ける。

　──今は人に似て見えても本質的には竜ドラゴン。素す肌はだに見える部分さえ竜りゆう鱗りんの強度を持っているのだろう。だとすれば、並の腕うでと並の剣では貫つらぬくことさえ難しい。

　黒いカギ爪と自在に動く黒い髪、人間に見合うサイズの黒翼を背中に畳たたむネルフィクの姿は女悪魔にしか見えない。

　一方のガルドーバは、始終攻撃呪じゆ文もんをでたらめにまき散らし、あたりの自警団員を薙ぎ払はらう。

　フードとマスクを取った時には、口の裂けた銀ぎん髪ぱつの男、といった風ふう体ていだったのだが、もはや人間のフリをする必要も無いと判断したか、銀鱗に覆おおわれた獣けものじみた貌かお、後ろに突つき出たツノ、という、竜人ワードラゴンとでも呼ぶべき姿に変じている。

　ネルフィクもそうだが、竜ドラゴン本来の姿に戻らないのは、たぶんあたしの竜破斬ドラグ・スレイブを警けい戒かいしてのことだろう。

　もちろんあたしは、町を巻き込んで竜破斬あんなものをぶっ放すつもりはないが、逆に町を巻き込まなければ──たとえば巨きよ体たいの相手が空に舞まった場合、下から上向きに撃うつのはアリだと思っている。

　だがこのぶんでは、そういうスキは見せてくれそうにない。

　自警団員たちがネルフィクかガルドーバのどちらかでも、倒す──とまではいかなくても、引きつけてくれたなら、ずいぶん楽になるのだが──

　残念ながら見える範はん囲いの自警団員たちは、倒れているか物もの陰かげに隠かくれているかのどっちかで、反撃しようと試みる者は今はいない。

　その状じよう況きようを見て取ると、あたしは駆けつつ呪文の詠えい唱しようを開始！

　目標は、より近い方にいるネルフィク！

「──いたぞ！」

　こちらを見つけてネルフィクが吠ほえる。上げた声には憎ぞう悪おの響ひびき。

　気づいてガルドーバもこちらを見やる。

　あたしとガウリイとランは荒れ果はてた石いし畳だたみの上を駆け、ネルフィクに向かう。

　ネルフィクは一瞬、迷いの色を見せてから、何やら呪文を詠唱開始！

　かまわずあたしは完成した術を解き放つ！

「覇王氷河烈ダイナスト・ブレスっ！」

　ほぼ同時に──

　くぉぉるぅおおおおおおおおおッ！

　ネルフィクとガルドーバ、二人が吠える！

　あたしが使ったのは目標を魔力の氷で氷結、粉ふん砕さいする術！　ブラス・デーモン程度の魔族なら楽勝で倒せるほどの術である！　なんか前に変なサカナを倒すのにも使ったよーな気がするけど！

　ぎっ！

　大気の凍こおる音を立て、ネルフィクの全身が氷結した！

　同時に──

　白い光こう陣じんが二重にネルフィクをとり巻いた！

　──あの光陣は──！

　ぎぃぃんっ！

　魔力の氷が砕くだけ散り、無数の微び細さいな霜しもと化す！

　閉じ込められた相手も、氷とともに砕け散る──はずだった。

　だが。

　氷が散ったそのあとには、無事に佇たたずむネルフィクの姿！

　──そうか。

　あの光陣は、ネルフィクとガルドーバ、二人が同時にかけた防ぼう御ぎよ術。

　かつてあたしが放った竜破斬ドラグ・スレイブの威い力りよくを減じたのもおそらく同じものだろう。

　さきほどネルフィクが刹せつ那な迷いを見せたのは、あたしが呪文の詠唱に入っていることを悟さとり、かまわず攻撃するか防御を優先するか逡しゆん巡じゆんしたせいか。

「貴様ら！」

　ネルフィクが吠える。

「よくもレゲンネルを！」

「ケンカを買われて腹立てるなら最初っから売るなぁぁぁっ！」

　負けじとあたしも叫さけび返す。

　迫せまり来るガウリイとランに向かってネルフィクは身構え──

　──とっ。

　その体が小さく揺ゆれる。

「ネルフィク!?」

　悲鳴に近いガルドーバの声。

　何が起きたか理解できぬまま、地面に縫ぬい止められたネルフィクは、こふっ、と小さく血を吐はいて──

「……こういう曲芸じみた真似は若いのの役目ではないか……」

　言ってモーガンさんは、ネルフィクを大地に縫い止めた斬妖剣ブラスト・ソードを引き抜いた。

[image: ]

　──タネを明かせばどうということはない。連中が、妙みようにガウリイを警戒していたのを逆さか手てに取っただけである。

　ガウリイの持つ斬妖剣ブラスト・ソードとモーガンさんの剣を交こう換かんし、あたしたちが連中の注意を引きつけている間に、モーガンさんには近くの家の屋根に登り、飛び降りざまに一撃してもらったのだ。

　断られるかとも思ったのだが、この状況ではやるしかないと思ったのか、彼はその案を了りよう承しようしてくれた。

　並の剣、並の腕では通らぬネルフィクの肌はだも、魔力を切れ味に変へん換かんする斬妖剣ブラスト・ソードならば貫くことも可能！

　このまま一気にガルドーバも倒たおすっ！

　あたしは呪文詠唱開始！

　モーガンさんが駆けるガウリイと互たがいの剣を交換する。

「人間ごときがァァッ！」

　ガルドーバは大きく息を吸い──

　ばぢぢぢぢっ！

　雷らい撃げきのブレスを解き放つ！

　それを読んでいたのか、モーガンさんが、自分の剣を無造作にほうり投げ──

　雷撃が鉄の剣に吸い寄せられてからみつく。

　その左から迫るガウリイ。右から迫るラン。

　だがガルドーバは退ひこうとはしない。理由は明白。左右の二人にわずかに遅おくれて正面からあたしが来ているからである。

　あたしを始末するのが彼の目的。ならばあたしというエサをちらつかせてやれば、引くか押すか、相手の行動に迷いが生まれるはずっ！

　ごォゥッ！

　ガルドーバの吠え声に颶ぐ風ふうが生まれる！

「──くっ!?」

　強力な風は壁かべとなり、ガウリイをその場におしとどめる。

　しかし！

　意にも介かいさずランは駆ける！　彼女の纏まとう風が相手の風を相そう殺さいしているのだ！　あたしもその風の流れに乗って距きよ離りを詰つめ──

　だがその瞬しゆん間かん！

　ばぢっ！

　ガルドーバの開いた口に雷撃の閃ひらめき！

　雷撃の吐息サンダー・ブレス!?

　狙ねらいはあたし！　息を吸う動作を略したぶん多少威力は落ちるかもしれないが、それでも生身の人間には──

　刹那が無限の長さに感じる。

　ガルドーバの口もとに生まれた雷球がみるみるふくれ上がるのが見えて──

「ほいっ。」

　緊きん張ちよう感皆かい無むのランの声とともに、視界に入って来たのは、いくつもの小さな──

　──矢じり!?

　金属製のそれらは宙を舞い──

　雷球の電撃を吸い取り纏いつつ、ガルドーバ自身にふりかかる！

　ランはいつの間にか、あたりに落ちていた矢じりを拾い集め、この瞬間にぶちまけたのだ。

　雷撃は自身にも効くのか、あるいは単に面食らっただけか、ガルドーバの動きが刹那止まり──

　そのふところにあたしが飛び込む！

　気づいた相手はカギ爪をふるい──

　こちらの呪文はすでに詠唱済み！　両手のひらをガルドーバの胸むな板いたに押し当てて──

　カギ爪はあたしの──

「黒魔波動ブラスト・ウエイブっ！」

　ごバッ！

　城じよう壁へきすらも穿うがつ一撃は、銀色の竜人を粉砕した。




「──ご苦労」

　なぜか上司っぽい口ぶりで言いながら、モーガンさんはこちらに歩み来る。

「そっちもごくろーさま」

　と、あたし。

「けどまあ頼たのんでおいてナンだけど、うまくやってくれたじゃない。いざって時にコワくて飛び降りられない、なんてことにならないかってちょっと心配してたんだけど」

「怖こわかったとも。屋根から飛び降りるのなど子供の時以来だ」

　と、よゆーの笑み。

　──今さらながらにふと思ったのだが──

　ひょっとするとこのひと、あたしが思っている以上にウデが立つんじゃないだろーか。

　考えてみれば、北の魔ま王おう退治の時に、警備隊の人が動員されるというのもおかしな話。

　だが彼のウデが国でも一目置かれるレベルにあったと考えるなら、それほど不自然な話ではなくなる。

　流れ者のあたしたち二人をその討とう伐ばつに加える、という彼の要望が通ったのも、この仮定なら納得できる。

　もしこの仮定が合っていたのだとしたら──

　もーちょっといろいろやらせればよかった。あたしが賭かけで突つっ込む、なんてマネはせずに。

　そんなあたしの内心を知ってか知らずか、彼はいたずらっぽいまなざしをあたしに向けて、

「しかしそちらこそ、よく私を信じる気になったな。その、なんとかいう魔力剣けんを持ち逃にげしたかもしれんし、それこそ不意打ちでリナ殿どのを倒して、命令遂すい行こうと真神教ネオスフイードへのご機き嫌げん取りの一石二鳥を狙っていたかもしれんのに」

「無い無い」

　あたしはぱたぱた手を振ふって、

「だったら最初っからあたしたちを助けたりしてないでしょ？」

　彼がもしそのつもりなら、あたしたちがネルフィクに火を吹ふかれた時、ドアを開けずにカギでもかければそれで済んだことなのだ。

「──まあ──」

　と、彼はぼろぼろの町並みを見み渡わたして、

「心情的には、こんな真似をしてくれた連中を野放しには──」

　──ばざりっ！

　突とつ如じよ起きた羽ばたきの音に、一同おどろきそちらを見やれば、路上にあるはずのネルフィクの姿はなく、空には術で加速して、よろつきながらも飛び去る黒い翼つばさ！

「──生きてた!?」

　敵ながら引き際ぎわがいい。もし逃とう亡ぼうではなく、不意を突いてあたしをしとめるつもりだったなら、その殺気から、まだ生きているとばれていただろう。

「人とは急所の場所が違ちがっておったのか……」

　翼を眺ながめてモーガンさんがつぶやく。

　距離と速度から考えて、追つい撃げきはもはや間に合わない。

　──逃がしたか──

　これは……今後いろいろめんどーなことになりそうだが……

「──さて──」

　モーガンさんは遠いまなざしを北へと送り、

「あちらに向かえば五日ほどで国境に着く。その先はベルハイド公国だ。砂さ漠ばくに面した国の情報は手に入れられなかったがな。

　私は王都に戻もどって、トルタスの町が真神教ネオスフイードとおぼしき一党の襲しゆう撃げきを受け、リナ殿はその際に死亡したとみられる──とでも報告しておこう」

　それはこっちとしては助かるが──

「なんでそんな報告ことを？」

「なあに、単に私が怠なまけたいだけさ。──そうそう。北の魔王討とう伐ばつの礼、という意味合いも多少はあるか」

「りょーかい。じゃあ──元気でね」

　またいつか、と言いかけたことばをあたしは途と中ちゆうで変える。

　こうなった以上、おそらく再会はないだろう。

　かくて、あたしたち三人とモーガンさんは、別々の道を進み行く──




　当たり前だが、世界は広い。

　広いが──当たり前だが、無限ではない。

「んにー」

　小高い丘おかの涼すずやかな木こ陰かげ。ランは大きく伸のびをして、

「いい天気だねー」

　うららかな午後。あたしもランのそのとなり、草の上に腰こしを下ろし、

「ほんとねー」

　と、ゆるんだ声で。

　眺めやる先にはなだらかな緑の丘が続き、まるで牧場のような柵さくが連なっている。

「とーとー来たんだなぁ」

　と、同じ方を眺めて、となりに座るガウリイは感かん慨がい深げにつぶやいた。

「そーだねー」

　と、あたしもまた。

　ゆるい感じのあの柵は、実のところ、ここルジルテ王国と、ベルハイド公国との国境線だったりする。

　──まあ──

　こんなのどかな感じで語っていても、夜中に浮遊レビテーシヨンの術で国境を越こえて密入国する予定ですけどね！

　今あたしたちは、別にピクニックをしているわけではなく、国境線の警備状態を偵てい察さつしているのだ。

　柵のまわりは、時折ぽつりぽつりと、双そう方ほうの国の兵士たちが巡じゆん回かいしているようではあるが、正直、頻ひん度どは高くない。そのせいで見ているこちらも、なんだか気分がゆるくなって来ているのだが。

　ただ、こーゆーリラックスできる時間は必要である。

　なにしろ──今後のことをちょっと真しん剣けんに考えたなら、いろいろと不安な要素ばかりなのだから。

　国境を越えたからといって、真神教ネオスフイードとやらがあきらめてくれるはずがない。彼らにとっては人間が決めた国境など、もともと意味もないものだろう。

　……連中が実は総勢五人くらいの組織でした、とゆーオチだったらいいのだが……さすがにそうはならないだろう。

　ネルフィクから、仲間の二匹ふたりが倒たおされたことやこちらの手の内が伝われば、次は相手もそれなりの準備を整えて来るだろう。

　かつて持っていた魔力を増ぞう幅ふくさせる呪符タリスマンも『外こちら』に来る前に失って、あたしが使うことのできる呪じゆ文もんは以前に比べて減っている。

　そのぶん、『外こちら』なら使えるはずの、竜りゆう王おうたちの力を借りた呪文を習得することができれば、大なり小なり話は変わってくるのだろうが……ちょっと他の呪文の一部と置き換かえたら使えるようになる、という簡単お手軽なものとは限らない。

　呪文内容の理解だの詠えい唱しよう中の魔力コントロールだの当人との相あい性しようだの、いろいろあるのだ。

　ランが使っている風の術も、呪文だけは教えてもらったが、以前試しに唱えてみても発動すらしなかった。

　いろいろと研究や調整が必要な部分が多すぎるのである。

　むろん機会があれば、知的好こう奇き心を満たすのと真神教ネオスフイードに対たい抗こうするのと、一石二鳥の意味で、そのあたりの術を習得してはいきたいところだが……

「──そういえばラン、国境を越えたあとって、どーする気？」

　ふと思いついてあたしは尋たずねる。

「どーする？　何が？」

「や。だから。

　あたしたちといっしょにいても、ごたごたに巻き込まれるだけだし──」

「そだねー」

　ランは近くを舞まうちょうちょを目で追いながら、

「ヤになったらさよならするよー。けどそれまではいっしょで」

「いいの？」

「いーの。お二人のおじゃまじゃなかったら」

「──ちょっ……!?」

　……いきなりそーゆーこと言うか……？

　ガウリイの方はぼーっとして聞いていなかったよーだが……

「──それはそれとしてラン、言おうと思ってたんだけど──」

　あたしはあわてて話題を変える。

「あなたが持ってる棍こん──」

「すごい棒？」

「そうそれ。もぉちょっとなんてゆーか、かっこいい名前をつけてみない？」

「えー？　すごい棒、かっこいいよ？　すごい！　って感じするよね？」

「するけど。

　いやランの地元のセンスをどーこーってわけじゃないんだけど、なんとゆーか、こっち風の？　もっといい名前がある気がするとゆーか」

「んー」

　彼女はしばし考えてから、

「あ！　じゃあじゃあ、この棒の本体の樹って、ゆいしょ正しい名前がついてるし！　その名前をつければ!?」

「由ゆい緒しよ正しい……？」

「うん！　うちの地元にあるむかしの言い伝えに、ディモカインとラモケイルって、すっごく長生きしたふたごの英えい雄ゆうの話があって。

　本体の樹ってすっごい寿じゆ命みようが長いから、こっちでいうと悠ゆう久きゆう久く遠おんの樹、くらいの意味で、この英雄たちから名前をとってるんだよ！」

　と、ドヤ顔。

「へー。それ良さそうね。なんて名前なの？」

「もかもけの樹」

「なんでッ!?」

　思わず絶ぜつ叫きようするあたし。

「ほら。だから、ディ『モカ』インとラ『モケ』イルから取って──」

「なんでそこつまんじゃったのッ!?」

　……もし『中あちら』にあった神聖樹フラグーンがそれと同種だったとしたら……あれの本名、もかもけの樹かぁ……なんかいろいろがっかりすぎる……

「──うん！　樹の名前からとって、もかもけ棒！　いいよリナにょん！」

　こくこくうなずき、興奮気味にまくし立てるランに、

「待ってランやめてラン落ち着いて。もぉちょっと考えよ？」

　あわててあたしは待ったをかけるが、

「なんで!?　もかもけ棒！　うちらの地元からすると、うわ、ちょーかっこいい！　って感じだよ！

　ガウりょすも、かっこいいって思うよね！」

　いやそんな、人の話を聞いてない人代表に振ふっても──と思ったが、意外や今回は、たまたま聞いていたのか、困った笑顔で、

「それも悪くないと思うけど、オレなら、エルダーロッドとかエンシェントスタッフとかって名前にするかなぁ」

　うあ。意外とふつーにかっこいい。

　……まあ直前に、もかもけ棒って名前を聞いたから、比ひ較かくでそう感じるだけかもしんないけど。

　聞いてランはドヤ顔で胸を張り、

「ほら！　ガウりょすも、悪くない！　って言った！」

「だからっ！　なんでそこつまんじゃうのッ!?」




　帰き還かんへの手がかりはいまだ無く、道はまだ遠い。

　しかし──

　かっこよさの点であたしとランの見解が一いつ致ちする日が来るのは、比べようが無いくらい遠い気がするのだった──
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Ｌ：出ちゃったよ……




あんなに絶対出さないって言ってた第三部……




作：世界に絶対などはなく、宇宙は無限の可能性に満ちている──

Ｌ：やかましいわっ！




さては作者あんたっ！　前の巻がそこそこ好調だったんで調子こいたわねっ！




作：すみません調子こきました。




とゆーわけでスレイヤーズ十七、『遥はるかなる帰路』をお送りしますっ！




Ｌ：ま、あたしがあとがきで復活できたから良し！　だけど。




てっきり作者あんた、なんのかんのとりくつをつけて、このあと一生のんべんだらりとぐーたらに暮らすもんだと思ってたんだけど……




作：ひとを何だと思っているのか。──と言いたいところだが、オレもわりと半分くらいそんなつもりでいました。

Ｌ：ンじゃまたどーいう心境の変化？

作：いろんなことがちょっと落ち着いて、本やらゲームやらの積んでた奴やつやら新作やらに手を出して、あれこれいろんなものを取り込んで……




ンな充じゆう電でんっていうかインプットをずーっとやってると、ふと何かを作り出したくなることがあるんだよなー。




Ｌ：ガ○プラとか？

作：ガ○プラとか何かの組み立てキットみたいな工作系もそうなんだけど、人類の天敵・老眼に侵おかされはじめてから、そっちはなかなか……




何かを書いてみたい欲よく、とでもゆーのか。そんなのがあって。

スレイヤーズじゃない別の話のぼんやりとしたアイデアもあったんだけど、ぼーっとゆったり考えてるうちに、別の人が根っこが似たアイデアで、もっと面白い話を発表して、じゃあそっちはもういいや、ってなったり。




Ｌ：で、結局ここに帰ってきた、と。

作：まーな。




いまだ、スレイヤーズというお話をおーえんしてくださっているみなさんへの、ささやかながらでもご恩返しになればいーな、と思いつつ……




Ｌ：へたなモノを書いたらむしろ恩返しどころかアダになるけどね～

作：ぐはぁっ！　それを言うなッ！

Ｌ：あ。喀かつ血けつした。

作：だいじょーぶ！　喀血は二百㏄以内ならノーカンだっ！

Ｌ：いや結構多いよ二百㏄!?

作：バトルマンガだと少ない方だぞっ！　いや別にオレバトルマンガに出てねえけど！

Ｌ：けど今までにも、小説以外だと本編第三部みたいな話はあったわけよね？




アニメ版のＴＲＹとかマンガ版の水すい竜りゆう王おうの騎き士しとか。

そーすると、この第三部ってどーいう位置づけ？

小説これがあくまで正史だー、とか？




作：んー……




正直、どれが正しい、とか言って、他のを否定したくないんで、平行世界パラレルな第三部、って感じかなー。




Ｌ：……いやまあ……『かんじかなー』は、いーんだけど……




作者あんたコレちゃんとラストまでたどり着けるわけ？

お話の中身見ると、どー考えても長くなりそーだけど。




作：[image: う゛]っ……！　いやまあ……




お話全体の長さとかゆーのもあるけど、リナたちの旅程全体の長さの問題もあるからなー。

このスレイヤーズでは、わざと単位やら何やらを明確にしてない、って部分はあるんだけど……

書いててふと思い立っていろいろ調べてみると、旅するお話で、距きよ離りってのはちゃんと考えるといろいろハードルになる部分ってあるんだなー、と思うこともしばしば。




Ｌ：ちゃんと考えることあったんだ。作者。

作：もちろんだっ！




いろいろあれこれ考えたり、理り屈くつや設定を考えたり！

そんなこんなをしたあげく、説明が長くなるからばっさりカットしたり、面白くないから無かったことにしたり、そーゆーのはふつーにするけどっ！




Ｌ：普ふ通つうにするんかいっ!?

作：おうよっ！　今回も最初は通行手形があってそれをどんな時に使って……みたいな描びよう写しやもしてたんだが、そこいらが全然面白さにプラスにならねー！




いざとなったらリナ、術で空飛んで行くんで、『関所があるのに手形がない！　どうする！』みたいな展開が一切できねー！




Ｌ：……あー。たしかに。

作：……空飛ぶ術ってずるいよねー……

Ｌ：自分で書いといて今さらっ!?




たしかに空飛ぶ術って、社会生活での防犯上どーなんだ、ってところはあるけど。




作：ともあれそんなかんじなんで、結局、通行手形は持ってます、みたいな、描写なんだか注ちゆう釈しやくなんだかわからない一文が時々出てくるだけに成り果てたんで、全部さっくり消してみたわけだが。

Ｌ：じゃああの世界に通行手形は無い、と？

作：いや、あるけどリナがそれに関しては特に語ってない、って感じ。




そのへんはいいとして、旅する距離、って考えると、これがなかなか……

ちょっとネットで調べてみると、むかしの人は、東海道五十三次、およそ五百キロをざっと十五日弱で歩いたとか。

その前提で世界のあちこちをうろつき回ろうと思ったら、一体どれくらいの時間がかかるのか──なんてことを考えて。

結果。

出た答えが、飛行機や電車、自動車ってほんとーにありがたいなぁ、って。




Ｌ：そこっ!?

作：そりゃそーだよ！　五百キロを十五日だと一日あたり約三十三キロ。歩く速さをおーむね時速四キロと考えたら、一日八時間歩きっぱなしの計算だぞっ！




オレなんか五分歩いたらイヤになるのにっ！




Ｌ：それは……もーちょっとがんばれ。さすがに。

作：オレの根性のなさをさておいたとしても、むかしの人、がんばりすぎ！




今の都市部みたいに、ちょっと疲つかれたから喫きつ茶さ店てんにでも入るか。お、あった、ってなもんでもないし。

疲れた時に都合良く休める場所があれば良し、けれどそうとは限らない。そりゃあ行き倒だおれも出るわ！

それでも歩く人は歩いてたんだよなー。




Ｌ：ま、それしかなかった、ってところはあるんでしょーけどね。




あとはせいぜい馬？　けどそんなの利用できる人たちって限られてたでしょーし。




作：そう考えるとやっぱり、ビバ現代！　って結果になるわけで。




交通機関もそうだけど、特にエアコン様、偉い大だいなり！

なおこのあとがきは夏に書いてます。




Ｌ：いや現代文明に感謝するのは別にいーんだけど。




で、リナたちが旅する距離や経過日数の方はどーなったの？




作：そこは考えないと決意しました。

Ｌ：投げたッ!?

作：道はまっすぐってわけでもないし、ずっと歩きってわけでもないんで、ここを厳密に設定しても、さっきの通行手形の話みたいなかんじで、作中にほぼ反映できないんであんまし意味がないかなー、と。

Ｌ：なら作中の移動距離の長さとかはさておいて、お話の長さに対する作者あんたの書くスピードってのはどーなのよ？

作：それはっ……

Ｌ：まだこの巻ではちっとも出てない、あんなアイデアとかこんなアイデアとかあるみたいだけど、そのあたり全部お話に入れたら一体何巻になるか。




こーなったら、月一くらいのペースで書くしかないわねっ！




作：いや、そこは逆転の発想で、むしろオレが百七十歳くらいまで元気で長生きできれば仮に十年で一冊くらいの刊行ペースでもちゃんと完結までは届くぞっ！

Ｌ：ガラパゴスゾウガメかっ!?　どんだけのんびりやる気よっ!?




そーだ。作者にがんばってもらうためにも、一冊書けるまでエアコンを、夏は暖だん房ぼう冬は冷れい房ぼうにするとかっ！




作：[image: う゛]っ……！　……って反射的に呻うめいてみたけど、エアコンに可能な暖房の設定最高温度よりここ最近の気温の方が高いですよ？




冬だって冷房の最低温度より外気温の方が低いし。




Ｌ：………………ほんとだ！　あー。じゃあふつーにエアコン使用禁止で。

作：すみません。なるべくがんばりますから、それだけはかんべんしてください。

Ｌ：うむがんばれっ！




と、作者の決意を無理矢理新たにしたところで。

それではみなさん、よろしければまた次巻で～







あとがき：おしまい
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